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ま{ じ め に

昭和62年 か ら、EDIの 業界標準化作業を開始 した閲 日本電子機械工業会(EIAJ)は 、

(財)日本情報処理 開発協会 産業情報化推進セ ンター(CII)と 共同で、昭和63年 に新 しいE

DI標 準の開発 を行 った。 このEDI標 準では、流通業界 に比べてデー タ項 目の多 い電子機 器業

界特有 のメ ッセー ジ構造 を考慮 し、既に米国で採用されていた可変長 フォーマ ッ トを採用す るこ

とにな った。様 々な検討 の結果、 シンタ ックスルール,標 準 メ ッセ ージおよび標準データ項 目で

構成す るのが合理的であ るとの結論 にな ったが、 このようなフォーマ ッ トの構成方法 は、米 国の

ANSIX.12や 当時審議中であったEDIFACT(ISO9735)と 同一 であ る。

シンタ ックスルールは新たに開発す ることにな り、CIIが 提案 したデータタグ方式 シンタ ッ

クスルールを、EIAJの 改良提案に もとつ いて、データ項 目の区切 りをデ リミターか らレング

スタグに変更 して設計 された。 この シンタ ックスル ールは、当初か ら漢字 データの使用や他業界

への適用 も考慮 されて いたが、 当面の単一業界(電 子機器業界)へ の適用 を前提 に、一部の拡張

機能 は保留 され ることにな り、電子機器業界での限定使用になることか ら、EIAJシ ンタ ック

スル ール と命名 された。EIAJで は、EIAJシ ンタ ックスルールの使用を前提 に した標準 メ

ッセ ージと標準 データ項 目の開発を進めたが、これ らは、EIAJ標 準 メ ッセー ジ、EIAJ標

準 データ項 目と呼ばれ るようにな った。

昭和63年 秋 に、実用性を確認す る トライアル(試 行)が 行われ、好結果 を得たため、平成 元

年4月 に、EIAJシ ンタ ックスルール,EIAJ標 準メ ッセージお よびEIAJ標 準デー タ項

目を まとめて、rEIAJ取 引情報化対応標準1A』 として、電子機器業界のEDI標 準 と した。

これが、EIAJ標 準で ある。

EIAJ標 準は、 その後順調 に電子機器業界への普及が進んだが、電子機器業界での成果を他

業界で も注 目す るよ うにな り、EIAJ標 準を使用 したい という電子機器以外の業界が増加 して

きた。 しか し、EIAJ標 準のベースにな っているEIAJシ ンタ ックスル ールは、当面の電子

機器業界への適用を前提 に、一部の機能が保留 されていたため、他業界で は使用で きないとい う

問題が生 じて きた。保留 されてい るために障害 となった機能 とは、使用可能データ項 目数を24

0種 以上 に拡張す る機 能である(EIAJ標 準では、最大239種 のデータ項 目を使用で きる)。

電子機器業界単独での使用であれば、239種 のデータ項 目で もメ ッセー ジの設計 は不可能で

はないが、例えば、製造 業界全体での使用になった場合 には、239種 では とうてい足 りない状

況にな る。 そ こで、当初保留 された拡張機能を復活す ることになったが、 予想を遙 に越え るEI

AJ標 準の普及を考慮 し、既 に表面化 して きた不具合点 も含めて、EIAJシ ンタ ックスルール

を改良す る ことにな り、その検討 は平成2年 度か ら開始 された。



この検討は、EIAJシ ンタックスルールの原提案者であるCIIに おいて行われ、平成2年

末か ら平成3年 にか けて、EIAJと の調整が行われた。EIAJシ ンタ ックスルールを改良 し

た新 しい標準 は、rCIIシ ンタ ックスルール』 と呼ぶ ことにな ったが、従来のEIAJ標 準 と

の互換性 の確保(上 方互換)に ついて特 に留意 された。 さらに、国際標準 と して制定 されたED

IFACT(ISO9735)と の互換性 につ いて も真剣 な検討が行われたが、メ ッセー ジの内

部構造 も含めた完全な互換性 を確保す るのは難 しいため、メ ッセー ジ ・グループの外部構造 につ

いての互換性を確保 したオ プションを、 当面の対策 として追加 している。 こうして、平成3年4

月1日 に、rCIIシ ンタ ックスルール試作仕様1.00』 が まとめ られ、 さ らに、CIIシ ンタ

ックスルールの採用を 決めた建設業界等 か らの要望 な どを追加 し、平成3・年8月28日 に 『CI

Iシ ンタ ックスルール試作仕様1.02』 が発表 された。平成3年 度～4年 度 にかけて、 トラ ンス

レーターの開発 も行われ、実用化テス トも実施 され た。平成4年7月1日 か らは、一般ユーザ ー

に対 して トランス レーターの供給 も行わ れるようにな り、平成4年8月28日 付 けで 『CIIシ

ンタ ックスルール1.10』 として公開す る ことにな った。

CIIシ ンタ ックスルールは、 このよ うな経過で誕生 した、わが国の国内取引に用 いるEDI

のための標準であ る。最大 の特徴 は、漢字の使用 と効率の向上 である。長期 に渡 って使用可能 な

標準で あり、業界間や業際の取引 にも適用可能である。今後、CIIシ ンタ ックスル ールをベ ー

スに した標準 メ ッセージの開発が各業界で行われ、 わが国のEDI標 準化 の進行が期待 される。

平成4年8月28日

産業情報化推進セ ンター



rCllシ ン タ ッ ク ス ル ー ル バ ー ジ ョ ン3.00』

1998.3.31

(産 業 情 報 化 推進 セ ンター)

今 般 、 これ まで よ り合 理 的 な規 格 と して、rCIIシ ンタ ックスル ー ル バ ー ジ ョン3.00』

を公 開 す る。 バ ー ジ ョン3.00は 、2.10の 改良 版 で 、不 要 な 仕様 を取 り除 いた上 で、 セキ ュ リ

テ ィ機 能 な どの2.10で は不 完全 で あ った機 能 の改 善 、及 び、 新機 能 の 追加 を、 実施 した もの で

あ る。

現 在 、一 般 的 に使 用 され て い るバ ー ジ ョンは、rCIIシ ンタ ックスル ー ル1.11及 び1.51

』 で あ り、一 部 で 『CIIシ ン タ ッ クスル ール2.10』 が 使 用 されて い るが 、バ ー ジ ョン3.00

は、 標 準 メ ッセー ジの構 造 によ って は、 それ らと、 シ ンタ ック ス レベ ル で の互 換 性 が得 られ な い

場 合 が あ る。 そ こで 、バ ー ジ ョン3.00対 応 トラ ンス レー タ ー は、2.10以 前 の バ ー ジ ョン との

互 換 性 が とれ るよ うな特 別 な 工夫 が 必 要 で あ る。 これ にっ いて は、 附属 資料 に詳 細 を示 す。 互 換

性 を 配 慮 した トラ ンス レー ター を用 い る こ とで、EDIユ ーザ ー は、バ ー ジ ョンの 違 い を意 識 す

る こ とな く、CIIシ ンタ ックス ル ール を使 用で き る。

バ ー ジ ョン3.00は 、1998年 度 中 に、JIS化 が予 定 され て い る。 本規 格 が 従 来使 用 して

きた用 語(CII用 語 と称 す)とJIS用 語 に は差 異 が あ るた め、 その 対 象表 を、 同 じ く附属 資

料 に示 す。

『CIIシ ンタ ッ クスル ー ル バ ー ジ ョン3.00』 は平 成10年4月 に リ リー ス し、 同年3月

付 けの 速報 版 を発 行 したが 、 今 回完 全 な 規格 書 を平 成10年11月 付 けで 、発 行 す る こ とに な っ

た。

今 後 の規 格 の管 理 方 法 及 び 著作 権 を含 む工 業所 有 権 等 にっ いて は、JIS化 に伴 って 、変 更 さ

れ る予 定 で あ り、現 在 検 討 中 で あ る。JIS化 され る まで は、 従 来 と同 様 に、 す べ て の権 利 は働

日本 情 報処 理 開発 協 会 産 業情 報化 推 進 セ ンタ ー に帰 属す るが 、 我が 国 のEDIの 普及 と標 準 化

推 進 の た め、 本規 格 を 無 償 公 開す る。

壷105東 京都港区芝公園3-5-8機 械 振興会館内

㈱ 日本情報処理開発協会 産 業情報化 推進セ ンター

TELO3-3432-9386FAXO3-3432-9389





目

は じめ に

『CIIシ ンタ ック スル ール

規格 本 文rCIIシ ンタ ックスル ール3.00』

第1章 キ ャラ ク ター セ ッ トと文 字 コー ド

バ ー ジ ョ ン3 .00』 前 文

次

-
⊥

り
古

り
0

4

i
⊥

-
⊥

1

1

章

1

2

3

4

.
9
臼

2

9
白

9
匂

9
白

第

章

1

2

3

3

nδ

第

章

1

2

3

4

4

4

膚4

λ4

五4

第

章5第

キ ャラ クター セ ッ ト

文 字 コー ド

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの キ ャラ クターセ ッ トと文 字 コー ド

文 字 コー ドの オ プ シ ョン

構成要素の定義

交換構造

論 理 レコー ド

論理 レコー ドの構造

使用文字及び文字符合化規則

データエ レメ ン トの種類 と属性 ・長 さの表記方法

固定 長 デ ー タエ レメ ン トの種 類 と表記

可 変 長 デ ー タ エ レメ ン トの 種類 と表記

TFD(TransferFormData)の 詳 細

TFDの 基本構造

TFD形 式データの構造

TFDエ リア

CIIシ ンタ ックスル ール2.10以 前 の 縮小 モ ー ド

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー の構造

1

1

1

1

2

2

3

3

6

7

8

0

0

0

3

3

3

5

6

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1



第6章

6.1

6.2

6.3

6.4

6.5

6.6

6.7

6.8

6.g

メ ッセー ジの構 造

メ ッセー ジの基本構造

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの構 造

TFDエ リ ア(TransferFormDataArea)の 詳 細

TFDの 省略

[型TFD(TFD制 御子)の 機能

データの繰 り返 し(繰 り返 しルール:表 形式データ)

TFDエ リア内のデータタグ番号 に関す るルーール

メ ッセ ー ジ ・ ト レ・一 ラ

CIIシ ンタ ックスル ール2.10以 前 の縮 小 モ ー ド

4

4

4

6

7

7

8

0

1

1

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

第7章

7.1

7.2

7.3

7.4

7.5

7.6

バ イナ リーデータの構造

バ イナ リーデ ー タの 基本 構 造

バ イナ リーデ ー タ ・ヘ ッダー

バ イ ナ リーユニ ッ ト

バ イ ナ リーデ 一 夕 ・ トレー ラ

バ イ ナ リーデ ー タの格 納 構造

設計 画像EDI専 用データタグ番号

戻
U

只
∪

に
∪

7
-

7
-

0
立

0

3

り
0

0
0

0
U

Q
O

3

4

第8章

&1

8.2

8.3

特殊 データの構造

受信確認メ ッセー ジ

エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジ

同報 ヘ ッダ ー

9
ム

リ
ム

4

C
)

4

4

4

4

第9章 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの構 造 48

第10章

10.1

10.2

10.3

10.3

メ ッセ ー ジグル ー プの構 造

メ ッセ ー ジグル ー プの構 造

業務処理電文の構造

運用電文の構造

同報電文の構造

O
O

O
σ

1

1
⊥

り
0

4

4

⊂
」

5

⊂
U



第11章

11.1

11.2

11.3

11.4

第12章

12.1

12.2

12.3

第13章

13.1

13.2

13.3

13.4

13.5

附 属 資 料

附.1

附.2

附.3

附.4

附.5

附.6

附.7

附.8

附.9

短縮形 メッセー ジグループの構造

基本規則

短縮形業務処理電文の構造

短縮形運用電文の構造

同報電文の構造

格納構造

基本規則

分割可変長モ ー ド

分割固定長モー ド

安全保護機能(セ キ ュ リテ ィ機能)

用語の定義

処理階層及びセキュ リテ ィ機能

セ キ ュ リテ ィ ・コ ン トロ ー ル ・デ ー タ

暗号化規則

セキュ リテ ィ処理手順

CIIシ ンタ ック スル ール3.00の ポイ ン ト

互換性につ いて

マルチ明細に関する補足

外 字 とJIS補 助漢 字(JIS-XO212)に つ いて

ユ ニ コ ー ド(JIS-XO221)に つ い て

非 透 過 モ ー ド ・オ プ シ ョンにつ いて

CIIシ ンタ ック スル ー ル のバ ー ジ ョ ン番号 に つ いて

Y属 性 について

トラ ンス レーターにおける設計画像データ指示子の位 置づ け

CII用 語 ・JIS用 語 対 象 表

附.10セ キ ュ リテ ィ ・コ ン トロー ル ・メ ッセ ー ジ基 本 構成(暫 定)

参 考 資料

参.1

参.2

CIIシ ンタ ッ クスル ー ル3.00で 廃 止 され た仕 様

トー タル チ ェ ッ ク

非 透 過 モ ー ド ・オ プ シ ョン

4

4

4

只
U

7

5

に
∪

5

5

ζ
U

8

8

8

0

に
∪

に
∪

5

C
U

り
ム

ウ
ム

リ
ム

4

4

R
u

C
U

(
O

R
U

ρ
O

C
U

ρ
0

9

9

3

5

5

5

5

6

9

0

2

6

6

7

7

7

7

7

7

7

8

8

7

7

8

8

8

8





規 格 本 文

rCllシ ンタ ック ス ル ー ル3.00』





第1章 キ ャ ラ ク タ ー セ ッ ト と 文 字 コ ー ド

1.1キ ャラ クタ ーセ ッ ト

CIIシ ンタ ッ クスル ー ルで は、8bit文 字 と16bit文 字(漢 字)が 使用 で き る。 表1-1

は 、CIIシ ンタ ックス ル ー ルで使 用 可 能 な8bit文 字 の一 覧表 で あ る。 これ以 外 の文 字 は原 則

と して 使用 で きな いが 、 ロー カル 協 定 に よ る ロー カル文 字 の使 用 も不 可 能 で は な い。

1.2文 字 コー ド

(1)8bit文 字 及 びJIS第1,第2水 準 漢 字(JIS-XO208)

文字 コ ー ドは、原 則 と してJIS-XO201(8bit文 字 、表1-1に コー ドを示 す)

及 びJIS-XO208(16bit文 字)を 用 い る。.

② 補助 漢 字

JIS-XO212(16bit文 字:補 助 漢 字)は 、第1byteのMSBbitを1に して 使用

す る こ とが で きる(第1byteにX'80'をORす る(図1-1))。

尚 、 この規 定 は、 対応JIS規 格 に はな い。

表1-18bit文 字 コ ー ド 表
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(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 は、 下位4bitで あ る。

網 掛 けの部 分 は使 用禁 止 で あ る。

オリジナルJIS-XO212コ ードMSBを1に したJIS-XO212コ ード

CIIシ ンタヲクスルールで

0× × × × × × ×0× × × × × × × 一一ー一→1× × × × × × ×0× × × × × × ×

MSBを1に す る 。

図1-1JlS-XO212の 処 置

一1一



1.3メ ッセ ー ジグ ル ープ ・ヘ ッダ ーの キ ャラ クタ ー セ ッ トと文 字 コー ド

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーで は 、 表1-2に 示 す8bit文 字 の み使 用 可 能 で あ る。 また 、

文字 コー ドはJIS-XO201を 用 い な けれ ば な らな い。 ロー カ ル協 定 によ る ロー カル コー

ドの使 用 は許 され な い。

この 処 置 は、 オ ー プ ンなEDIネ ッ トワー ク にお いて 、確 実 な デ ー タ交 換(行 き先 の コ ン ト

ロール)を 行 うた め に必要 で あ る。

表1-2メ ッセ ー ジグ ル ープ ・ヘ ッダー の文 字 コー ド表(8bit文 字 コ ー ド)

101112131415161718191AIBICIDIEIF一
〇
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1

0 1 2 3 4 5 6 7 98
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`
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l
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(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 はk下 位4bitで あ る。

網 掛 け の部 分 は使用 禁 止 で あ る。

1.4文 字 コー ドの オ プ シ ョン

同一 の メ ッセ ー ジ グル ー プ内 で は、8bit文 字 、16bit文 字 と もに、 そ れ ぞれ 一種 類の 文 字

コ ー ドしか 、使 用 で きな い。

(1)ユ ニ コー ド(JIS-XO221)の 使用

ユ ニ コー ド(JIs-xo221)は 、 オ プ シ ョ ンで16bit文 字(K属 性)と して 、使 用

可 能 で あ る。 この 時 、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーの16bit文 字 モ ー ドをrX'55'』 とす

る(第5章 を参 照)。

(2)シ フ トJISコ ー ドの使 用

シフ トJISコ ー ドは 、オ プ シ ョンで16bit文 字(K属 性)と して 、使 用 可能 で あ る。 こ

の 時 、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダー の16bit文 字 モ ー ドを 『X'4D'』 とす る(第5章 を参

照)。 ただ し、 シフ トJISの 半 角文 字 は使用 で きな い。

(3)8bit文 字 と16bit文 字 の 混 合 使 用

8bit文 字 と16bit文 字 の 混 合 使 用 は、8bit文 字(X属 性)の デ ー タエ レメ ン トにつ い ての

み、 オ プ シ ョ ンで 許 され る。 この時 、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーの8bit文 字 モ ー ドをr

X'4D'』 とす る(第5章 を 参 照)。 文 字 コー ドは シ フ トJISを 使用 す る。 コー ドエ クステ

ンシ ョン ・テ クニ ッ クは使 用 で きな い。

(4)ロ ーカ ル文 字 コー ド

ローカ ル協 定 に よ り、 ロー カル な文 字 コー ドを 用 い る こ と も不 可 能で はな い。
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第2章 構 成 要 素 の 定 義

以 下 の 記述 で は、8bitを1byteと 記述 し、X`1A'は 、HEX表 示 を 表す もの とす る。 又 、誤

解 を避 け るため に、例 え ば 、 キ ャラ クタ ーCはC(X`43')の よ うにHEX表 示 を併 用 す る。

又 、 図 示 され た フ ォー マ ッ ト中 の値 は 、す べてHEX表 示 とす る。 さ らに、 特 に断 らない か ぎ

り、 バ イ ナ リー と は、符 号 無2進 数 とす る。

本 章 で は、 構 成要 素 名 はJIS用 語 を用 いて い る。 〔〕 内 は、C・IIオ リジナル の用 語 で あ

る。

2.1交 換 構造

2.1.1運 用電 文

特 殊 メ ッセ ー ジで構 成 され る一 つ 以上 の メ ッセ ー ジグル ー プ。

2.1.2格 納 構 造

メ ッセ ー ジグル ー プ の フ ァイ ルへ の格 納 方法 。 構造 化 フ ァイ ルへ 格 納 す る ときに,論 理 レ コ

ー ドは物 理 レコ ー ドヘ マ ッ ピ ング され る
。 非構 造 化 フ ァイ ルへ 格 納 す る と きは,非 構造 化 フ ァ

イル を251バ イ トの長 さの 固定 長 レコー ドで 構 成 され る構 造 化 レコー ドと見 な して,論 理 レ

コ ー ドは物 理 レコー ドヘ マ ッ ピング され る。

2.1.3格 納 モ ー ド

メ ッセ ー ジ グル ー プの フ ァイ ルへ の格 納方 法 を 示す識 別 子 。

2.1.4可 変 長 物理 レコ ー ド

長 さが 可 変 の物 理 レコー ド。

2.1.5可 変 長 分割 モ ー ド

可変 長 レコー ドフ ァイ ル ヘ メ ッセ ー ジグル ー プを格納 す るモ ー ド。

2.1.6可 変 長 レ コー ドフ ァイ ル

複 数 の 可変 長 物 理 レコー ドで構 成 され る フ ァイ ル。

2.1.7構 造化 フ ァイル

複 数 の物 理 レコ ー ドで 構成 され る フ ァイル。 可変 長 レコー ドフ ァイ ル と固 定 長 レコー ドフ ァ

イ ル とが あ る。

2.1.8固 定 長 物 理 レコー ド

長 さが固 定 の 物理 レコー ド。

2.1.9固 定 長 分 割 モ ー ド

固定 長 レコ ー ドフ ァイ ル又 は非構 造 化 フ ァイ ルヘ メ ッセ ー ジ グル ー プを 格納 す るモ ー ド。

2.1.10固 定 長 レ コー ドフ ァイ ル

複 数 の 固 定 長物 理 レコ ー ドで構 成 され るフ ァイル。
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2.1.11業 務処 理 電文

(一 つ以 上の メ ッセ ー ジ種 別 か らな る)メ ッセ ー ジ又 はバ イナ リデ ータ の いず れか 一方 又 は

両 方 か らな る一 つ以 上 の メ ッセ ー ジ グル ー プ。

2.1.12交 換 単位

一 つ 又 は複数 の メ ッセ ー ジグル ープ で構 成 す る通 信 シ ステ ム上 の伝 送単 位。 一 つ の交 換単 位

に含 まれ るすべ て の メ ッセ ー ジ グル ー プ は,通 信 シス テ ム上 の 同 一 の発 信 地か ら別 の 同一 の着

信 地 に伝送 され る。

2.1.13短 縮 型 メ ッセ ー ジグ ル ー プ

特 別 な条 件 の もとに,メ ッセ ー ジグル ー プ後 書 きを省 略 した メ ッセ ー ジグル ー プ。

2.1.14同 報 電文

メ ッセ ー ジ グル ー プ見 出 しの 前 に,同 報 見 出 しを追 加 した一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プ。 同 報

見 出 しに連 続 す る一 つの メ ッセ ー ジグル ープ を,同 報 見 出 し内 で指 定 され た 複数 の場 所 へ,伝

送 す る ことを 意味 す る。

2.1.15ト ラ ン ス レー タ

EDIユ ーザ の シス テ ム内 に あ るデ ー タ群 が ら、 この規 格 に基 づ くメ ッセ ー ジ グル ー プの生

成及 び その逆 の処 理 を行 うEDI専 用 ツ ール 。

2.1.16非 構造 化 フ ァイ ル

長 さが 不定 の一 つ の レコ ー ドで構 成 され る フ ァイル 。

2.1.17フ ァイ ル

コ ンピュー タ ・システ ム にお け る補 助 記 憶 装 置 な どの 論理 的 管 理単 位 。 フ ァイル には 、構 造

化 フ ァイル と非 構造 化 フ ァイル とが あ る。

2.1.18物 理 レコー ド

構 造 化 フ ァイル に お いて任 意 に分 割 され た ア クセ ス単 位 。長 さが 一 定 の固 定 長 レコー ドと長

さが 可 変 の可 変長 レコー ドとが あ る。

2.1.19メ ッセ ー ジグル ープ

(一 つ以 上 の メ ッセ ー ジ種 別 か らな る)メ ッセ ー ジ又 はバ イナ リデ ー タの いず れ か一 方 又 は

両 方 か らな る グル ー プ。 メ ッセ ー ジグ ル ー プ見 出 しで 始 ま り,メ ッセ ー ジグル ー プ後書 きで 終

了 す る。 メ ッセ ー ジ及 びバ イ ナ リデ ー タ を一 つ も含 ま ない,メ ッセ ー ジ グル ー プ 見 出 しとメ ッ

セ ー ジ グル ー プ後 書 きだ けで構 成 され るメ ッセ ー ジ グル ー プ もあ る。

2.1.20論 理 レコー ド

メ ッセ ー ジ グル ー プを構 成 す る基 本 構 成 要素 。 論 理 レコー ドは デ ー タ要 素 の集 合 で,251

バ イ ト固定 長 又 は可変 長 の デ ー タ列 で あ り,12種 類 あ る。 表2-1に,論 理 レコ ー ドの 種 類

及 び分 割 区分 並 び に レコー ド区分 の 値 を 示 す 。
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表2-1論 理 レコー ドの種類及び分割区分並びに レコー ド区分の値

論理 レコー ドの種類 略記号 分割区分の値 レコード区分 の値 論 理 レコード長 備 考

同 報 ヘ ッダー BCH X'30' X'42'

251バ イ ト

固 定長

メ ッセ ー ジ グ ル ー プ
・ヘ ッダ ー MGH X'30' X'43'

251バ イ ト

固 定長

業 務 メ ッセ ー ジ TRM X'39'(注1) X'44' 可変長

受信確認 メ ッセージ AKM X'39' X'44'
251バ イ ト

固定 長

業 務 メッセージ
の一 種(注2)

エ ラー情 報 メ ッセ ー

ジ ERM X'39'一 X'44'
251バ イ ト
固定長 同 上

セ キ ュ リテ ィ ・ヘ ッ

ダ ー ・メ ッセ ー ジ SHM X'39'(注1) X'53' 可変長

サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ
・メ ッセ ー ジ SSH X'39'(注1) X'47' 可変長

セ キ ュ リテ ィ ・ ト レ
ー ラ ・メ ッセ ー ジ STM X'39'(注1) X'56' 可変長

バ イ ナ リー デ ー タ ・

ヘ ッ ダ ー BDH X'40' X'48' 可変長

バ イ ナ リー ・ユ ニ ッ

ト BU X'41～X'49'
一

251バ イ1又 は

32001バ イト 注3参 照

バ イ ナ リー デ ー タ ・

トレー ラ BDT X'40' X'54'
251バ イ ト

固定 長 固 定 長 フ ォー マ ッ ト

メ ッセ ー ジ グ ル ー プ
・ ト レー ラ MGT X'30' X'45'

251バ イ ト

固定 長 〃

注1)分 割 固定 長 モ ー ドの フ ァイル格 納状 態 で は,X'31～X'39'の 値 を とる。

注2)業 務 メ ッセ ー ジの 種 類 は,そ れ を含む メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーの情 報 区分 か 又

は業務 メ ッセ ー ジ内 の情 報 区分 で 決 ま る。 両方 で 指定 され た場 合,メ ッセ ー ジグル ー

プ ・ヘ ッダ ーの 情 報 区分 が優 先 す る。

注3)バ イ ナ リー ・ユ ニ ッ トに は レコー ド区分 はな い。 ま た,バ イナ リー ・ユ ニ ッ トは固 定

長 論理 レ コー ドで あ るが 、分 割 可変 長 モ ー ドの場 合 に 限 り、 最終 バ イナ リー ・ユ ニ ッ
トは、最 大32001バ イ トの可 変 長論 理 レコー ドとす る こ とが で き る。
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2.2論 理 レコ ー ド

2.2.1安 全 保 護 後書 きメ ッセ ー ジ 〔セ キ ュ リテ ィ ・ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ〕

メ ッセ ー ジ グル ー プ全体 の安 全 保 護 機 能 を用 い るため に,安 全 保護 見 出 しメ ッセ ー ジと対 で

使 用 す る特 殊 な 論理 レコー ド。

2.2.2安 全 保 護見 出 しメ ッセ ー ジ 〔セ キ ュ リテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ〕

メ ッセ ー ジグル ー プ全体 の安 全 保 護 機 能 を用 い るた め に使 用 す る特 殊 な論 理 レコー ド。 安 全

保 護 見 出 しメ ッセ ー ジは,短 縮 形 メ ッセ ー ジ グル ー プ に用 い る こ と はで きな い。

2.2.3エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジ

エ ラ ー情 報 電 文 に用 い る特殊 な論 理 レコー ド。 エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジは,固 定 長 デー タ要 素

で 構 成 され る251バ イ ト固定 長 の 論 理 レコー ドで あ る。

2.2.4業 務 メ ッセ ー ジ

EDIで 伝 達 す る業 務処 理 内容 を格 納 した論 理 レコー ド。 可 変 長 デ ー タ要 素 で構 成 され る可

変 長 の 論理 レコー ドで 、業 務処 理 電 文 の 構 成要 素 で あ る。

2.2.4受 信 確 認 メ ッセ ー ジ

受 信 確認 電 文 に用 い る特 殊 な 論理 レコ ー ド。 受 信確 認 メ ッセ ー ジは,固 定 長 デ ー タ要 素 で構

成 され る251バ イ ト固定 長 の 論理 レコ ー ドで あ る。

2.2.5同 報 見 出 し 〔同報 ヘ ッダー〕

メ ッセ ー ジグル ー プ又 は短 縮 形 メ ッセ ー ジ グル ープが,同 報 電 文 で あ る こ とを 表 す ため に,

メ ッセ ー ジグル ー プ見 出 しの 前 に付 加 す る特別 な論 理 レコー ド。 同報 見 出 しは,固 定長 デー タ

要 素 で 構成 され る251バ イ ト固定 長 の 論 理 レコー ドで あ る。

2.2.6特 殊 メ ッセー ジ

EDIシ ス テ ムの運 用上 必 要 な情 報 を 格 納 した論 理 レコー ド。251バ イ ト固 定 長 の デ ー タ

列 で あ るが,メ ッセ ー ジの一 種 で あ り、 エ ラー情 報 メ ッセ ー ジ と受 信 確 認 メ ッセ ー ジとが あ る。

2.2.7バ イ ナ リ単 位

EDIユ ーザ の ビッ ト列 デ ー タをバ イ ト単 位 に格 納 した論 理 レコー ド。

2.2.8バ イ ナ リデ ータ

EDIユ ー ザの 長大 ビ ッ ト列 デ ー タ を格 納 した論 理 レコー ド群 。バ イ ナ リデ ー タ見 出 し,バ

イ ナ リ単 位及 びバ イナ リデ ー タ後 書 きの3種 の 論理 レコー ドで 構 成 され る。

2.2.9バ イ ナ リデ ータ後 書 き 〔バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダー〕

一 つ の バ イ ナ リデー タを 終 了 させ る論 理 レコ ー ド。 バ イ ナ リデ ー タ後 書 き は,固 定 長 デ ー タ

要 素 で構 成 され る251バ イ ト固 定 長 の 論理 レ コー ドで あ る。

2.2.10バ イ ナ リデ ー タ見 出 し 〔バ イナ リー デ ー タ ・ トレーラ〕

一 つ のバ イ ナ リデ ータ の先頭 に あ って ,そ れ を識別 す るた めの 論 理 レコー ド。 バ イ ナ リデ ー
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夕見 出 しは,固 定 長 デ ー タ要 素で 構 成 され る251バ イ ト固 定 長 の 論理 レコ ー ドで あ る。

2.2.11副 安全 保護 見 出 しメ ッセ ー ジ 〔サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ〕

メ ッセ ー ジグル ー プ の一 部 分又 は短縮 形 メ ッセ ー ジグル ー プの 安 全保 護 機 能 を用 い るため に

使 用す る特 殊 な論理 レコー ド。

2.2.12メ ッセ ー ジ

メ ッセ ー ジ仕 様 に記 述 され て い る とお りに,機 能 的 に関連 す る デ ー タ要素 を,識 別 可 能 な よ

うに名 前 を付 け,構 造 化 した集 合 を収 容 した論 理 レコー ド。

2.2.13メ ッセ ー ジグ ル ー プ後 書 き 〔メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ〕

一つ の メ ッセ ー ジ グル ー プを終 了 させ る論 理 レコー ド。 メ ッセ ー ジグル ー プ後 書 き は,固 定

長 デ ー タ要 素 で構 成 され る251バ イ ト固 定 長 の論理 レコ ー ドで あ る。

2.2.14メ ッセ ー ジ グル ー プ見 出 し 〔メ ッセ ー ジグ ルー プ ・ヘ ッダ ー〕

一つ の メ ッセ ー ジ グル ー プの 先 頭 に あ って ,そ れ を識 別 す るた め の論 理 レコー ド。 メ ッセ ー

ジ グル ー プ見 出 しは,固 定長 デー タ要 素 で構 成 され る251バ イ ト固定 長 の 論 理 レコ ー ドで あ

る。

2.3論 理 レコー ドの構造

2.3.1暗 示的繰返 し利用者TFD集 合 〔暗示的繰返 しユーザ ーTFD集 合〕

二つ以上の、同一デー タタグ番号を持つ利用者TFDの 集合。

2.3.2可 変長データ要素 〔可変長データエ レメ ン ト〕

データ長の最大値が決め られてい るデータ要素。可変長データ要素 を識別す る.ために、デー

タ要素名及び又 は記号名を用 いる。記号名 には、データタグ番号 を用 い る。データタグ番号 は、

通常、5桁 の十進数値及 び又 は4桁 の16進 数値で表す。

2.3.3繰 返 し要素 〔セグメ ン ト〕

マルチ明細の繰返 しの単位で、単純 明細及 び/又 はマルチ明細 で構成 され る集合。

2.3.4固 定長データ要 素 〔固定長データエ レメ ン ト〕

データ長が一義 に決め られてい るデータ要素。固定長デ ータ要 素を識別す るために、デー タ

要 素名及び又 は記号 名を用 いる。記号名には、1文 字のA～Zの 英字 と2文 字の数字を組合 わ

せた3文 字 の文字列を用い る。

2.3.5制 御TFD

TFD領 域 に置かれ、TFD領 域 を制御す るTFD。

2.3.6伝 送形式データ要 素(TFD)〔 伝送形式データ〕

可変長 データ要素 を扱 う形式。 データタグ、長 さタグ及 び可変長 データ要 素でTFDを 構成

す る。TFDに は、制御TFDと 利用者TFDと の2種 類が ある。
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2.3.7伝 送形式データ要素領域(TFD領 域)〔TFDエ リア〕

TFDが 置かれ るメ ッセ ー ジ内の特定 の領域。メ ッセー ジは、メ ッセージ見出 しとTFD領

域 で構成され る。

2.3.8デ ータタグ

TFDを 構成す る可変長 データ要 素の種類及び意味を識別す るバ イナ リ数値。1～3byteの

ビッ ト列であ る。

2.3.9長 さタグ

TFDを 構成す る可変長 データ要 素の長 さを表すバイナ リ数値。1バ イ ト又 は3バ イ トの ビ

ッ ト列である。

2.3.10分 割区分

すべての論理 レコー ドの左端にあ って,論 理 レコー ドの種類の識別 に用 いる長 さ1バ イ トの

固定長データ要素。論理 レコー ドの種類の識別 は,こ の分割区分 と レコー ド区分を組合わせて

行 う。附属書1に 論理 レコー ドの種類及 び分割区分並びに レコー ド区分の値の関係を示す。

2.3.11マ ルチ明細

繰返 し要素を繰返 しの単位 と し、値が異 なる一つ以上の繰返 し要 素か らなる集合。繰返 し要

素が一つ も無い空のマルチ明細 もあ る。 マルチ明細 はマルチ明細見出 し、一つ以上の繰返 し要

素(繰 返 し要素が無い場合 は空のマルチ明細)、 改行指示子及 びマルチ明細終 端子で構成 され

る。

2.3.12メ ッセー ジ見出 し 〔メ ッセー ジヘ ッダー〕

メ ッセージを開始 し、 メ ッセー ジを一意 に識別 する複数の固定長データ要素か らな るメ ッセ

ー ジ内の特定の領域。 メ ッセージは、メ ッセ ージ見出 しとTFD領 域で構成 される。

2.3.13利 用者TFD〔 ユーザ ーTFD〕

TFD領 域 に置かれ、EDI利 用者のデータを格納す るTFD。

2.3.14レ コー ド区分

バ イナ リ単位を除 く論理 レコー ドの分割 区分の右隣にあ って,論 理 レコー ドの種類の識別 に

用 い る長さ1バ イ トの固定長 デー タ要素。論理 レコー ドの種類の識別 は,分 割区分 とこの レコ

ー ド区分を組合わせて行 う。表2-1に 論理 レコー ドの種類及び分割区分並 びに レコー ド区分

の値 の関係を示す。

2.4使 用文字及び文字符号化規則

2.4.11バ イ ト標準文字集合

JIS-XO201で 集合 と符号化が規定 されて いる1バ イ ト文字集合。
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2.4.21バ イ ト標準文字

1バ イ ト標準文字集合 に含まれ る1バ イ ト文字。

2.4.32バ イ ト標準文字集合

JIS-XO208か 又 はJIS-XO221で 集合 と符号化が規定 されている2バ イ ト文

字集合。JIS-XO208及 びJIS-XO221を 同一のメ ッセ ージグループ内で、同時

に使用す ることはで きない。

2.4.42バ イ ト標準文字

2バ イ ト標準文字集合 に含 まれる2バ イ ト文字。

2.4.5縮 小標準文字

縮小標準文字集合に含まれ る文字。 メ ッセージグループ見 出 し,メ ッセー ジグループ後書 き

及 び同報見 出七 は,縮 小標準文字で構成 され る。

2.4.6縮 小標準文字集合 〔メ ッセー ジグループ ・ヘ ッダーで使用可能 な文字〕

1バ イ ト標準文字集合に含 まれ る数字文字の0～9,英 文字の@,英 文字のA～Z及 び間隔

文字 の38種 類 の文字か ら成 る集合。

2.4.了 標準数字文字

標準数字文字集合 に含まれる文字。

2.4.8標 準数字文字集合

1バ イ ト数字文字の0～9の10種 類の文字か らなる集合。符号化 はJIS-XO201に

従 わなければな らない。

2.4.9文 字集合

EDIユ ーザが使用可能 な文字の集合。1バ イ ト文字集 合 と2バ イ ト文字集合があ る。
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第3章 デ ー タ エ レ メ ン トの 種 類 と 属 性 ・長 さ の 表 記 方 法

データエ レメ ン トには、固定長データエ レメ ン トと可変長データエ レメ ン トが ある。可変長

データエ レメン トは、1型TFDの 構成要素 として使われ る。

3.1固 定長 デ ー タエ レメ ン トの種 類 と表記

(1)文 字列

8bit文 字 で構 成 され るデ ー タ列 で あ る。rX(n)』(nは 長 さでbyte数)で 表 す 。

(2)数 字 列

8bit文 字 の 「0～9」 で 構 成 され るデ ー タ列 で あ る。r9(n)』(nは 長 さでbyte数

)で 表す 。

(3)2進 数

長 さが1～4byteの 符 号 無2進 数 で あ る。rBin8』 は1byte、 『Bin16』 は2byte、

『Bin24』 は3byteそ してrBin32』 は4byteの 符 号 無2を 進数 表 す 。

3.2可 変長 デ ー タエ レメ ン トの種 類 と表 記

(1)8bit文 字 列(X属 性)

最大 長32767文 字 の8bit文 字 で構 成 され る文 字列 デ ータ エ レメ ン トで あ る。 後 述 す

るTFD形 式 で は、 最 も右 側 にあ るブ ラ ンク以 外 の 文 字 よ り もさ らに右側 に あ るプ ラ ン クを

省 略す る ことがで き る。 例 え ば 、r△ △ABC△ △ △ △』 とr△ △ABC』 は同一 の意 味 で

あ る。

オ プ シ ョ ンで8bit文 字 と16bit文 字 の 混合 が許 さ れ る。16bit文 字 は1文 字 で2文 字 と

して 桁数 を 決 め る。文 字 コー ドと して シフ トJISを 用 い る。 コー ドエ クステ ン シ ョ ン ・テ

クニ ック は使 用 で きな い。

(2)8bit単 位 ビ ッ ト列(B属 性)

最大 長32767byteの8bit単 位 の ビ ッ ト列 で構 成 され る デ ー タエ レメ ン トで あ る。T

FD形 式 で は、 最 も右側 に あ るX'OO'以 外 の ビ ッ ト列 よ りもさ らに右側 にあ るX'00'を 省 略

す る ことが で き る。

(3)16bit文 字 列(K属 性)

最 大16383文 字(32766byte)の16bit文 字 で構 成 され る文 字列 デ ー タエ レメ ン

トで あ る。 本 文字 列 内 に、8bit文 字 を含 め る こと はで きな い。 本文 字 列 で は、 最 も右側 に

あ る ブラ ンク(16bit文 字 の ブ ラ ン ク、以 下 同 じ)以 外 の文 字 よ りもさ らに右 側 に あ る ブ ラ

ン クを 省略 す る ことがで き る。

例 え ば、 『△△ 構文 規 則 △ △ △』 とr△ △構 文 規 則 』 は 同一 の 意 味で あ る。
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(4)数 値データエ レメ ン ト(9属 性)

最大30桁 以下 の数字列 で、rO』 ～rg』 までの数字 だけで構成 され る数値データエ レ

メ ン トである。後述す るTFD形 式では、有効桁よ り左側 にあるrO』 を省略す ることがで

きる。すなわちrOO123』 とr123』 は同一の意味 とす る。小数点 は暗示的に示 され、

小数点以下の桁 は、整数部 に有効桁がある時は省略で きない。

例えば、小数点以下が4桁 である場合、rOO123(=O.0123)』 はr123』 と

同一の意味にな るが 、r10000』 はr1』 と同一の意 味にはな らない。本デ ータエ レメ

ン トで は8bit文 字 を用 いる。

(5)数 値データエ レメ ン ト(N属 性)

最大30桁 以下の数字列 で、rO』 ～r9』 までの数字、正負符号(r+』 及びr-』)

及 び小数点(r.』)で 構成 され る数値データエ レメン トで ある。正負符号及 び小数点 は桁

数 に含めない。

正負符号 は、常 に数字列 の先頭(左 側)に なければな らない。r+』 符号は省略す ること

がで きる。正負符号 と最 も左側 にあ る有効桁 との間にあるrO』 を省略す ることがで きる。

すなわち、r-00123』 とr-123』 は同一の意味 とす る。小数点 は、r.』 で明示

され る。小数点以下 の桁 にっ いて は、最 も右側にある有効桁 よ りもさ らに右側にある 『0』

を省略す ることがで きる。従 って、r12.2100』 とr12.21』 は同一の意味とす る。

小数点が省略され た時 は、整数 となる。r.123』 やr-.012』 等の表現 も許 され る。

本データエ レメ ン トで は8bit文 字を用いる。

尚、受信用 トラ ンス レーターでは、 ブラ ンクとゼ ロを同等に扱 うケ ースがあ るが、 これは、

ローカルな拡張オ プ ションであ る。

(6)年 月 日(6桁 また は8桁 の数字列:Y属 性)

西暦年月 日を表す数値であ る。本規格は、CIIシ ンタ ックスルール1.11以 上をサポー

トしてい る トラ ンス レーターで用 いることが可能である。

CIIシ ンタ ックスルール1.10を サポー トす る トランス レーターで も、Y属 性のかわ り

に9属 性(変 換テー ブル上 での定義)を 用いることで、西暦1951～1999年 まで は、

正常に動作す る。但 し、西暦2000年 以後の動作 は保証 されない。

①6桁 表現 と8桁 表現が ある。

②6桁 表現はY(6)と 表記 し、1951年 ～2050年 までの年 月 日を表す最大長6桁 の

YYMWDD形 式8bit数 字列であ る(小 数点記号や正負符号を含 まない)。 伝送時に左側 のゼ

ロを省略す ることがで きる。

③8桁 表現 はY(8)と 表記 し、0100年 ～9999年 までの年月 日を表す最大長8桁 の

YYYYMMDD形 式8bit数 字列で ある(小 数点記号や正負符号を含 まない)。 伝送時に左側 の
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ゼ ロを 省略 す る ことが で き る。

尚 、0000年 ～0050年 まで は2000年 ～2050年 と解 釈 され 、0051年 ～

0099年 まで は1951年 ～1999年 と解 釈 され る。 す な わ ち、0025年=202

5年 と され 、0091年=1991年 と され る。

④ 属 性Y(6)とY(8)は 、 数 字 列 で あ り、 左側 のゼ ロを省 略 す る ことが で き る。 す なわ ち、

TFD形 式 にお いて は、Y(6)属 性 の デ ー タY(8)属 性 の デ ー タ共 に、最 大 長が それ ぞ れ

6byte、8byteの 可 変 長で あ る。

⑤Y(6)とY(8)は 、1951年 ～2050年 まで の 間 を表 現 す る時 は、完 全 に互 換 性 が

あ り、 同一 の 形 式 と して扱 う ことが で きる。

(7)標 準 メ ッセ ー ジ上 での 表記

標 準 メ ッセ ー ジ上 で は、(1)か ら⑥ まで の デ ー タエ レメ ン トの 属 性 と桁 数 の表 示 を 、表3-

1の よ うに行 う。

(8)数 値 デ ータ にお け るブ ラ ンク と 『0』

数 値 デ ー タ内で の ブラ ンクは原 則 と して使 用 禁 止 で あ るが、 受 信 用 トラ ンス レー ター で は、

た とえ数 値 の途 中に存 在 して も、エ ラー 扱 い にせ ずrO』 と見 なす 。

尚 、 この 規定 は、対 応 す るJIS規 格 に は な い。

表3-1デ ータエ レメ ン トの標準メ ッセージ上 での表現方法

標 準 メッセージ,デ一夕エレメ

デ ータ ・タイ プ ント・デル クトリーでの表 現 デ ー タ 例 備 考

X(n) 長 さは、byte数 で 表す 。

文 8bit文 字 列 X属 性 例)X(8)の 時 EIAJシ ン タ ックス

(JIS-XO201) n:最 大byte長 ABCDEFGH ル ー ル と同一 で あ る。

字
長 さは 、byte数 で 表 す。

デ 8bit単 位 B属 性 B(n) 例)B(3)の 時 X属 性 と違 いX'00'が

ビ ッ ト列 n:最 大byte長 X'F256AB' サ プ レス され る。

|

長 さ は、byte数 で 表 す。

タ 16bit文 字 列 K属 性 K(n) 例)K(10)の 時 漢字 文字 数 の2倍になる。

(JIS-XO208) n:最 大byte長 産業と情報

9(n), 例)9(5)の 時 9(5)V(0)と9(5)は 同 一 の

固定小数点 9(n)V(m) 23456 意味である。

数 正 数 9属 性 n:整 数部の桁数 例)9(3)V(2)の 時 EIAJシ ン タ ックス

(JIS-XO201) m:小 数部の桁数 3456(小 数 点 は、4と5の間) ル ー ル と同一 であ る。

値
N(n), 例)N(5)の 時

デ 浮動小数点数 N(n)V(m) 一23456 N(5)V(0)とN(5)は 同 一 の

(JIS-XO201) N属 性 n:整 数部の桁数 例)N(4)V(2)の 時 意味であ る。

| m:小 数部の桁数 一2345
.6

タ 例)Y(6)の 時YYMMDDタ イプ

日 付 Y(n) 930331 西暦 日付である。

(JIS-XO201) Y属 性 nは6又 は8 例)Y(8)の 時YYYYMMDDタ イプ

19930331

(注)デ ー タ タ イ プ 欄 のO内 は 、 標 準 文 字 コ ー ドを 表 す 。
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第4章TFD(TransferFormData)の 詳 細

TFDは 通 信 上 で 可 変 長 デ ータ エ レメ ン トを扱 う形 式 で あ る。CIIシ ンタ ック スルー ル2

.10ま で は、r縮 小 モ ー ド』 とr拡 張 モ ー ド』が あ ったが 、CIIシ ンタ ック スル ール3.

00(本 規 格)で は、 縮 小 モ ー ドが 廃 止 されr拡 張 モ ー ド』 の み に な った。 ま た、r拡 張 モ ー

ド』 とい う名 称 は特 に使 用 しない こ とにな った。

本章 で は、CIIシ ンタ ック スル ー ル3.00(以 前 の拡 張 モ ー ド)に っ い て規 定 し、CI

Iシ ンタ ックス ル ー ル2.10ま で 有効 なr縮 小 モ ー ド』 を補 足 す る。

4.1TFDの 基本 構 造

TFDは 、 常 に デ ー タ タ グで 始 ま る。 デ ー タ タ グは、1byte～3byteの バ イ ナ リー数値 で あ

る。

TFDは 、 そ の 内容(表 す意 味)に よ って、1型TFDとH型TFDが あ り、 そ の区別 も、

デ ー タ タ グの 先 頭 の1byteの 値 で 決 ま る。1型TFDは 、EDIユ ーザ ーの デ ー タ を格納 す る

TFDで あ り、1型TFDはTFDエ リアの モ ー ドや繰 り返 し構 造 の コ ン トロー ル を行 う。ll

型TFDは 、TFD制 御 子 と も呼 ぶ 。

4.2TFD形 式 デ ー タ の構造

4.2.1TFD形 式 デ ー タ

(1)1型TFD

図4-1に 示 す よ うに、2byteか3byteの デ ー タタ グ、1byte又 は3byteの レ ングス タ グ

及 び可 変 長 デ ー タ エ レメ ン ト(EDIユ ーザ ー の デー タを格 納)で 構 成 され る。

データタグ

(2byteか

3byte)
信

一 レングスタグ(1byteか3byte)

ii 可変長データ・吻

さを表す。
〉∈ ク

図4-11型TFD

(2)ll型TFD

lbyte～3byteの デー タタ グだ け で構成 され る。

4.2.2デ ー タ タ グの 種 類

デ ー タタ グ は1byte～3byteの 符 号 無2進 数 で あ る。 その値 と意 味 を 表4-1に 示 す。

(1)デ ー タ タ グの 先 頭1byteが0～239(X'00'～X'EF')の 時(1型TFD)

デ ー タ タ グ は2byteの 符 号 無2進 数 で 、0～61439(X'OOOO'～X'EFFF')の 範 囲 の数 値
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で1型TFDを 構 成す る とと もに、 デ ー タ タ グの数 値 が デ ー タエ レメ ン トの 識別 番 号 とな る。

(2)デ ータ タ グの先頭1byteが240(X'FO')の 時(1型TFD)

デー タタ グ は1byteで 、TFDエ リア の開 始 を表 す 。TFDエ リア 内 にあ る時 は、 ダ ミィ

デ ータ タ グ(何 の作 用 も しな い)と な る。

(3)デ ータ タ グの先 頭1byteが241～247(X'F1'～X'F7')の 時(1型TFD)

デ ータ タ グ は3byteの 符 号 無2進 数 で 、 そ の下 位19bitが65536～524287(X

'010000' ～X'07FFFF')の 数 値 を 表 し、1型TFDを 構 成 す る と と もに、 デ ー タ タ グの数 値 が

デ ー タエ レメ ン トの 識別 番 号 とな る。

(4)デ ータ タ グの先 頭1byteが250(X'FA')の 時(II型TFD)

デ ータ タ グは2byteの 符 号無2進 数 でAタ イ プ ・マル チ 明細 ヘ ッダー を表 し、 その 下 位8

bit(後 半 の1byte)が マル チ 明細 の 明 細 番号(X`31'～X`7E')と な る。

(5)デ ータタ グの 先頭1byteが251(X'FB')の 時(H型TFD)

デ ータタ グは1byteで 、 マル チ明細 の 改行 マ ー クで あ る。

表4-1デ ー タ タ グ の 種 類

データタグ先 頭

1byteの 値

デーク

タグ長

フ ォ ー マ ッ ト

(Hex表 示) タグの名前 意 味

X'00'

～

X'EF'

2byte 2byteデ ータタグ

0～61439(X'0000'～X'EFFF')

の デ ー タ タ グ番 号 を 表 す(XXXXの 部 分)。

(61440～65535は 使 用 禁 止)

1× × × ×1

100～100～l

iE昼Fび

X'FO' 1byte 画 TFD開 始子 TFDエリアの 開始 を 示 す 。

X'F1'

～

X'F7'

3byte
F1× × × ×

F7× × × ×

3byteデ ータタグ 65536～524287(X'F10000'～X'F7FFFF')

の デ ー タ タ グ番 号 を 表 す(下 位19bit)。

*X'F8' 1byte 画 リザ ー ブ 特 注)

この2っのデータタグは、CII2XXシ リーズで廃 止 されリザーブ

されている。*X'F9' 2byte ⑮ リザ ー ブ

X'FA' 2byte 一 マルチ明細 ヘヲダーA

(1byte識 別 子)

XXで1文 字 の 明 細 番 号(X`31'～X`7E')を 表

す 。(文 字 コードはJIS-XO201と する。)

X'FB' 1byte 画 改行マー ク マルチ明細 の区切 りを示 す。

X'FC' 1byte 四 マルチ明 細 トレーラ マルチ明 細 の終 りを示 す。

X'FD'

3byte FD× × × ×

マルチ明 細勺 ダーD

(2byte識 別 子)

XXXXで00000～61439(X'0000'～X'EFFF')

の明 細 番 号(5桁 数 字)を 表 す。

X'FE' 1byte 四 TFD終 端子 TFDエ リアの終 りとメヲセージの終 りを示 す。

X'FF' 一}
将来の拡張のため リザーブ
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(6)デ ー タタ グの先 頭1byteが252(X'FC')の 時(ll型TFD)

デ ー タタ グ は1byteで 、 マル チ 明細 トレー ラであ る。

(7)デ ー タタ グの 先頭1byteが253(X'FD')の 時(II型TFD)

デ ー タタ グ は3byteの 符 号 無2進 数 でDタ イ プ ・マ ル チ 明細 ヘ ッダ ーを表 し、 その下 位16

bit(後 半 の2byte)が マ ル チ明 細 の 明細番 号 とな る。 機 能 的 に は、Aタ イ プマ ル チ明細 ヘ ッ

ダ ー と同 じで あ る。

4.2.3レ ング ス タグ(デ ー タ長)

レ ング スタ グ は、1型TFDの デ ー タ タ グの 直後 に位 置 し、 レング ス タ グの直後 にあ る可 変

長 デ ー タエ レメ ン トの デー タ長 をbyte数 で表 す 。1～239byteま で の 長 さは、1byteの 符 号

無 バ イ ナ リー数 値 で表 し、240～32767byteま で の長 さは、X'F2'と2byteの 符号 無バ

イ ナ リー 数値 を 並 べ た3byteで 表 す(表4-2を 参 照)。

表4-2レ ン グ ス タ グ の 構 造

レングスタグ先 頭

1byteの 値

レングス

タグ長 フ ォ ー マ ッ ト

表す長 さ
(Hex表 示)

表す長 さ
(Dec表 示) 備 考

X'00'

～

X'EF'

1byte 回
X'0000'

～

X'00EF'

00000

～

00239

8bitの2進 数(XXの 部分)

で 表 す。

X'F2' 3byte F2× × × ×

X'00FO'

～

X'7FFF'

00240

～

32767'

16bitの2進 数(XXXXの 部 分)

で 表 す。

4.3TFDエ リア

TFDを 格納 す るエ リア をTFDエ リア と言 い、 メ ッセ ー ジ内 に存 在 す る。 一つ 又 は複 数 の

1型TFD(デ ー タエ レメ ン ト)と 一 つ又 は複 数のll型TFD(TFD制 御 子)で 、TFDエ

リアを 構 成 す る。TFDエ リア は可 変 長 デ ー タエ レメ ン トの 集 合 体 で あ る。TFDエ リア 内 で

は、TFDは 隙間 な く並 べ られ な け れば な らな い。

TFpエ リアの 最 初(TFDエ リアの始 ま り)に 、TFDエ リア の 開始 を示 すTFD開 始 子

『X`FO'』 を 置 き、 最 後 部(TFDエ リア の終 わ り)に は、TFD終 端 子rX`FE'』

を 置 か な けれ ば な らな い。

TFDエ リア内 で は、 任 意 の1型TFDが 省略 可能 で あ る。ll型TFDは 、 条件 によ り省 略

可 能 で あ る。
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4.4Cllシ ンタ ックス ル ール2.10以 前 の縮 小 モ ー ド

CIIシ ンタ ックスル ール3.00のTFDエ リア は、 図4-2に 示す よ うに、TFD開 始子

で 始 ま りTFD終 端 子 で終 わ る可変 長 の エ リア で あ るが 、CIIシ ンタ ックスル ー ル2.10以

前 のTFDエ リア は、 図4-3に 示 す よ うに 、 メ ッセ ー ジヘ ッダ ー とTFD開 始 子 の 間 に縮 小

モ ー ドのTFDエ リア が許 され て い た。 さ らに 、TFDエ リア内 にTFD開 始 子 が な い時 は、

TFDエ リア全 体が 縮小 モ ー ドに な って い た。 縮 小 モ ー ドのTFDエ リアで は、 縮小 モ ー ドの

デ ー タ タグが 使用 され た。

レ ングスタ グ と可 変 長 デ ー タエ レメ ン トは 、縮 小 モ ー ドで も拡 張 モー ドで も同一 で あ る。

/TFD開 始子 ダ ミィデ一 夕 ＼ 虫

ヘ ッダー

ζ
X`FO'

有 効

(拡 張 モ ー ド) X`FO'

ダミィ

(拡 張 モ ー ド)

/

カ

/,くTFDエ リ ア

TFD終 端 子

図4-2Cllシ ンタ ック スル ー ル3.00のTFDエ リア

,/TFD開 始子 、/ダ ミィデ一夕
ヘッダー 縮小 モー ド領域 X`FO'

有 効

拡 張 モ ー ド領 域 X`FO'

ダミィ

拡 張 モ ー ド領域

/
η

TFDエ リ ア /,∈

TFD終 端 子

図4-3Cllシ ンタ ック スル ール2.10以 前 のTFDエ リア

4.4.1縮 小 モ ー ドのTFD形 式 デ ータ

(1)1型TFD

図4-4に 示 す よ うに 、1byteの デ ー タ タ グ、1byte又 は3byteの レ ングス タ グ及 び可 変

長 デ ータエ レメ ン ト(EDIユ ーザ ーの デ ー タを 格納)で 構 成 され る。

(1byte)デ ータタグ

(2)

この長 さを表 す。

図4-4縮 小 モ ー ド の1型TFD

ll型TFD

lbyteの デ ー タ タ グだ けで構 成 され る。

「 レングスタグ(1byteカ 、3byte)

寸
診 可変長データ・吻

表 す。1

〈 ク 〉
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4.4.2縮 小 モ ー ドの デ ー タ タ グの種 類

縮 小 モ ー ドで は、 デ ー タ タ グ は1byteの 符号 無2進 数 で あ る。 その値 と意 味を 表4-3に 示

す 。

0～239(X'OO'～)('EF')の 範 囲 の数 値で1型TFDを 構 成 す ると と もに、 デ ー タタ グの 数

値 が デ ー タエ レメ ン トの識 別 番 号 とな る。240～255(X'FO'～X'FF')の 数値 はll型TFD

を構 成 し、TFDエ リア の コ ン トロー ルを行 う。

縮 小 モ ー ドのTFDエ リア は、TFD開 始 子rX`FO'』 で終 わ り、 拡 張 モ ー ドのTFDエ リ

アへ 移 行す る。拡 張 モ ー ドのTFDエ リアは、CIIシ ンタ ックス ル ール3.00のTFDエ

リア と同一 で あ る。

表4-3縮 小 モ ー ドの デ 一夕 タ グ

デ一夕タグ先頭

1byteの 値

データ

タグ長

フ ォーマ ッ ト

(Hex表 示) タグの名前 意 味

X'00'

～

X'EF'

1byte 函
X'00'～X'EF'

縮小データタグ 双 の部 分 で、0～239(X'00'～X'EF')

の デ ー タ タ グ番 号 を表 す 。

X'FO' 1byte 画 拡張モード指示子 このタグの右側から拡張モードとなる。

X'F1'

～

X'F9'

一 一 縮小モー ドでは使用禁止

X'FA'・ 1byte 團 マ帰 明細 ヘッダー マ帰明細の開始を示す。

X'FB' 1byte ㎜ 改行 マー ク マ帰 明細の区切 りを示す。

X'FC' 1byte 画 マ肝 明細 トレーラ マ帰 明細の終 りを示す。

X'FD' 一 一
縮小モー ドでは使用禁止

X'FE' 1byte 画 TFD終 端子 TFDエ リアの終 りとメヲセージの終 りを示 す。

X'FF' 『 一 縮小モー ドでは使用禁止
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第5章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー の 構 造

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー は、 メ ッセ ー ジ グル ープ の 開始 を表 す ヘ ッダ ーで 、 図5-1

及 び表5-1で 示す251byte固 定長 の 固 定 フ ォー マ ッ トで あ る。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッ

ダ ー は、一 つ の251byteの レコー ドに格 納 され る。

本 章 で はJIS用 語 が使 用 され て い る。 〔〕 内 は、 対 応す るCIIオ リジナル 用語 で あ る。

5.1分 割 区分(CO1)

メ ッセ ー ジグル ー プ見 出 し及 び後 書 きで あ る ことを識 別 す る1バ イ トの 固定 長 デ ー タ要素 。

値 は,X'30'で あ る。

5.2レ コー ド区分(CO2)

分 割 区分(CO1)がX'30'の とき,メ ッセ ー ジグル ー プ見 出 しで あ る こ とを識別 す る1バ イ ト

の 固定 長 デ ー タ要 素。 値 は,X'43'で あ る。

5.3運 用 モ ー ド(CO3)

運 用 試験 か又 は否 か を 表す1バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素 。 値が,X'31'の と きは試 験 運用,

X'20'又 はX'30'の ときは通 常 運 用 を表 す 。

5.4発 信EDlサ ー ビス事業者(CO4)〔 発信VANコ ー ド〕

メ ッセー ジグループを中継す る発信側の コー ド化EDIサ ー ビス事業者名な どを表す12バ

イ トの固定長 データ要素。縮小標準文字12文 字で表す。

5.5発 信センタコー ド(CO5)

メ ッセー ジグループを発信 した コー ド化 コン ピュータセ ンタ名な どを表す12バ イ トの固定

長デ ータ要素。縮小標準文字12文 字で表す。

5.6発 信者 コー ド(CO6)

メ ッセー ジグループを発信 した コー ド化企業名又 は部門名などを表す12バ イ トの固定長デ

ータ要素。縮小標準文字12文 字で表す。

5.7受 信EDlサ ー ビス事業者(CO7)〔 受信VANコ ー ド〕

メ ッセージグループを中継す る受信側の コー ド化EDIサ ー ビス事業者名な どを表す12バ

イ トの固定長データ要素。縮小標準文字12文 字で表す。
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5.8受 信 セ ンタ コ ー ド(CO8)

メ ッセ ー ジグル ー プを受 信 す る コー ド化 コ ン ピュ ータセ ンタ名 な どを 表 す12バ イ トの 固 定

長 デ ー タ要 素。 縮 小標 準文 字12文 字で 表す 。

5.9受 信 者 コー ド(CO9)

メ ッセ ー ジグル ー プ を受 信 す る コー ド化企 業 名又 は部 門 名 な ど を表 す12バ イ トの固 定 長 デ

ー タ要 素
。縮 小 標 準文 字12文 字 で表 す 。

5.10BPlD機 関(CIO)

標 準 メ ッセ ー ジの コー ド化 管 理機 関 名 を縮小 標 準 文字4文 字 で 表 す 固 定長 デ ータ要 素 。

5.11BPIDサ ブ機 関(Cl1)

標 準 メ ッセ ー ジの管 理 機 関 の 内部 識 別 コー ドを 縮小 標準 文 字2文 字 で表 す 固定 長 デ ー タ要 素。

5.12BPlD版(C12)

標 準 メ ッセ ー ジの版 数 を縮 小 標 準 文字2文 字 で 表す2バ イ トの 固定 長 デ ー タ要 素 。

5.13予 約 領域1(F11)

将 来 拡 張用 の12バ イ トの固 定 長 予約領 域 。X'20'を 満 た す。

5.14情 報 区分 コー ド(C14)

標 準 メ ッセ ー ジの種 類 を 表 す4バ イ トの固定 長デ ー タ要 素。 縮 小 標 準 文字4文 字 で表 す 。

5.15予 約 領 域2(C15)

将 来拡 張 用 の3バ イ トの 固定 長 予 約 領域 。X'20'又 はX'30'を 満 た す。

5.16予 約 領域3(C16)

将 来 拡 張用 の3バ イ トの固 定 長 予 約領 域。X'20'又 はX'30'を 満 たす 。

5.17様 式 識 別(C17)〔 フ ォー マ ッ トlD〕

2バ イ トの 識別 用 固 定 長 デ ー タ要 素 。次 の 意味 で あ る。

a)X'3130' 、 分 割可 変 長 モ ー ドの メ ッセー ジ グル ー プ

b)X'3131'分 割 固 定 長 モ ー ドの メ ッセー ジグル ー プ

c)X'3230'受 信 確 認 電文 又 は エ ラー情 報電 文
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5.18交 換参照番号(Cl8)

メ ッセージグループを識別す る記号を格納す る10バ イ トの固定 長データ要素。縮小標準文

字10文 字で表す。使用 しない時は,X'20'で 満たす。

5.19作 成 日付 時刻(C19)

メ ッセ ー ジ グル ー プの作 成 日付 時刻 を 表 す12バ イ トの 固定 長 デ ー タ要 素 。 標 準数 字 文字1

2文 字 を用 いて,YYMMDDHHMMSS形 式 で 表 す 。西 暦 年 は2桁 で あ るが,51～99ま で は195

1～1999年 を表 し,00～50ま で は2000～2050年 を表 す 。

5.20予 約領 域4(F12)

将 来 拡張 用 の12バ イ トの固 定 長 予約 領 域 。X'20'を 満 たす。

5.21シ ンタ ック スIDバ ー ジ ョン(C21)

縮小 標準 文 字6文 字 の コー ドで,シ ンタ ックス ル ール の管 理 機 関 とバ ー ジ ョン番号 を 表す6

バ イ トの固定 長 デ ー タ要 素 。

5.22予 約 領 域5(C22)

将 来 拡張 用 の1バ イ トの 固 定長 予 約領 域 。 値 は,常 に,X'45'と す る。

5.23格 納モ ー ド(C23)

次 に示す 値 で、 物 理 レコー ドへ格 納 す る方法 を示 す1バ イ トの 固定 長 デ ー タ要 素 。

a)X'20'又 はX'4D'… … … 分割 固 定 長 モ ー ド

b)X'53'分 割 可 変 長 モ ー ド

5.241バ イ ト文 字集 合(C24)〔 文 字 コー ド8bit〕

1バ イ ト文 字 集合 の符 号 化 の種 類 を表 す1バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素。 次 に示 す 値で あ る。

a)X'20'又 はX'53'1バ イ ト標 準文 字 集合

b)X'4D'シ フ トJIS(2バ イ ト文 字 も使用 可 能)

c)X'50'そ の他 の文 字 コー ド

5.252バ イ ト文 字 集 合(C25)〔 文字 コ ー ド16bit〕

2バ イ ト文 字集 合 の 符号 化 の 種類 を表 す1バ イ トの固定 長 デ ー タ要 素。 次 に示 す値 で あ る。

a)X'20'又 はX'53'… …2バ イ ト標 準 文 字 集 合(JIS-XO208)

b)X'55'2バ イ ト標 準 文 字 集 合(JIS-XO221)(3.00で 追 加)

一20一



c)X'4D'

d)X'50'

シフ トJIS(半 角文字は使用禁止)

その他 の文字 コー ド

(3.00で 追加)

5.26予 約 領 域6(C26)

将 来 拡張 用 の1バ イ トの固 定 長 予約 領 域。 値 は,X'20'又 はX'53'と す る。

5.27予 約領 域7(C27)

将 来 拡 張用 の5バ イ トの 固定 長 予 約領 域 。X'20'又 はX'30'で 満 た す。

5.28予 約領 域8(C28)

将 来 拡 張用 の5バ イ トの 固定 長 予 約領 域 。X'20'又 はX'30'で 満 た す 。

5.29短 縮表 示(C29)

メ ッセ ー ジグ ル ー プが,短 縮 型 か 否 か を表 す1バ イ トの 固定 長 デ ー タ要 素。 短 縮型 メ ッセ ー

ジ グル ープ の 時,X'49'と し,通 常 の メ ッセ ー ジグル ープ の 時,X'20'又 はX'53'と す る。

5.30発 信EDlサ ー ビ事業者管理機 関コー ド(C30)(3.00で 追加)

メッセージグループを中継す る発信側の発信EDIサ ービ事業者名な どを表す コー ドの管理

機関名 を表す3バ イ トの固定長データ要素。縮小標準文字3文 字で表す。

5.31発 信 セ ンタ コ ー ド管 理 機 関 コー ド(C31)(3.00で 追加)

メ ッセ ー ジ グル ー プ を発 信 した コ ン ピュー タセ ンタな どを 表す コー ドの 管理 機 関 を表 す3バ

イ トの固 定 長 デ ー タ要 素 。 縮 小標 準 文 字3文 字 で 表す。

5.32発 信者 コー ド管理機関 コー ド(C13)(3.00で 追加)

メッセージグループを発信 した企業又 は部門などを表す コー ドの管理機関を表す3バ イ トの

固定長 データ要 素。縮小標準文字3文 字で表す。

5.33受 信EDlサ ー ビ事業者管理機 関コー ド(C33)(3.00で 追加)

メ ッセージグループを中継す る受信側のEDIサ ー ビ事業者名 などを表す コー ドの管理機関

を表す3バ イ トの固定長 データ要 素。縮小標準文 字3文 字で表す。

5.34受 信 セ ンタ コ ー ド管 理 機 関 コー ド(C34)(3.00で 追加)

メ ッセ ー ジ グル ー プ を受 信 す る コ ン ピュー タセ ンタな どを 表 す コー ドの 管理 機 関 を 表す3バ
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イ トの固定長データ要素。縮小標準文字3文 字で表す。

5.35受 信者 コー ド管理 機 関 コー ド(C35)(3.00で 追 加)

メ ッセー ジグループを受信す る企業又 は部門などを表す コー ドの管理機関 を表す3バ イ トの

固定長データ要素。縮小標準文字3文 字で表す。

5.36予 約 領域9(F29)

将来拡張用 の70バ イ トの固定長予約領域。X'20'で 満たす。

。 ↓才 コード区分 15273950

発信側センタコー ド 発信者 コー ド 受信側 セ ンタコー ド

発信EDIサ ービス事業者 発信セ ンタコー ド 受信EDIサ ービス事業者

1 1 ll2 121212

L書 割区き用モード

516375839599

受信 側センタコード(続 き)受 信者 コー ド BPID予 約領域1情 報区分

版 コー ド受信センタコー ド 機関コード

12124 2 2124
正副機関コード 予約領域2一

10。1。51。711712914予 纐 域5疏 50

予約 様式 交換参照番号
領域3識 別

作成日付時刻 予約領域4構 文規則識別
版数

3 3210 121261 1 1
小予約領域2(続き)離 義 訂

162

15

11

約領域7 約領域8

55

約領 域6

カ{イト文字集合

1

E

3

セ

3

短縮表示

コ ー"

≡E

33

セ

3 3

予約領域9

70 ＼

はん例

データ長を表す

(10進表示)

0

＼

,ン 左端をo㌔ 、し塒 の位〕

データ要素名 ＼㌔→8
＼

注)発 信E:発 信EDIサ ービス事業者管理機関コー ド

発信セ:発 信センタコー ド管理機関コー ド

発信者:発 信者コー ド管理機関コー ド
受信E:受 信EDIサ ービス事業者管理機関コー ド

受信セ:受 信センタコー ド管理機関コー ド

受信者:受 信者コー ド管理機関コー ド

図5 1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー の フ ォ ー マ ッ ト
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表5 1メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダーの デ ー タ項 目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

CO1 X〔1] 分割区分 X'30'固 定 。

CO2 X[1] レコード区 分 X'43'固 定 。

CO3
-一'〔 一 ー ー －

CO4一 ー ー 一'一 一'

CO5

X[1]
.→-.一,…

X[12]'一 一≠ →← 一"

X[12]

運用 モー ド
'一 一 一 ● 一 ● 一 ≡ 一 一 一 ≡ 一 ー 一 ≡ ≡ 一 一 ≡ ≡

発信EDIサ ービス事業者
← 一 ー ー 一 ● ●--一 一 ≡ ≡ ■'=≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 一

発 信 センタコード

エ2し 又は－no:娃 通 堂電文を表L住 一口11」 己試験電文を表す,_._一 一_.

箔z隈 毫文主L2文 字 〇 三=.じ..一_____一_一________
ノノ 〃o

CO6 X[12] 発信者コー ド ノノ 〃
o

CO7 X[12] 受信EDIサ ービス事業者 〃 〃
o

CO8 X[12] 受 信 センタコード ノノ 〃
0

CO9 X[12] 受信者コー ド 〃 〃
o

C10
-≡ ≡ 一'一'≡

Cl1
-"一 ≡ 一'≡

Cl2

X[4]'一 ←------

X[2]
⇒ ←',-一 一'-

X[2]

BPID機 関 コー ド
ー-一 一 ー ー 一 ≡ ≡'≡ ≡ ≡ 一 一 ≡ ≡ 一 ≡ ≡ 一.

BPID副 機 関 コー ド
●-一 ー 一 ≡ 一 ● ≡ 一 一 ー 一 一 ≡ ≡ 一 ≡ ≡ ≡ 一.

BPID版

.縮小 標漢文室4文 室の三二 じ_____一________..__

砲h標 準文室2文 字¢1旦=玉_一 一______一 一.______,_
〃 〃 ド。

Fl1 X[12] 予約領域1 X'20'で 満 た す 。

C14 X[4] 情報 区分コード 縮小標準文字4文 字のコー ド。
C15 9[3] 予約領域2 X'20'又 はX'30'で 満 た す 。

C16 9[3] 予約領域3 〃 〃
o

CI7 X[2] 様式識別 X3130は 分 割可変長,)C3131'は 分 割固定長そ して)C3230'は 受 信確認電

文又 はエラー情報電文を表す。

Cl8 X[10]. 交換参照番号 縮小標準文字10文 字の識別子。
C19 X[12] 作成日付時刻 標準数字文字で、YYMMDDHHMMSS形 式 で表す。

F12 X[12] 予約領域4 X'20'で 満 たす 。

C21 X[6] 構文規則識別版数 構文規則の管理機関及び版数で縮小標準文字6文 字のコー ド。
C22 X[1] 予約領域5 X'45'と す る。

C23 X[1] 格納モー ド X'53'は 分 割可変長,X'20'又 はX'4D'は 分 割固定長 を表す。

C24 X[1]
'

1バ イ ト文字集合 X'20'又 はX'53'は1バ イ ト標準文字集合,X'4D'は シフ トJISそ して

X'50'は その他の文字集合を表す。

C25 X[1] 2バ イ ト文字集合 X'20'又 はX'53'はJIS-XO208,X'55'はJIS-XO221,X'4D'は シ フ トJ

IS(半 角 除 く)そ してX'50'は そ の 他 の 漢 字 集 合 を 表 す 。

C26 X[1] 予約領域6 X'20'又 はX'53'と す る 。

C27 9[5] 予約領域7 X'20'又 はX'30'で 満 た す 。

C28 9[5] 予約領域8 ■ノ 〃o

C29 X[1] 短縮表示 X'20'又 はX'53'は 短 縮型でないことを表 し,X'49'は 短縮型を表す。

C30
-≡ ≡ ≡ 一 一 一 －

C31

X〔3]
一 一≡ 参"一 →.

X[3]
発信E管 理機関コード

発信セ 〃

コ ー ドの 管 理 機 関 な ど を 表 す 。縮 小 標 準 文 字3文 字 で,一… … … … …'… 一… … … … ≡≡…:ノ'"… … … … 一… … ㌃ … ≡… …'一 … …'≡'… … 一'一'…… … 一

,o

C32 X[3] 発信者 〃 〃 〃,o
C33 X[3] 受信E〃 〃 〃,o

C34 X[3] 受信セ 〃 〃 〃,o
C35 X[3] 受信者 〃 〃 ノノ,o

Fl3 X[70] 予約領域9 X'20'で 満 た す 。

注1)発 信E管 理機関コー ド:発 信EDIサ ービス事業者管理機関コー ド
発信セ
発信者
受信E
受信セ
受信者

〃

〃

〃

〃

〃

:発 信 センタコー ド管理機関 コー ド

:発 信者 コー ド管理機関 コー ド

:受 信EDIサ ー ビス事業者管理機関 コー ド

:受 信 センタコー ド管理機関 コー ド

:受 信者 コー ド管理機関 コー ド
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第6章 メ ッ セ ー ジ の 構 造

メ ッセー ジは、メ ッセー ジ ・ヘ ッダー とTFDエ リアとで構成 され る。左側(デ ータ伝送 の

時先に伝送 され る側)か ら順番に、 データ要素 とその意味を示す(図6-1、 表6-1及 び表

6-2参 照)。 データ要素名の後 のO内 は、記号名である。

6.1メ ッセ ー ジの基 本構 造

メ ッセ ー ジ には、Aタ イ プ メ ッセ ー ジ とBタ イ プメ ッセ ー ジとの2種 類 が あ る。Aタ イ プ メ

ッセ ー ジはAタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー とTFDエ リア で構 成 され 、Bタ イ プ メ ッセ ー ジは

Bタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー とTFDエ リアで構 成 され る。

6.2メ ッセー ジ ・ヘ ッダ ーの 構造

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー に は、Aタ イ プ メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー とBタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ

ー の2種 類 が あ る
。

6.2.1Aタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの 構 造

メ ッセ ー ジの長 さが32,768バ イ ト以 下 の と き用 い る こ とが で き るメ ッセ ー ジ見 出 し。

(1)分 割区分(CO1)

メ ッセ ー ジで あ る こ とを識 別 す る1バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素 。 値 はX'39'で あ る。但 し、

フ ァイル格 納 状 態で は,こ れ以 外 の 値 とな る こ とが あ る。

(2)レ コー ド区分(CO2)

メ ッセ ー ジの大 分 類 を 識別 す る1バ イ トの 固定 長 デ ー タ要 素。 次 の 値 で あ る。

a)X'44'

b)X'53'

c)X'47'

d)X'56'

業 務 メ ッセ ー ジ

セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ

サ ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ(3.00で 追加)

セ キ ュ リテ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ(3.00で 追加)

(3)シ ーケ ンス番号(DO3)

同一 の メ ッセ ー ジグル ー プ内 の メ ッセ ー ジの順 番 を 表 す5バ イ トの 固 定長 デ ー タ要 素 。 標

準 数字 文字 の5文 字 を 用 い、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー直 後の メ ッセ ー ジに00001

を付 香 し、 以 後 、昇 順 に付番 す る。

(4)メ ッセ ー ジ長(DO4)

メ ッセ ー ジの長 さを 表 す2バ イ トの 固 定長 デ ー タ要 素 。 値 は、16ビ ッ トの符 号無 し2進

数 で"メ ッセ ー ジ長 一1"の 値 を 保 持 す る。 値 の範 囲 は,X'000A'(00010)～X'7FFF'(32767)

で あ る。 実 際の メ ッセ ー ジの長 さ は、11バ イ ト～32,768バ イ トまで で あ る。
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Aタ イ プ メッセー ジ(メ フセージ実長がll～32768バ イ トの時)

0;。9
メ ッセージ実長 >

n

メッセージヘッダー

順序番号 TFDl TFD2

T　 ア
ー … 一 ± TFDn

「1 1 5 21 ∈ 可変長 〉

ら 羅 募分t二 嘉 讃 ≧1の 値)TFD終 端子一

Bタ イ プ メッセー ジ(メ ッセージ実長が19～10000000バ イ トの時)

0

∈

0'09

メ ッセージ実長

メッセージ実長一1の値)

ノ1

∋

n

Bタ イプ メ ッセージ ・ヘ ッダヂTFDエ リア

シーケ ンス 拡張メッセージ長 TFD1 TFD2 ● ● ● TFDn 一

1 1 5 2 1 71 ∈ 可変長 ≧1

己 ㌶ 分 ↑^,鶏8;。8言FD開 始子TFD終 端子一

はん例

データ長を表す

(10進表示)

を/左 端 を0と した時の位0001
〕

データ要素名 ＼
、8 ＼

図6-1メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト

表6-1Aタ イプメッセージヘッダーを持 つメッセージのデータ項目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名
'

備 考(設 定すべき値)

COl X[1] 分割区分 X'39'と す る。

CO2 X[1] レコード区 分 X'44'は 業 務 メ ッセ ー ジ,X'53'は セキュllテハ ッダー・メフ七一ジ,X`47'は サブ・セキ

ユリテハ ッダー メフセージ そ してX`56'は セキャリティトレーラ・メフセージを 表 す 。

DO3 9[5] シーケンス番号 同一メッセージグルーブ内のメフ七一ジのll頂番 を表構。メフセージグルーブ・ヘッダー直後のメフセジの

順序番号を1とし、以後昇順 に付養す る。標準数字文字5文 字を用いる。

DO4 Binl6 メ ッセー ジ長 メッセージ実 長 一1の 値 を2進 数 で 表 す 。10-32767の 値 が 許 さ れ る。 メフ七一ジ実 長

が327681{イ トを 超 え る時 は、Bタ ィブメッセージ・ヘッダーを 使 用 し間 知 ならな(、。

表6-2Bタ イプメッセージヘッダーを持つメッセージのデータ項目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

CO1 X「11 分割区分 X'39'と す る 。

CO2 X[1〕 四一ド区分 X'44'と す る。業務 メ ッセージであ ることを表す。

DO3 9[5] シーケンス番号 同一メッセージグ1レブ内のメッセージの順番を表わす。メァ七一ジグループ・ヘッダー直後のメフセージの

順序番号を1とし、以後昇順に付番する。標準数字文字5文 字を用 いる。

DO4 Binl6 メ ッセー ジ長 X'8080'と す る。拡張 メッセージ長の使用を表す。

DO5 X「11 予約領域1 X'F7'と す る 。

DO6 9[7] 拡張 メッセー ジ長 メ ッセー ジ実長 一1の 値を7桁 の10進 数 で表す。10進 数 は、標準数字文字
集合で表す。18～9999999の 値 が許され る。
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6.2.2Bタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー の構 造

メ ッセー ジの大分 類 が 業 務 メ ッセ ー ジで 、 メ ッセ ー ジの長 さが32,769バ イ ト以 上10,000,000

バ イ ト以下 の とき用 い る メ ッセ ー ジ見 出 し。但 し、 メ ッセ ー ジの 長 さが32 ,768バ イ ト以 下 の と

き用 い るこ と もで きる。

(1)分 割区分(CO1)

6.2.1の(1)と 同一 で あ る。

(2)レ コー ド区 分(CO2)

メ ッセ ー ジの大 分 類 を識 別 す る1バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素 。Bタ イ プメ ッセ ー ジ ・ヘ

ッダ ーは、 業 務 メ ッセ ー ジのヘ ッダ ー だ けに用 い る こ とが で き、 レコー ド区分 の 値 は 、X'4

4'で あ る。

(3)シ ーケ ンス番号(DO3)

6.2.1の(3)と 同一 で あ る。

(4)メ ッセ ー ジ長(DO4)

メ ッセ ー ジの 長 さ を表 す2バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素。 但 し、Bタ イ プ メ ッセ ー ジ ・ヘ ッ

ダ ーで は拡 張 メ ッセ ー ジ長 を使 用 す るため 、値 は、X'8080'と す る。

(5)予 約領域1(DO5)

将 来拡 張用 の1バ イ トの 固定 長 予約 領 域 。値 は、X'F7'と す る。

(6)拡 張 メ ッセー ジ長 ①05)

メ ッセ ー ジの長 さ を表 す7バ イ トの固 定 長 デ ー タ要 素。 値 は、 標 準数 字 文 字 の7文 字 で表

す 十 進数 で"メ ッセ ー ジ長 一1"の 値 を保 持す る。 値 の範 囲 は、0000018～9999999で あ る。

実 際の最大 の メ ッセ ー ジの 長 さ は、10,000,000バ イ トで あ る。

6.3TFDエ リア(TransferFormDataArea)の 詳 細

TFDエ リア は、1型TFD及 びll型TFD(そ れ ぞ れ 第4章 参 照)を 、 左 端 か ら右 側 へ 隙

間 な く並べ る ことに よ って 構 成す る可変 長 の エ リアで あ る。

TFDエ リアの始 め(左 端)に は、TFD開 始 子(X'FO')を 置 き、TFDエ リアの 終 わ り

(右 端)に は、TFD終 端 子(X'FE')を 置 か な けれ ば な らな い。

TFD形 式 デ ー タは 、常 にデ ー タ タ グで始 ま る。 デ ー タ タ グは1byte～3byteの2進 数 値 で

あ る。 デー タ タ グの長 さや1型TFDかH型TFDか の 区 別 は、 デ ー タ タ グの先 頭 の1byteの

値 で決 まる。 した が って 、TFDエ リアを参 照 す る時 は、 必 ず エ リアの 先頭(左 端)か ら参 照

しな ければ な らな い。
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6.4TFDの 省 略

任意 の1型TFD(一 般 デ ー タ項 目)を 省 略 して もメ ッセ ー ジ構 造が 変 化す る こと はな い。

また 、数 値 が ゼ ロの 数 値TFDや 内容 がallブ ラ ンクの 文 字列TFDは 、 一般 的 に省 略 す る。

II型TFD(TFD制 御子)を 省 略す ると、 一般 的 に メ ッセ ー ジ構造 が 変 化 す る。 しか し、

マ ル チ 明細 制御 子(マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー、改 行 マ ー ク及 び マ ル チ明 細 トレー ラ)は 、 条 件 に よ

り省 略 で き る こ とが あ る(6.6を 参 照)。

6.511型TFD(TFD制 御 子)の 機 能

II型TFDは 、TFD制 御 子 と呼 ばれ 、TFDエ リアの コ ン トロ ール を行 う。

(1)TFD開 始 子(X`FO'=240)

TFDエ リアの 開 始 を 表す 。TFDエ リアの 左端 に は、TFD開 始子 が な け れ ば な らな い。

TFDエ リア 内あ るTFD開 始子 は 、ダ ミィ ・デ ー タ タ グで あ る(図6-2を 参 照)。

/TFD開 始子 ＼

TFD1 ◆ ◆ ● ● ● ● ● ■

之

麹

/

TFDm

＼

■ ● ● ● ● ■ ◆

s

麹 ■ ● ■ ● ● TFDn

布

麹
小'

1 Hex表 示 無 視 無 視

TFDエ リ ア

TFD終 端 子 一 一1

(トレーラ)

〉く

図6-2TFD開 始子 とTFD終 端子

(2)マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー(X`FA'==250又 はX`FD'=253)

これ らのTFDは 、 マル チ 明細 ヘ ッダ ーを表 し、 マ ル チ 明細 の 始 ま りを 示 す。X`FA'をA

タ イ プ、X`FD'をDタ イ プマ ル チ 明細ヘ ッダ ー と呼ぶ 。 両者 の 機 能 は同 じで あ る。

Aタ イ プマ ル チ 明細 ヘ ッダー に は1byte、Dタ イ プ マ ル チ明 細 ヘ ッダー に は2byteの 明 細

番 号 が付 加 され、 明細 番 号 付 マル チ明細 を構 成 す る。 一 つ の 標 準 メ ッセ ー ジ内 に2つ 以 上 の

マ ル チ 明細 が あ る時 、 この 明細 番 号 を用 い て それ ぞれ の マル チ明 細 を区分 す る。Aタ イ プ マ

ル チ 明細 の 明細 番 号 は、 通常 、1(X`31')～ 一(X`7E')(1文 字 で表 す)ま で の78種 で

あ り、Dタ イ プ マル チ 明 細 の 明細 番号 は、10～65535(5桁 の数字 で 表 す)で あ る。

噺 タグ苗 膿 噺 タタグ西 欝

(Aタ イプマルチ明 細 ヘッダー)(Dタ イプマルチ明 細 ヘヲダー)

図6-3マ ル チ 明 細 ヘ ッ ダ ー の フ ォー マ ッ ト
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(3)マ ル チ明細 改 行 マ ー ク(X`FB'=251)と マ ル チ明細 トレー ラ(X`FC'=252)

マル チ明細 改 行 マ ー ク はマル チ 明細 の1行 の終 わ りを示 し、 マ ル チ明細 トレー ラはマ ル チ

明 細 の終 わ りを 示す(6.6を 参 照)。

(4)TFD終 端 子(メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ)(X`FE'=254)

TFDエ リアの終 わ りを示 す 。 メ ッセ ー ジの終 わ りを示 す トレー ラを兼 ね る。

6.6デ ータの繰返 し(繰 返 しルール:表 形式デ ータ)

同一 メッセージ内のTFDエ リアでは、同一データタグ値の1型TFD(EDIユ ーザーの

データ)を2個 以上含あ ることは原則 としてで きない。同一のデータタグ値を持つ1型TFD

を複数個含 めるためには、繰返 しルールを用 いる。

6.6.1単 独項 目の暗示的繰返 し

同一データタグ値の1型TFDを 単純 に複数個並べ ることで、同一メ ッセ ージ上で、同一項

目を複数個伝送で きる。 この場合、同一項 目(TFD)を 隙間な く隣合 うように並べ、送信側

と受信側でメ ッセージ内での項 目の順番の管理を、厳密 に行わなければな らな い。

6.6.2マ ルチ明細の概要

複数のTFD(デ ータタグ値 は、それぞれ異 なる)を 集めてセ グメ ン トと し、セグメ ン ト単

位で明示的に繰 り返 しを行 うもので、表形式 データの伝送 に適用す る。

図6-4の よ うに、最初のセグメ ン トの先頭 にマルチ明細 ヘ ッダー、セ グメ ン トとセグメ ン

トの間に、改行マーク、最後 のセ グメン トの次 に、マル チ明細 トレーラをセ ッ トする。 また、

必要 に応 じて各セ グメ ン ト内の任意のTFDを 省略できる。同一セ グメ ン ト内のすべてのTF

Dが 省略された時は、改行マークだけが残 される(図6-5)。 マルチ明細ヘ ッダーと同 トレ

ー ラは、常に対 になっていなければな らない。

セグメント2 //

、1
く セグメント1>1 ∈ ∈ セグメント3

≡
≡
≡
=

TFDI-1 TFD2-1 TFD3-1 TFDI-2 TFD2-2 TFD3-2 TFDI-3 TFD2-3 TFD3-311

爪'Lマ ルチ明 細 ヘ
ッダー'L－ 改 行 マーク(X'FB')

X'FA・ ・'orX'FD・ …'

L改 行 マーク(X'FB')

マルチ明 細 トレーラ(X'FC')

図6-4マ ル チ 明 細

マルチ明 細 ヘッダー

X'FA・ ・'orX'FD・ …'マ ルチ明 細 トレーラ(X'FC')

改 行 マーク(X'FB')セ グ〃 ト2の 省 略

図6-5マ ル チ 明 細(図6-4のTFD1-2,TFD2-2,TFD3-2が 省 略 さ れ た 時)
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6.6.3マ ル チ明細 の詳 細

TFDエ リア にマ ル チ明細 ヘ ッダ ーが あ れば 、 マル チ 明細 を構 成 す る(図6-6参 照)。A

タイ プ(X'FA')とDタ イプ(X'FD')の2種 類 の マ ルチ 明細 ヘ ッダ ー が あ り、 そ れ ぞれ1byte,

2byteの 明細 番 号 を持 つ 。 明細 番 号 の長 さが違 うだ けで 、両 者 の機 能 は同一 で あ る。

同一 のTFDエ リア に2っ 以 上 の マ ル チ明細 が あ った 時 、 この 明 細 番 号 に よ って それ ぞ れの

マ ル チ 明細 を 明確 に区分 す る。

明 細 番 号X`31'の マ ル チ 明 細く

1番 目 3番 目

〉

∈ 〉 ∈2番 目 〉 く 〉 ←4番 目 〉

/
≡

FA31TFD1一 TFD2 TFD3

睡
FB TFD1 TFD2 TFD3

睡
FB
睡
TFDl TFD2 TFD3

羅
?B

翻

TFD2 TFD3
髭
『C

> /≡

L,ダ.(顕 示)認 織 田番号 トレーラ
*Dタ イプマルチ明 細(X'FD・ …')の 時 は、2byteの 明 細 番 号 が付 く

図6-6マ ル チ 明 細 の 明 細 番 号

6.6.4マ ルチ明細の複数化

一つのTFDエ リア内に、互いに独立な二つ以上のマル チ明細が あ る時、マルチ明細 の複数

化 とい う。 この時、 それぞれのマルチ明細 には、ユニークな明細番号 を、付 けなければな らな

い。マルチ明細が複数化 して も、明細番号 によって区分す るので、任 意のマルチ明細が省略可

能であ る(図6-7参 照)。

Hex表 示

β 　 リア 闇 第1マ ルチ明細

彪
FC
修

:1≡

i些 第3マ ルチ明細
` 義/

L
マルチ明 細 トレーラ

マルチ明 細 ヘッダー(X'FA31')

」＼/ 't
マルチ明 細 トレーラ

マルチ明 細 ヘッダー(X'FA33'

ユ

)
一 省 略 された第2マ ルチ明 細

図6-7マ ルチ明細の複数化(第2マ ルチ明細 の省 略)

6.6.5マ ル チ 明細 の ネ ス ト化

マルチ明細 の内部に別 のマルチ明細が含まれる時、マル チ明細のネス ト化 と言 う。 この時、

それぞれのマルチ明細には、ユニー クな明細番号 を、付 けなければな らない。

図6-8に 示す ように、3次 元以上の表形式データで用 いる。各 レベルでのマルチ明細ヘ ッ

ダーの明細番号 は、異なる番号を用 いる。 また、任意のTFD,セ グメ ン トおよびマルチ明細

の全体を省略で きる。 しか しなが ら、 レベル2の セ グメ ン トが省略 されない時に、 レベル1の
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セグメ ントのマルチ明細ヘ ッダーとマルチ明細 トレーラは省略す ることも可能であ るが、 この

ことによって誤動作す る受信用 トラ ンス レーター もある。一般 的にn<mの 時、 レベルmの セ

グメ ン トが省略 されない場合、 レベルnの マルチ明細ヘ ッダー とマルチ明細 トレーラを省 略す

る時 は、注意 を要す る。

← 一 ー ー ーー レペル1セグメント
へ1

品 名 発 送 日 数 量
〔1

∈ レベル2セ グメント'1

TFDI-1

≡

ヨrFDl-1
≡ 鵬腿D2一 11 麗 麗 一H

レベル1

, 　

聾 魏 一口 腔 鑓 一日 /
X'FA31'

レベル2X'FA32'

/

狸D2一 日 囎D悉 団

TFDI-2

TFD2-21 TFD3-21

TFD2-22 TFD3-22
≡

≡
勘2一 厳T9㌍nT抄 若灘艦2 勝 田働3』

TFD2-23 TFD3-23

員 ・ルチ明細 ・・ダ踊 改 行マーク 』 ・・レチ明細 トレーラ

図6-8マ ルチ明細のネステ ィング例

6.7TFDエ リア内のデータタグ番号 に関するルール

TFDエ リア内の1型TFDの データタ グ番号およびマルチ明細の明細番号は以下のルール

を満 たさなければな らない。

① 同－TFDエ リア内のマル チ明細 に含まれ ない1型TFDの データタグ番号 は、それぞ

れユニークでなければな らない。同一データタグ番号値の1型TFDが 複数あれ ば、単独

項 目の暗示的繰返 しとみなす。

② 同一のTFDエ リア内に含 まれ る明細番号付マルチ明細の明細番号 は、それぞれユニ ー

クでなければな らない。

③ 同一のマルチ明細 に含 まれ る1型TFDの データタグ番号 は、それぞれユニー クでなけ

ればな らない。同一デ ータタグ番号値 の1型TFDが 複数あれば、単独項 目の暗示的繰返

しとみなす。

④ 同一のデータタグ番号を持つ1型TFDが マルチ明細 の外部 と内部 にあ る場合 は、別 の

TFDと 見なす(図6-9参 照)。

*データsy番号は同一(n)であるが別 々のTFD

別 々のTFD

β ・脚・
● ●

.▲…
nl ・ ・ ● ・ ・ ●

ヨ
●

士、
=亘i
|

●.●

il

ll、

● ● ● ● ● ● ■ ■ ■ /
ユ

〉

Lx'
FC)マ ルチ明 細 トレーラ

マルチ明 細 ヘッダー(X'FA31')

マ ル チ 明 細く

図6-9同 一1型TFDが マルチ明細の内部 と外部にあ る例
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⑤ 同一のデータタグ番号 を持つ1型TFDが 、明細番号が異 なる複数のマルチ明細 に含 ま

れている時は、それぞれ別のTFDと 見なす(図6-10参 照)。

*データ〃 番 号 は同 一(n)で あるが別 々のTFD

別 々のTFD

十 ・
曇
ii≡

● ●

i….'…・

nl'i ● ●

§
■ ● ● ■ ● ■. ≡

≡
● ■

療
nl'i
=コ9

・・ § ・・/

ぼ 繍酬 ㌫
く マ ル チ明細

ぷ 蹴禦認
∈ マ ル チ明細 〉〉

図6-10同 一1型TFDが 異なるマルチ明細 にある時の例

6.8メ ッセー ジ ・ トレー ラ

TFDエ リアの 終 わ りを示 すTFD終 端子(1byteの 数 値(254=X`FE'))が 、一 つ の メ

ッセ ー ジの 終 わ りを も示 す メ ッセ ー ジ ・ トレー ラを兼 ね るの で 、特 別 な識 別 子(メ ッセ ー ジ ・

トレー ラ)は な い。

6.9CIlシ ンタ ック スル ー ル2.10以 前 の縮 小 モ ー ド

TFDエ リア の縮 小 モ ー ドは 、CIIシ ンタ ックスル ールaoO(本 規 格)で は、廃 止 され

て い るが、 「CIIシ ンタ ックス ル ール1.11及 び1.51」 、rCIIシ ンタ ックスル ー ル2.

10」 対応 の トラ ンス レー ターが 多 数 使用 されて い るの で、 縮 小 モ ー ドの規 定 につ いて 述 べ る。

ま た、CIIシ ンタ ック スル ー ル2.10以 前の 規格 に対応 して い る トラ ンス レー ター とCI

Iシ ンタ ックス ル ール3.00対 応 の トラ ンス レー ター との互 換 性 っ いて は 、 附属 資 料 を参 照 さ

れ た い。

6.9.1TFDエ リアの 縮 小 モ ー ド

図6-11に 示す よ うに、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー とTFDエ リア内 のTFD開 始 子 の 間 に あ る

TFDエ リアを 、縮 小 モ ー ドのTFDエ リア とす る。

く 縮 小 モ ー ド領域 ≧く 通 常 モ ー ド領域

/TFD開 始 子 ＼

〉

TFD1 TFD2 ■ ● ● ・ ・ TFD1

.客

麟
・～トi

/

TFDm

＼ ・

■ ● ● ● ■.● 灘 ● ● ■ ・ ■ TFDn
'i

IlHex表 示 無 視 トレーラ ー

TFDエ リ アく -

(TFDI～TFD1は 縮 小 モードのTFDに なり、TFD皿～TFDmは 通 常 モードのTFDに なる。)

図6-11TFDエ リ ア に お け る縮 小 モ ー ド領 域 とTFD開 始 子 の 機 能
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TFDエ リア は常 に縮 小 モ ー ドで始 ま り、TFD開 始 子(X'FO')が 最 初 に出現 した 時点 で

通 常 モ ー ドに切 り換 る。 通常 モ ー ドとは、CIIシ ンタ ックスル ー ル3.00本 来 の モ ー ドで

あ る。

この 通常 モ ー ドは、同 一 メ ッセ ー ジグル ー プ 内の次 の メ ッセ ー ジのTFDエ リア に影 響 しな

い。 次 の メ ッセ ー ジのTFDエ リア は、 再 び縮 小 モ ー ドで 始 ま る。TFD開 始 子がTFDエ リ

ア に ない時 は、TFDエ リア全 体 が縮 小 モ ー ドにな る。

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーの 「予 約領 域5(C22)(拡 張 モ ー ド)」 にrX'20'」 かrX

`53'」 をセ
ッ トした 時 は、 メ ッセ ー ジグル ー プ 内のす べ て の メ ッセ ー ジのTFDエ リア全体 を

縮 小 モ ー ドに しなけれ ば な らな い。通 常 のCIIト ラ ンス レー タ ー(送 信 用)で は、EIAJ

互 換 にす る時 のみ 「予 約領 域5(C22)(拡 張 モ ー ド)」 にrX`20'」 を セ ッ トす る。 「予約 領

域5(C22)(拡 張 モ ー ド)」 にrX`45'」 を セ ッ トした時 は、縮 小 ・通 常 どち らの モ ー ドも許

され る。

6.9.2縮 小 モ ー ドのTFD

縮 小 モー ドにお け るTFD形 式 デ ー タの デ ー タ タ グは、 すべ て1byteの2進 数 値 で あ る。 レ

ング スタ グ及 び可変 長 デ ー タ要 素 は 、通 常 モ ー ドと同一 で あ る。

(1)縮 小 モ ー ドの1型TFD(一 般 デ ー タ項 目)

デ ー タタ グの値 が 、X`00'～X`EF'(0～239)の と き、1型TFDを 表 し、 デー タタ

グの値 が 、 デ ータ項 目番号 を 表 す。

(2)縮 小 モ ー ドのll型TFD(TFD制 御 子)と 機能

縮小 モ ー ドのll型TFDに は、下 記 の5種 類 が あ り、TFDエ リアの コ ン トロー ルを 行 う。

①TFD開 始子(X`FO'ニ240)

TFDエ リア に、 この制 御 タ グが 出現 す ると、 そ れ よ り右 側 のTFDエ リア は、通 常 モ

ー ドに な る
。TFD開 始 子 同一 のTFDエ リアに複 数 個 存在 す る場 合 は一 番左 側 のTFD

開始 子が 有 効 で 、 それ以 外 は無視 す る。

② マル チ 明細 ヘ ッダ ー(X`FA'=250)

このTFDは 、 マ ル チ 明細 の始 ま りを 示 す。 縮小 モ ー ドの マ ル チ 明細 ヘ ッダ ーに は 明細

番号 が な く、 明細 番 号 無 しマル チ 明細 を構 成す る。

縮 小 モ ー ドの 時 にマ ル チ 明細 が始 ま り(縮 小 モ ー ドマル チ 明細)、 その 明細 の途 中 で通

常 モ ー ドへ移 行 して も、 この マ ル チ 明細 は縮小 モ ー ドマ ルチ 明細 の まま であ る。

③ マル チ 明細 改 行 マ ー ク(X`FB'=251)と マル チ 明細 トレー ラ(X`FC'=252)

マル チ 明細 改 行 マ ー クは マル チ 明 細 の1行 の終 わ りを示 し、 マ ル チ 明細 トレー ラは マ ル

チ明細 の 終 わ りを示 す 。
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④TFD終 端 子(X`FE'ニ254)

TFD終 端 子 は 、TFDエ リアの 終 わ りを 示す と同 時 に、 メ ッセ ー ジの終 わ りを示 す。

6.9.3縮 小モー ドのデータの繰返 し(繰 返 しルール=表 形 式データ)

同一 メ ッセージ内の縮小 モー ドのTFDエ リアでは、同一データタグ値の1型TFD(ED

Iユ ーザーのデータ)を2個 以上含める ことはできない。同一 のデータ タグ値を持つ1型TF

Dを 複数個含め るため には、マルチ明細 を用 いる。

マルチ明細 は、い くっかのTFD(デ ータタグ値は、 それぞれ異な る)を 集めてセ グメ ン ト

と し、セグメ ン ト単位で明示 的に繰 り返 しを行 うもので、表形式 データの伝送に適用す る。 セ

グメ ン トは、通常、一つ又 は複数の1型TFDで 構成す るが、il型 のTFDも 条件 によ り使用

可能で ある。

図6-12の ように、最初 のセグメ ン トの先頭にマルチ明細ヘ ッダー、セ グメ ン トとセ グメ ン

トの間に、改行マー ク、最後 のセグメン トの次に、マルチ明細 トレーラをセ ッ トす る。また、

必要 に応 じて各セ グメ ン ト内の任意のTFDを 省略で きる。同一 セグメ ン ト内のすべてのTF

Dが 省略 された時は、改行 マー クだ けが残 され る(図6-13)。 マルチ明細ヘ ッダーと同 トレ

ーラは、常に対にな っていなければな らない。

ぐ セグメント1≧1 セグメント2
、1

∈ 〆1 く セグメント3 〉

≡
≡
≡
=

TFDl-1 TFD2-1 TFD3-1蔭 TFD1-2 TFD2-2 TFD3-2
一

TFDI-3 TFD2-3 TFD3-3' §
爪4L－ マルチ明 細 ヘッダー/L改 行 マーク(X'FB')

X'FA'(縮 小 モード)

'卜 改 行 マーク(X'FB')

マルチ明 細 トレーラ(X'FC')

図6-12縮 小 モ ー ド の マ ル チ 明 細

マルチ明 細 ヘッダー

X'FA'(縮 小 モード)マ ルチ明 細 トレーラ(X'FC')

改 行 マーク(X'FB')セ 〃 ント2の 省 略

図6-13マ ル チ 明 細(図6-12のTFD1-2,TFD2-2,TFD3-2が 省 略 さ れ た 時)

6.9.4縮 小 モー ドマルチ明細

TFDエ リアの縮小モー ド領域 にマルチ明細ヘ ッダーがあれば、縮小モー ドマルチ明細を構

成す る(図6-14参 照)。 縮小モ ー ドのマルチ明細ヘ ッダー は明細番号を持たないので、名無

しマルチ明細 と呼ぶ。
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(1)縮 小モー ドマルチ明細 中での拡張モー ドへの移行

縮小モー ドマルチ明細 の途 中にTFD開 始子(X'FO')が あり通常モー ドへ移行 して も、 そ

のマルチ明細は縮小 モー ドの ままである。その次のマルチ明細か ら拡張モー ドマルチ明細 に

な る(図6-14参 照)。

したが って、縮小 モー ド時 に通常モ ー ドのマルチ明細を組 み込むためには、TFD開 始子

を用 いて先に通常 モー ドへ移行させてか ら、 マルチ明細を開始す る。一般的な トランス レー

ター(送 信用)は この処 理を 自動的 に行 う。

く

2番 目
名無 しマル チ明 細 〆

く1番 目 〉 く 〉 〈3番 目 〉 ←4番 目→

∠
≡
百TFDl
蚕

TFD2 TFD3

闘

FBTFDl

睡

TFD2 TFD3
羅
『B

i羅

TFD1 苗TFD2一 TFD3
離
日
曄
TFD2 TFD3

彪
FC
> /

＼ヘッダー(Hex表 示)改 行 マーク

縮 小 モ ー ド

通 常 モ一ド指 示 トレーラ

通 常 モ ー ド〉∈

(2)

図6-14

*途 中 にTFD開 始 示があ・ても通 常 モードマルチ明 細 にならない。

縮 小 モ ー ドマル チ明 細(名 無 しマ ル チ 明細)

マルチ明細の複 数化 と省略

縮小モ ー ドマルチ明細のネ ス ト化 は禁止 され るが、複数化はで きる。すべての名無 しマル

チ明細はX'30'の 明細番号を持 って いることにす る。 この結果、明細番号付のマルチ明細 と

は区別されるが、複数化 した名無 しマルチ明細同士 は、明細番号が同一のため、区別がっか

ない。そのため、複数化 されたマルチ明細の順番の管理が重要であ り、図6-15に 示す よ う

に、左側のマルチ明細が空 の時は、全面省略せず にマルチ明細ヘ ッダーとマルチ明細 トレー

ラを残す ことが望 ま しい。

(3)マ ルチ明細のネ ス ト

縮小モー ドのマルチ明細 は、 いかな る場合 もネス ト化を禁止す る。

Hex表 示

マルチ明 細 トレーラ(X'FC')

マルチ明 細 ヘァダー(X'FA')

(省 略 された第 一 マルチ明 細)

マルチ明 細 トレーラ

マルチ明 細 ヘッダー

図6-15縮 小モー ドにおけるマルチ明細の複数化
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第7章 バ イ ナ リ ー デ ー タ の 構 造

バ イナ リーデータとは、EDIユ ーザーの長大BIT列 データを格納す るものである。CA

D/CAMデ ータや画像 データが これに相当す る。

7.1バ イ ナ リーデ ー タ の基 本 構造

一 つ のバ イ ナ リー デ ー タ は一 つの バ イナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ー
、複 数 のバ イナ リー ユニ ッ ト

そ して 、一 つ の バ イ ナ リーデ ー タ ・ トレーラで構 成 され る(図7-1参 照)。 バ イ ナ リー デ ー

タ ・ヘ ッダ ー とバ イ ナ リーデ ー タ ・ トレーラ は、251byteの 固 定 フ ォーマ ッ トで あ るが 、 バ

イナ リーユ ニ ッ トは 、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの格 納 モ ー ド(C23)の 値 に対応 し、X'5

3'(分 割 可 変 長)の 時、32001byteの 固 定 フ ォーマ ッ トとな り、X'20'かX'4D'(分 割 固

定 長)の 時 、251byteの 固定 フ ォーマ ッ トとな る。

但 し、 分 割 可 変長 の 時 の 最終 バ イ ナ リーユ ニ ッ トだ け は、 最 大32001byteの 可 変 長 フ ォ

ー マ ッ トで あ る(3 .00で の追 加 機 能)。

7.2バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー

バ イナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー は、251byteの 固定 フ ォー マ ッ トの デ ー タで 、 メ ッセ ー ジグ

ル ー プ内 に お いて 一 つ のバ イ ナ リー デー タの始 ま りを表 す(図7-2及 び表7-1参 照)。

① リン ク番 号(HO4)

同一 の メ ッセ ー ジ グル ープ 内で 、バ イ ナ リーデ ー タ とメ ッセ ー ジの論 理 的関 係 を示 す 。

同一 の 番 号 を 持つ バ イ ナ リー デ ータ とメ ッセ ー ジが 論 理 的 関係 にあ る ことを表 す 。

尚、 メ ッセ ー ジ内で は、 タ グ番号 がX'EFOO'(61184)のTFDが 、 この リンク番 号 の 項 目

に な る。 リ ンク番 号 の 値 そ の もの は運用 で 決 め るが 、通 常 必 要 な範 囲 にお いて ユ ニ ー クで

な けれ ば な らな い。

② フ ァイ ル 識別 名(HO5),7t－ マット識 別1名(HO6),圧 縮識 別 名(HO7)

これ らの 識 別 名 は、 あ る範 囲 でユ ニ ー クで な けれ ば な らな いが 、 識別 名 そ の もの は、 運

用 で決 め る。
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分割可変長(非 分割モ ー ド)時 のバ イナ リーデータの構造

iバイナリーデータ

λ アダー
l

l(251bvte)
i、 イナリ.ユ.,トl
l(32001bvte)

i,イ ナリ.ユ.,ト,
:(32001bvte)

● ■ ● ● ・〃 ・● ● ● ●

1バ イナリーユニットn

i(最 終 的 ・1一ユニ・ト)
:(32001bvteMax)

柑 リデ一夕

}レーラ

(251bvte)

Lx'40' 全－X'41' 全－X'42' 仙－X'49' 全－X'40'

分割固定長時 のバイナ リーデータの構造

iバイナリーデータ

㌔ ダー

1(251bvte)

…

鮒 リーユニット1

て251bvte)

::
Il

{‖ナリーユニット2附ll－ ユニット3

て251bvte):(251bvte)

i
l附 リーユニット4

:(251bvte)

● ■ ・〃・ ● ● ■ ● ■ ● ● ◆

鮒 リーユニット

i(最 終)

(251bvte)

iバイナllデータ

トレーラ

(251bvte)

Lx'40' 仁X'41' 全－X'42'全 －X'43' 全－X'44' 全－X'49' 他－X'40'

図7-1バ イ ナ リ ー デ ー タ の 構 造

0〕

91

91

ンーケンス

番 号

リンク

番号 フ ァ イ ル 識 別 名
.

5 4 80 ←

腺 、}ド区分(X'48')

一 分割区分(X'40')

byte数 一

12315525

フォーマ働 名 圧一 名 リ… 〃

←
323296

図7-2バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ヘ ッ ダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

表7-1バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ヘ ッ ダ ー の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 ・ 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 X'40'固 定,バ イナリーデータ・ヘッダーかトレーラ純 示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'48'固 定,バ イナリーデータ・ヘッダーであることを示 す。

DO3 9(5) シーケンス番号 メフ七一ジヘッダーのシーケンス番 号 と同 一 の意 味 を持 つ。メッセージヘフダーとバイナリーデータを区 別 せずに、1から

1つっ順 に付 番 する(文 字 コードJIS-XO201)。

HO4 9(4)

'

リンク番号 同 一 の メッセージグルーブ内 で、メッセージとバイナリーデータとの論 理 的 関 係 を 表 す。同 一 のリンク番 号 を

を持 つメッセージとバイナll－データとが論 理 的 関 係 にあることを表 す。

文 字 コードは、メァセージグルーブ・ヘフダーの文 字}ド8bit(C24)の 指 示 に従 う。

HO5 X(80) フ了イル識別名 バイナリーデータをローカルに保 存 する時 のファイル名 で、左 詰 めにセットし余 白 は空 白 で満 たす。

文 字 コードは、メフ七一ジグループ・ヘッダーの文 字}ド8bit(C24)の 指 示 に従 う。

HO6 X(32) フォーマット識 別 名 バイナリイ 一夕そのもののフォーマットを表 す識 別 名 で、左 詰 めにセフトし余 白 は空 白 で満 たす。

文 字]一 阻 、メッセージグルーブ・ヘッダーの文 字}ド8bit(C24)の 指 示 に従 う。

HO7 X(32) 圧縮識別名 バイナリーデータそのもののデータ圧 縮 方 法 を表 す識 別 名 で、左 詰 めにセットし余 白 は空 白 で満 たす。

文 字]一 ドは、メッセージグルーブ・ヘフダーの文 字 コード8bit(C24)の 指 示 に従 う。

FO8 X(96) リザーブ 将来の拡張の ため リザーブ(aHX'20'を セット)。
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7.3バ イナ リー ユ ニ ッ ト

バ イ ナ リー ユ ニ ッ トは、CAD/CAMデ ー タ、 イメ ー ジデ ー タそ の もので 、byte単 位 の ビ

ッ ト列 とす る。251bitの よ うな8の 倍 数 で な い ビ ッ ト列 は扱 わ な い。 バ イ ナ リーユ ニ ッ ト

の フ ォーマ ッ トは、分 割 可 変 長時 と分割 固定 長 時 で異 な って お り、 分 割 可 変 長 時 は32001

byte、 分 割 固 定 長 時 は251byteの 固定 長 フ ォーマ ッ トで あ る。EDIユ ーザ ーの ビッ ト列3

2000byte、250byteを 、 それ ぞ れ収容 す る。分 割 可変 長 にお い て32000byteあ る い

は分 割 固定 長 に お い て250byteを 越 え る ビッ ト列 を格 納す る場合 は 、格 納 構 造 の規 定 に した

が って分 割 され る(図7-3及 び表7-2参 照)。 但 し、分 割 可 変 長 時 の最 終 バ イ ナ リーユ ニ

ッ トにつ いて は、 最大32001byteの 可 変長 フ ォー マ ッ ト(最 大32000byteの ビッ ト列

を格 納 で き る)と す る こ とが で きる(3.00で の追 加機 能)。

尚 、 ビッ ト列 デ ータ の フ ォーマ ッ ト、す な わ ちCAD/CAMデ ー タ、 イ メ ー ジデ ータ そ の

もの の フ ォーマ ッ トに っ いて は、本 シ ンタ ックスル ー ルで は規 定 され な い。

7.4バ イ ナ リーデ ータ ・ トレーラ

バ イナ リーデ ー タ ・ トレー ラ は、 一 つ のバ イ ナ リーデ ー タの終 わ りを 表 す(図7-4及 び表

7-3参 照)。

① リン ク番 号(HO4)

バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ーの 「リンク番 号 」 と同一 の番 号 とす る。

② 最終 ユ ニ ッ ト有 効長(TO5)

バ イ ナ リーデ ー タは 、格 納構 造 に したが って 複数 の 固 定長 の バ イ ナ リーユ ニ ッ トに分 割

して格 納 され る。 この場 合 、一 般 的 に最 後 のバ イナ リーユ ニ ッ トに端 数 の デ ー タが 発 生 す

る。有 効 デ ー タ長 は、 そ の端数 の長 さを 表 して い る。 数 値 の1が1byteに 相 当 し、以 下 、

2が2byteに 、nがnbyteに 相 当す る。

③ 全 ユニ ッ ト数(TO6)

バ イ ナ リーデ ー タは 、格 納構 造 に したが って複数 の 固 定長 のバ イ ナ リーユ ニ ッ トに分 割

して格 納 す る。 全 ユ ニ ッ ト数 は、 そのユ ニ ッ ト数 を表 す(バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ー と

バ イ ナ リーデ ー タ ・ トレー ラを含 む)。
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最 終以外 のバ イ ナ リーユニ ッ ト 32001又 は

0

ノ

D 251周 定

ビッ ト列 デ ー タ

〃1

32000又 は 250 ←
L分 割 区 分(X'41'～X'48'の シーケンスの繰 返 し)

byte数 一

最終 のバ イ ナ リーユ ニ ッ ト 最 大32001の 可 変 長

5

byte数

図 了一3バ イ ナ リ ー ユ ニ ッ トの フ ォ ー マ ッ ト

表7-2バ イ ナ リ ー ユ ニ ッ ト の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 バイナリーユニットを示 す。X'41㌧X'48'の シーケンスの 繰 返 し、最 後 のバイナリー⇔ トはX'49'。

DlO B(

32000)

又 は

B(250)

バイナリーデータ 長 大 ビブト列 データを格 納 する。

分 割 可 変 長 では、長 大 ピァト列 データを32000byteづ っ単 純 に分 割 して格 納 する。

分 割 固 定 長 では、長 大 ピット列 データを250byteづ っ単 純 に分 割 して格 納 する。

最 終 のバイナll－エ ット(分 割 区 分(CO1)=X'49')の 時 は、端 数 のピット列 データを左 詰 めにセットす

る。この有 効 なビフト列 データの長 さ(byte数)を ノ{イナ|1一データ・トレーラの最 終 エ ット有 効 長(TO5)に

セットする。余 白 は、任 意 データで満 たす。 但 し、 分 割 可 変 長 では、バイナリーユニットを 最 大 長

32001byteの 可 変 長 レ}ド にして、余 白 を設 けなくてもよ1、。

0 〕 丞ユニヲト有効長25
ンーケンス

番 号

リンク

番号

‡差
フト数

リ ザ ー ブ 〃

5 4 4 4 232←
ロ ード区 分(X'48')

一 分 割 区 分(X'40')byte数 一

図7-4バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ ト レ ー ラ の フ ォ ー マ ッ ト

表7-3バ イ ナ リ ー デ ー タ ・ ト レ ー ラ の デ ー タ 項 目

識別 属性 データ項目名 説 明(設 定すべき値)

COl X(1) 分割区分 X'40'固 定,バ イナリーデータ・ヘフダーかトレーラ純 示 す。

CO2 X(1) レコード区 分 X'54'固 定,バ イナリーデータ・トレーラであることを示 す。

DO3 9(5) シーケンス番 号 バイナll－データ・ヘッダーのシーケンス番 号 と同 一 の値(文 字 コードJIS-XO201)。

HO4 9(4) リンク番号 同 一 の メッセージグルづ 内 で、メッセージとバイナリーデータとの論 理 的 関 係 を 表 す。同 一 のリンク番 号 を

を持 つメッセージとバイナリーデータとが論 理 的 関 係 にあることを表 す。文 字 コードは、メフセージグルーブ・ヘッダーの

文 字 コード8bit(C24)の 指 示 に従 う。ノ〈イナ!1一データ・ヘフダーのリンク番 号 と同 一 の値 。

TO5 Bin32 最終エット有効長 バイナll－データは、格 納 構 造 にしたがって複 数 の固 定 長 のバイナリーユニットに分 割 して格 納 される。この場 合 、

一 般 的 に最 終 のバイナリーユニ7トに端 数 砺 一夕が発 生 する。有 効 データ長 は、その端 数 の長 さを

表 している。数 値 の1が1byteに 相 当 し、以 下 、2が2byteに 、nがnbyteに 相 当 する。

TO6 Bin32 全 エ ット数 パイナll－データは、格 納 構 造 にしたが・て複 数 の固 定 長 のバイナリーユニットに分 割 して格 納 される。全 ユニット

数 日、その全 バイナリーユニット数 を表 す。尚 、全 パイナリーエ ット数 とは一 つのバイナll－データのユニット数 で、バイ

ナリーデータ・ヘフダーとバイナリーデータ・トレ ラを含 む。

FO7 X(232) リザーブ 将来の拡張 のため リザー ブ(al1X'20'を セット)。
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7.5バ イナ リー デ ータ の格 納 構造

バ イ ナ リー デ ー タは 、分 割 可変 長 時 も分 割 固 定長 時 も固 定長 で あ り、 下 記 の よ うに格 納 す る

(図7-5参 照)。

(1)分 割 可 変 長 時(メ ッセージグループ・勺 ダーの格 納 モード(C23・X'53'))

バ イナ リー デ ー タ ・ヘ ッダー(251byte)と バ イ ナ リー デ ー タ ・トレー ラ(251byte)

は、 それ ぞ れ一 つ の可 変 長 レコー ドに格納 す る。 そ して 、バ イ ナ リーユ ニ ッ ト(32001

byte)を 一 つ の可 変 長 レコ ー ドに格 納 す る。

但 し、 最 終 のバ イ ナ リーユ ニ ッ トにっ いて は、最大 長32001byteの 可 変長 レコー ドに

格納 す る こ とに して 、余 白の な い最 終 バ イナ リーユ ニ ッ トを用 い る こ とが で き る。

(2)分 割 固 定 長 時(メ ッセージグルーブ・ヘヲダーの格納 モード(C23・X'20'orX'4D'))

バ イナ リー デ ー タ ・ヘ ッダー(251byte)と バ イ ナ リー デ ー タ ・トレーラ(251byte)

は 、 それ ぞ れ一 つ の 固定 長 レコー ドに格 納す る。 そ して、 バ イ ナ リー ユニ ッ ト(251byte)

を一 つ の 固定 長 レコー ドに格 納 す る。

(3)分 割 区分 の シーケ ンス(各 レコー ドの 最初 の1byte)

①

②

バ イ ナ リー デ ー タ ・ヘ ッダー

バ イ ナ リーユ ニ ッ ト

③ バ イ ナ リー デー タ ・トレー ラ

X'40'

X'41'～X'48'の 繰 り返 し シ ー ケ ン ス,最 後 の

レコ ー ド(バ イ ナ リー デ ー タ ・ トレ ー ラ 直 前

の レ コ ー ド)は 、X'49'

X'40'

251byte32001byte32001byte

バイナリーデータ ビ ッ ト列 デ ー タ ビ ッ ト列 デ ー タ

ヘッダー

余 りは、任 意データを満 たす。

但 し、可変 長 レ コー ドな

ので 、余 りが で な い よ う

にす る こ とが で き る。

32001byte又 は251byte

最 大32001byteバ イナiJ－データ

ビ ッ ト列 デ ー タ トレーラ

分割固定長の時のバ イナ リーデータの レコー ド格納構造 余 りは、任意

「データを満 たす

メ ッ セ ー ジ

251byte

バイナリザ ータ

ヘツダー

251byte

ビ ッ ト列

デ ー タ

251byte

ビ ッ ト列

デ ー タ

● ● ● ● ● ● ● ■ ●

251byte

ビ ッ ト列

デ ー タ

251byte

バイナリーデータ

トレーラ

∈ 一 つ のバ イ ナ リーデー タ 〉

図7-5バ イ ナ リーデ ータ の格 納 構 造
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7.6設 計画像EDl専 用 デ ー タ タ グ番 号

タ グ番号rX'EFOO'(=61184)』 ～rX'EFOF'(ニ61199)』 までの16

種 のTFDを 設 計 画像EDI専 用 特 殊TFDと して 、 リザ ー ブす る。 これ らの特 殊TFDは 設

計 画 像 デ ータ指 示 子 と して 、 メ ッセ ー ジ内 のTFD(デ ー タ項 目)と して 用 い る。 この 内、 図

7-6に 示 す8種 につ いて 、 そ の 内容 を 規定 す る。残 りは、将 来 の 拡 張 に備 え て の リザ ー ブ と

る。

lEFOOl× ×1リ ンク番 号1

lEFOll× ×1フ ァイル識 別 名

lEFO21× ×1フt－ マヲ}識 別 名

lEFO31× ×1圧 縮 識 別 名

EFOC× × フ ァイル 名 メ モ

lEFODl× ×1フ ァイル 名 メモ

EFOE× × 任 意 メ ッセ ー ジ

EFOF× × 任 意 メ ッセ ー ジ

9属 性Max4byte

lX属 性Max80byte

lX属 性Max32byte

lX属 性Max32byte

X属 性Max250byte

lK属 性Max250byte

X属 性Max250byte

.K属 性Max250byte

図7-6予 約 された専用データタグ(設 計画像 データ指示子)

①X'EFOO'～X'EFOF'は セ ッ トで 用 い る。但 し、不 要 な もの は省 略で き る。

る。

②X'EFOO'～X'EFOF'は メ ッセ ー ジ中 で用 い る。

③'rリ ンク番 号(X'EFOO')』 は、 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ 内のn個 のバ イ ナ リー

デ ータを 区別 す る と もに、 特 定 の メ ッセ ー ジに対 応 す るバ イナ リー デ ー タを特 定 す る(図

7-7参 照)。

←一一 メッセージ・グループ

e.e.el

メ ッ ー ジ

リンク番号 が 同 一 番 号 で あ る こ とで対 応 付 けす る

(同 一 メ ッセ ー ジグル ー プ 内 の時 、 別 々の時 も考 え 方 は 同 じ)

1

ぶ '斑 斑

こ とで対 応 付 けす るプ バ イナ リーデ一 夕

図7-7リ ン ク番 号 に よ る メ ッセ ー ジとバ イ ナ リー デ ー タの リンク
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④ 『フ ァイル 識別 名(X'EFO1')』 は③ のrリ ン ク番 号』 で特 定 され るバ イ ナ リー

デ ー タ ・ヘ ッダー 内 のrフ ァイ ル識 別名 』 と同一 の 値 で な けれ ば な らない。rフ ァイ ル識

別 名』 は、 通 常 は受 け側 の 社 内 システ ムで 、 メ ッセ ー ジ と関 連設 計 画像 デ ー タ フ ァイ ル を

リン クす る ため に用 い る。

⑤ 『フ ォー マ ッ ト識別 名(X'EFO2')』 は、 設 計 画像 デ ー タ その もの の フ ォー マ ッ

トを表 す デ ー タ コ ー ドで あ る。③ のrリ ンク番号 』 で 特定 され るバ イナ リー デ ー タeNヘ ッ

ダ ー 内の 『フ ォーマ ッ ト識 別 名 』 と同一 の 値 で な けれ ば な らない 。 このデ ー タ コー ドは 登

録方 式 とす る必 要 が あ るが 、 本 シ ンタ ッ クスル ール で は規定 しな い。運 用 で 決定 す る。

⑥ 『圧 縮識 別 名(X'EFO3')』 は、 設 計画 像 デ ー タその ものの圧 縮 方 法 を示 す デ ー

タ コー ドで あ る。③ のrリ ンク番号 』 で特 定 され るバ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ー 内のr圧

縮識 別 名』 と同 一 の値 で な けれ ば な らな い。 このデ ー タ コー ドはrフ ォーマ ッ ト識 別 名 』

と同 じ く登 録 方 式 とす る必 要 が あ るが 、本 シ ンタ ックス ル ール で は規定 しな い。 運 用 で 決

定す る。

⑦ 『フ ァイル 名 メモ(X'EFOC'はX属 性、X'EFOD'はK属 性)』 は、 ユ ー ザ

ーが 使 用す る任 意 の メ モで あ る
。 この フ ァイ ル名 メモ は、 関連 す るバ イ ナ リー デ ー タヘ ッ

ダ ー に はな い。

⑧ 『任 意 メ ッセ ー ジ(X'EFOE'はX属 性、X'EFOF'はK属 性)』 は、 ユ ー ザ

ーが 使用 す る任 意 の メ ッセ ー ジで あ る。 この メ ッセ ー ジは、 関 連 す るバ イナ リーデ ータ ヘ

ッダ ーに は な い。

⑨ 複 数組 の 設 計 画像 デ ー タ指 示子 を メ ッセ ー ジ内で 用 い る時 は、 マル チ 明細 とす る。

⑩ 『リンク番 号 』rフ ァイル 識別 名 』rフ ォー マ ッ ト識別 名 』 『圧縮識 別 名 』 につ いて は、

関連 す る(rリ ンク番 号 』 で リンク され る)バ イナ リー デ ー タ ・ヘ ッダ ー内 に も同一 の 値

の デー タが あ る。 しか し、rフ ァイル名 メモ 』 とr任 意 メ ッセ ー ジ』 につ い て は、 バ イ ナ

リーデ ー タヘ ッダ ー 内 に は、 同一 の デ ー タは な い。
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第8章 特 殊 デ ー タ の 構 造

特 殊 デー タに は、 システ ム運用 電 文 等 の 要素 と して使 われ る251byte固 定 長 固定 フ ォー マ

ッ トの 特殊 メ ッセー ジとEDIサ ー ビス事 業者 へ 同報 を指 示 す るため の251byte固 定 長 固定

フ ォー マ ッ トの特殊 ヘ ッダ ー が あ る。 特 殊 デ ー タは一 つ の251byteの レコー ドに格 納 され る。

8.1受 信確認 メッセージ

(1)受 信確認 メ ッセージの機能

受信確認電文に使われ るメ ッセー ジで、受信者が解釈可能 な業務処理電文を受信で きたか

否 かを、発信者に通知す る。

② 受信確認 メ ッセージの構造

受信確認 メ ッセージ構造 を図8-1及 び表8-1に 示す。エ ラー フラグ1～5(E55～E59)

にセ ッ トす る値を表8-2に 示す。

表8-1受 信 確 認 メ ッ セ ー ジ の デ ー タ 項 目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

COl X[1] 分割区分 X"39"と す る 。

CO2 X[1] レ]一ド区 分 X"44"と す る 。

DO3 9[5] 順序番号 同一メッセージグルーブ内のメッセージの1順番 を表わす。メッセージグルーブ見 出 し直後のメッセージ

の順序番号を1とし、以後昇順に付養 する。標準数字文字5文 字を用 いる。

E51 129バイト

受信 メッセー ジグ

ループ見出 し前 半

(129バ イ ト)

の 内容

CO1 X[1] 分割区分
CO2 X[1] レコード区 分

CO3 X[1] 運用モー ド

CO4 X[12] 発信EDIサ ービス事業者'
CO5 X[12] 発 信 センタコード
CO6 X〔12] 発 信者 コー ド

CO7 X〔12] 受 信EDIサ ービス事業者

CO8 X[12] 受 信 センタコード
CO9 X[12] 受信者 コー ド
ClO X[4] BPID機 関 コー ド

C11 X[2] BPID副 機 関 コー ド

C12 X[2] BPID版

F11 X[12] 予約領域1
C14 X[4] 情報区分 コード

Cl5 9[3] 予約領域2
Cl6 9[3] 予約領域3
Cl7 X[2] 様式識別
Cl8 X[10] 交換参照番号
Cl9 X[12] 作成日付時刻

E52 37バイト

受信 メッセー ジグ

ループ後書 き前 半

(37バ イ ト)の

内容

COl X[1] 分割区分
CO2 X[1] レ]一ド区 分

EO3 9[5] 最終順序番号
EO4 9[15] 予約領域1
EO5 9[15] 予約領域2

E55
-"≡"一 －

E56

9[2]
←'一 ー ー 一'一 →,

9[2]
エ ラ ー フ ラ グ1
-'一 一 ー ー 一 一 ≡ ≡ ≡ ■ ≡ 一 合 ー ー 一'一 ー

エ ラーフラグ2
受 信側の トランスレーターが検出 したエ ラー。標準数字文字2文 字で表す。(注)一 一 ー ー ー ー ー 一 一 → 一 一 一 ≡ ● 一 ー 一'一 一,一 ≡ ≡"÷ 一 一'一 ー 一'≡ 一 ●=一,一 一 一,一}一 ■ ■ 一'"一 ー 一 ● 一 一 ≡=一 ≡ 一 ■ 一 ー ー ー ー ー 一 ● 一 ●'一 一'一'一 曹 ー ー

〃 〃 。 〃 〃 。(注)

E57 9[2] エ ラーフ ラグ3 〃 〃
。 〃 〃 。(注)

E58 9[2] エ ラー フラグ4 〃 〃 。 〃 〃 。(注)

E59 9[2] エ ラーフ ラグ5 〃 〃
。 〃 〃 。(注)

E60 9[12] 作成日付時刻 このメッセージを作成 した日付及び時刻を,標準数字文字のYYMMDDHHMMSS形 式 で表す。

F61 X「561 予約領域1 X"20"で 満 た す 。

注)"00"の 代 わ りに間隔文字(2文 字)を 用 いることがで きる。
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0

5

10

10

レコード区分
0722344650

順序番号
受信 メッセー ジグループ見 出 し前半(129バ イト)の 内容

発信EDIサ ー ビス事業者 発信セ ンタコー ド 発信者 コー ド 受信ED
1 1 51 1 1 12 12 12112

↑_分割区分

058708290100

受 信 メッセー ジグループ見 出 し前半(129バ イト)の 内容(続 き)

1サ ー ビス事業者 受信 セ ンタコー ド 受信者 コー ド 版 予約領域1

12 12粋 ド2 2 12

『ll機 関 コード

。1。2。 ㌣≡ コ石♪ll4124136麿 順序番㌔5。
信 メ ッセ ージ グループ見出 し前半(129バ イト)の 内容(続 き) 受 ≡メ・セ諺 畷 書き前半

交換参照番号 作成日付時刻 予約領域1
4 3 3 2 10 12L 1 5 15

予約領域2－F
約欝 誉識別

Ol5817318{ 195251

受 信 メッセージグルーブ後 き1き前 半(37バ イト)の 内容(続 き) エ ラーフラグ

作成日付時刻 描1予約領域1(続 き) 予約領域21 2 3 4 5

152 2 2 2 2 12156

はん例 左端を0と した時の位置 →0

を表す(10進 表示)

データ長を表す(10進 表示)

図8-1受 信 確 認 メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト

表8-2受 信 確 認 メ ッセ ー ジ,エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジで 表 示 さ れ るエ ラ ー コ ー ド

→Ol〕0ε :

データ要素名 ＼
示)・

・>8
＼
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8.2エ ラー情報 メ ッセ ー ジ

(1)エ ラー情 報 メ ッセ ー ジの機 能

エ ラー情 報電 文 に使 わ れ るメ ッセ ー ジで 、EDIサ ー ビス事 業 者が 、 交換 処 理 に際 しエ ラ

ー が 発生 した ことを 、電 文 発信 者 に通 知 す る。

② エ ラー情 報 メ ッセ ー ジの構 造

エ ラー情 報 メ ッセ ー ジの構 造 を 図8-2及 び表8-3に 示 す 。 エ ラー フラ グ1～5(E75～

E79)に セ ッ トす る値 を表8-2に 示 す 。

。。↓一レ『 ㍗22,4465。

順序番号

エラー メ ッセー ジグループ見出 し前半(162バ イト)の 内容

発信EDIサ ービス事業者 発信セ ンタコー ド 発信者コー ド 受信ED
1 1 51 1 1 12 12 12112

↑_分割区分

5058708290|00

1サ ービス事業者 受信セ ンタコー ド

　 ツ巳 　噺 馨 ご 噸 芒
版 予約領域1

12 1,粋 ド 2 12

但 副 機関]一ド

100 1。2ぱ 報区分コニ∫ll412413614815。

〆 エ ラー メ・セージグループ見 出 し前半
交換参照番号 灘 謬 竿r-・

4 3 3 2 10 1212

ポ 慧劇版数

予纐 域2一 輻
約議 『識別

禰 鷲
佃 ξ管呼 号 剛 ㎜

エラ㎏ ッセージグトブ見出 し} lj半(162ル rト)の 内容 一 メッセージグルーブ後 書 き前 半(37バ イト)の 内容
∨ 、/

予約領域7 ・iF約領 域8
レ

予約領域1 予約領域2

61 1 1 1 1 5 51 1 5 15 15

罐 季㌫ 」↑
爪 予約領域6

2バイト文字集合

20 0201 3

エ ラ ーフラグ

216228

5作 成 日付時刻

`

1 2 3 4 予…1X
2 2 2 2 212 23

はん例

データ長を表す

(10進表示)

e/左 端を0と した時の位置を表す(10進 表示)

図8-2エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジの フ ォーマ ッ ト
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表8-3エ ラ ー 情 報 メ ッ セ ー ジ の デ ー タ 項 目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

CO1 X[1] 分割区分 X"39"と す る 。

CO2 X[1] レコード区 分 X"44"と す る 。

DO3 9[5] 川頁序番号 同一メッセージグループ内のメッセージのll頂番 を表わす。メフセージグルーブ見出 し直後 のメッセージ

の順序番号を1とし、以後昇順に付養す る。標準数字 文字5文 字 を用 いる。

E71 162バ イト

エラーメ ッセー ジ

グルーブ見 出 し前半

(162バ イ ト)

の 内容

CO1 X[1] 分割区分
CO2 X[1] レコード区 分

CO3 X[1] 運用モー ド

CO4
.一 ー 一 ≡ 一 －

CO5

X[12]
・ 一 一,r,"一 一'←

X[12]
,発 信1迎 サニ已 妻 業 者1__一 一___一___一_.,_一__

発 信 センタコード

CO6 X[12] 発信者 コー ド
CO7 X[12] 受信EDIサービス事業者
CO8 X[12] 受 信 センタコード
CO9 X[12] 受信者コー ド
ClO X[4] BPID機 関 コー ド

C11 X[2] BPID副 機 関 コー ド

C12 X[2] BPID版

Fll X〔12] 予約領域1
Cl4 X[4] 情報区分コード

C15 9〔3] 予約領域2
C16 9[3] 予約領域3
C17 X[2] 様式識別
C18 X[10] 交換参照番号
C19 .X[12] 作成日付時刻
F12 X[1] 予約領域4
C21

A"一 ≡≡ ≡

C22

X[6]
=≡-● ● 一 ・ 一 ー ー--

X[1]
,構 文 規 則 識 別 版 数.__,.___,_,__一___:一 一

予 約 領 域5

C23 X[1] 格納モー ド

C24 X[1] 1バ イ ト文字集合

C25 X[1] 2バ イ ト文字集合
C26 X[1] 予約領域6
C27 9[5] 予約領域7
C28 9[5] 予約領域8

E72 37バ イト

エ ラーメ ッセー ジ

グルーブ後書 き前半

(37バ イ ト)の

内容

COl X[1] 分割区分
CO2 X[1] レコード区 分

EO3 9[5] 最終順序番号
EO4 9[15] 予約領域1
EO5 9[15] 予約領域2

E75
-一'≡-● 一 ≡ 「

E76

9[2]
一 ≡ ≡ 一 ー ー 合 一 ・,

9[2]
エ ラーフラ グ1

■ ・ 一 ・ 一 一 一 一'A→ 一 ← 一 合 一 ≡ ≡ 一 合 ー ー

エラーフラ グ2
一検 出.L左i三 三二叉一援準数 妻文字2文 室で表す9_(注)__一._.一___一_一

〃 。 〃 〃 。(注)

E77 9[2] エ ラーフラ グ3 〃 。 〃 〃 。(注)

E78 9[2] エラーフラ グ4 〃
。 〃 〃 。(注)

E79 9[2] エラーフラ グ5 〃
。 〃 〃 。(注)

E80 9[12] 作成日付時刻 この'メ ッセー ジを作成 した日付及 び時刻を,標 準数字文字のYYMMDDHH雌SS

形 式 で表 す。

F81 X[23] 予約領域1 X"20"で 満 た す 。

注)"00"の 代わ りに間隔文字(2文 字)を 用 いることがで きる。
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8.3同 報 ヘ ッダー(オ プ シ ョン)

(1)同 報ヘ ッダーの 機 能

同報 ヘ ッダー は、 メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー の直 前 に付 加 す る ことで、 直後 の1メ ッ

セ ー ジ ・グル ー プが 同報 電 文(メ ッセ ー ジ グル ープ)で あ る こ とを 、EDIサ ー ビス事 業 者

へ 指示 す る。

② 同報 ヘ ッダ ーの 構造

同 報ヘ ッダーの 構 造 を 図8-3及 び 表8-4に 示す 。

一 つ の 同報ヘ ッダ ー で
、 同 報 通 知 先6カ 所 まで指 定 で き る。7カ 所 以 上 の時 は、継 続 区 分

(BO4)を 、X'43'(継 続 有 り)と して、 さ らに同報 ヘ ッダー を並 べ る。 最後 の 同 報 ヘ ッダー

の 継続 区分(BO4)は 、X'45'(継 続 無 し)と す る。

尚、バ ー ジ ョ ン3.00の 同 報 ヘ ッダーの フ ォー マ ッ トは、2.10以 前 の バ ー ジ ョ ンの

フ ォーマ ッ トと は異 な るの で 、 注 意 を要 す る。

0

5

10

15

20

。「鯖4分 50

同報通知先1

管El 同報EDIサ ービス事 業者1 管セ1 同報 セ ンタ コー ド1 管受1 同報受信者1
1 ll 1 13 12 3 12 3 12
^↑ し 同報個数

運用モー ド
ー 分割区分

O

l同 報通知先2

95100

同報EDIサ ービス事業者2管 セ2 同 報セ ンタコー ド2 借受2 同報受信者2^ 穿E3 同

F§2 12 3 12 3 12 3

同髄 知先3141
150

EDIサ ービス事業者3菅 セ3 同報 セ ンタコー ド3 答受3 同報受信者3 同報EDIサ ー

12 3 12 3 12千 号4 12

同報通知先4

185200

'ス事 業者4菅 セ3
同報 セ ンタコー ド4 借受3 同報受信者4管E5 同報EDIサ ービス事業者5

3 12 3 123 12

0 230 251

同報通知先5 予約領域1
セ3 同報セ ンタコー ド5 管受3 同報受信者5
3 12 3 12 21

はん例

データ長を表す

(10進表示)

注)管En

管 セn

管受n

n

OI

＼

,〆 左端をo㌔『塒 の位1

データ要素名 ＼
、8 ＼

受信EDIサ ー ビス事 業者n管 理機関 コー ド

受信 セ ンタコー ドn管 理 機関 コー ド

受信者 コー ドn管 理機 関 コー ド

1～5

図8-3同 報 ヘ ッ ダ ー の フ ォ ー マ ッ ト
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表8-4同 報 ヘ ッ ダ ー の デ ー タ 項 目

記号名 データ型

(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

CO1 X[1] 分割区分 X"30"固 定 。

CO2 X[1] レコード区 分 X"42"固 定 。

CO3 X[1] 運用 モー ド X"20"又 はX"30"は 通 常電 文を表 し,X"31"は 試 験電文 を表す。

BO3 X[1] 継続区分 継 続 無 し:X"45",継 続 有 り:X"43"

BO4 X[1] 同報個数 この見出内の同報宛先の個数を表す。個数は標準数字文字で表す。

Bl1 X[3] 管El 縮小標準文字3文 字のコー ド。
Bl2 X[12] 受信EDIサ ービス1

"12"
。

B13 X[3] 管セ1 "3"
。

B14 X[12] 同 報 センタコード1 "12"
。

Bl5 X[3] 管受1 〃3"
。

Bl6 X[12] 受信者 コー ド1 "12"
。

B21 X[3] 管E2 縮小標準文字3文 字のコー ド。

B22 X[12] 受信EDIサ ービス2
"12"

。

B23 X[3] 管セ2 "3"
。

B24 X[12] 同 報 センタコード2 "12〃
。

B25 X[3] 管受2 "3"
。

B26 X[12] 受信者 コー ド2 "12"
。

B31 X[3] 管E3 縮小標準文字3文 字のコー ド。
B32 X[12] 受 信EDIサ ービス3 "12〃

。

B33 X[3] 管セ3 〃3〃
。

B34 X[12] 同 報 センタコード3 "12〃
。

B35 X〔3] 管受3 "3"
。

B36 X[12] 受信者コー ド3 "12"
。

B41 X[3] 管E4 縮小標準文字3文 字のコー ド。

B42 X[12] 受信EDIサ ービス4
"12"

。

B43 X[3] 管セ4 "3ノ ノ
。

B44 X[12] 同報セン如一ド4 "12"
。

B45 X[3] 管受4 "3"
。

B46 X[12] 受信者コー ド4 "12"
。

B51 X[3] 管E5 縮小標準文字3文 字のコー ド。
B52 X[12] 受信EDIサ ービス5 "12"

。

B53 X〔3] 管セ5 "3"
。

B54 X[12] 同 報 センタコード5 "12〃
。

B55 X[3] 管受5 "3〃
。

B56 X[12] 受信者 コー ド5 "12"
。

F23 X[21] 予約領域1 X"20"で 満 た す 。

注1)管En

受 信EDIサ ービスn

管 セn

管 受n

n

:受 信EDIサ ー ビス事業者n管 理機関 コー ド

:受 信EDIサ ー ビス事業者n

:受 信 セ ンタコー ドn管 理機関 コー ド

:受 信者 コー ドn管 理機関 コー ド

:1～5
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第9章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ の 構 造

メ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラ は、 メ ッセ ー ジグル ー プの終 りを 示す トレー ラで 、図9-1

及 び表9-1で 示 す251byteの 固 定 長 固定 フ ォーマ ッ トで あ る。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・トレ

ー ラ は、一 つ の251byteの レコ ー ドに格 納 され る。

ハ ッシ ュ トータル1及 び2(EO4及 びEO5)は ブ ラ ン ク(X'20')か ゼ ロ(X'30')と す る。

ll

順序番号

5

レコード区分

割区分

予約領域1

15

メ ッセー ジ実長

37

≧

251

予約領域2

慧315 213

はん例

データ長を表す

(10進表示)

を/左 端を0と した時の位080)

_遁 素名 ＼一8＼

図9-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ の フ ォ ー マ ッ ト

表9-1メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ の デ ー タ 項 目

記号名 データ型
(長 さ)

データ要素名 備 考(設 定すべき値)

COl X[1] 分割区分 X'30'と す る 。

CO2 X[1] レコード区 分 X'45'と す る 。

EO3 9[5] 最終順序番号 メフセージグルーブ後書 き直前のメフセージの順序番号 と同一 の値 を設定す る。標準数

字文字5文 字 を用 いる。

EO4 9[15] 予約領域1 X'20'又 はX'30'で 満 た す 。

EO5 9[15] 予約領域2 X'20'又 はX'30'で 満 た す 。

F51 X[213] 予約領域3 X'20'で 満 た す 。
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第10章 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ の 構 造

10.1メ ッセ ー ジグ ル ー プの 構造

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー 内の短 縮 表 示(C29)の 値 がX`20'又 はX`53'の とき、 そ の メ

ッセ ー ジグル ー プが 短 縮 型 で な い こと(通 常 の メ ッセ ー ジ グル ー プ)を 意 味 す る。X`49'の と

きは短 縮型 メ ッセ ー ジグ ル ー プで あ る。

メ ッセ ー ジグル ー プ は 、次 の 規則 に従 って 、 メ ッセ ー ジ グル ー プ構成 要 素 を 並 べ た構 造 で あ

る。

(1)メ ッセ ー ジグル ー プ の先 頭(左 端)

メ ッセ ー ジグル ー プの先 頭(左 端)に は、 メ ッセー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーを 置 か な けれ ば

な らな い。

② メ ッセ ー ジグル ー プの 末尾(右 端)

メ ッセ ー ジ グル ー プの 末尾(右 端)に は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・トレー ラ を置 か な けれ ば

な らな い。

(3)メ ッセ ー ジ グル ー プ内 構 成

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ の 間 に、 次 に示 す メ ッセ

ー ジ グル ープ構 成 要 素 を 含 め る ことがで き る。

① セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジは、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー の直 後 にな け れ ばな らな い。 また 、

一 つ の メ ッセ ー ジグル ー プの 中 に一つ だ け含 め る こ とが で き、 この メ セ ー ジ と対 にな るセ

キ ュ リテ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジが 、 同一 メ ッセ ー ジグ ル ー プ内 に な けれ ば な らな い。

② 業務 メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジは、 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ 内に複 数 含 め る こ とが で きる。

③ 受信 確 認 メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジ は、 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ 内 に複 数含 め る こ とが で きる。

④ エ ラー情 報 メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジ は、 同一 メ ッセ ー ジ グルー プ内に複 数 含 め る こ とが で きる。

⑤ サ ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジ は、 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ内 に複 数 含 め る ことが で き る。 但 し、 この

メ ッセ ー ジの 直 後 に、業 務 メ ッセ ー ジ、受 信 確認 メ ッセ ー ジ、 エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジ又 は

バ イナ リー デ ー タが な け れば な らな い。

⑥ セ キ ュ リテ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ

この メ ッセ ー ジ は、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの 直前 に な けれ ば な らな い。 ま た、

一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プの 中 に一 つ だ け含 め るこ とが で き、 この メセ ー ジと対 にな るセ
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キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジが 、 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ内 に な けれ ば な らな い。

⑦ バ イナ リー デ ータ

バイ ナ リーデ ー タ は、 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ 内 に複数 含 め る ことが で き る。

(4)禁 止 され る メ ッセ ー ジグ ル ープ 内構 成

次 のメ ッセ ー ジ グル ー プ 内構 成 を禁 止 す る。

① 受信 確 認 メ ッセ ー ジ及 び業務 メ ッセ ー ジを 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ内 に含 む構 成。

② 受信 確 認 メ ッセ ー ジ及 びエ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジを 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ内 に含む 構 成。

③ 受信 確 認 メ ッセ ー ジ及 びバ イナ リデ ー タを 同 一 メ ッセ ー ジグル ー プ 内 に含 む構成 。

④ エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジ及 び業 務 メ ッセ ー ジを 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ内 に含 む構 成 。

⑤ エ ラー情 報 メ ッセ ー ジ及 びバ イ ナ リデ ー タを 同一 メ ッセ ー ジ グル ー プ内 に含 む構 成 。

(5)ゼ ロ件電 文

メ ッセ ー ジグル ー プが 、 メ ッセ ー ジ グル ープ ・ヘ ッダー及 びメ ッセ ー ジ グル ープ ・ トレー

ラ だけ で構 成 され る電文 で あ る。

(6)同 報 ヘ ッダ ー

同報 ヘ ッダ ーは、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの 直 前 にな けれ ば な らな い。

交 換

又 は1接

ファイル交 換

フ ァイ ル

メッセージ

グルーブ

↓

ジ

は

ラ

↑

又

"

ツ

イ

」♪

パ

TFD

1・・+・グ・いブ柄
メッセージ1又 は バイナリーデータ1 ・ ◆ ● ・ ・ ■ ● ● ● ●

バイナ リーデーヘ メッセー ジ

メッセージグ1いプ ト

メ ッ セ ー ジ
＼

MH TFDl ◆ ■ ● TFDn TE BDH バイナ リ単位
ll1

BDT 特 殊 メブセージ

バイナリ

単 位データ・タグ データ長 デ ー タ 制御タグ ビ ッ ト列 デ ー タ

仁 分割区分

注)MH:メ ッセ ー ジヘ ッダ ー

TE:TFD領 域 終 端 子

BDH=バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダー

TS:TFD領 域 開始 子

BDT:バ イ ナ ター デ ー タ ・ トレー ラ

図10-1メ ッセ ー ジグル ー プ の基 本 構成(フ ァイル転 送 シ ステ ム使 用 時)
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10.2業 務 処理 電 文 の構 造

業 務 処理 電 文 は 、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダー 、セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ、 サ

ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ、 業務 メ ッセー ジ、 バ イナ リデ ー タ、 セ キ ュ リテ ィ ト

レー ラ ・メ ッセ ー ジ及 び メ ッセ ー ジ グル ープ ・トレー ラの7種 類 の構 成 要 素 で構 成す る。

① セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジは、 セ キ ュ リテ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ と対 にな り、

そ れ を含 む メ ッセ ー ジ グル ー プ全 体 のセ キ ュ リテ ィ制 御 を行 う。`

② サ ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ は、 直後 にあ る一 つ の業 務 メ ッセ ー ジ又 は一

つ のバ イナ リー デー タ の セキ ュ リテ ィ制御 を 行 う。サ ブ ・セキ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ

ー ジの 直後 に、 業 務 メ ッセ ー ジ もバ イナ リー デ ー タ もな けれ ば 、 そ のサ ブ ・セ キ ュ リテ ィ

ヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジは無 効 で あ る。

③ メ ッセー ジグル ー プ 内 に、 業務 メ ッセ ー ジ もバ イ ナ リー デ ー タ もな けれ ば 、 ゼ ロ件 運 用

電 文 で あ る。

表10-1業 務処理電文 の構成要素

構 成 要 素
同報 ヘ ッ

ダ ー

メッセージクルー

プ・ヘッダー

セキュリティヘッ

ダーメフセージ

サブセキュリティ

ヘフダーメッセージ

業務 メ ッ

セ ー ジ

バ イ ナ リ

ー デ ー タ
セキュリティトレ

ラーメフセージ

メッセージグルー

ブ・トレーラ

必須選択区分 ○ ● △ ○*1 ○*2 ○*2 △ ●

・
△
鴎

勘 必 須 。 ○:選 択(省 略 可)。

選 択 。セキュリティヘフダー・メッセージ及 びセキュリティトレラ・メッセージは、必 ず 対 で使 用 しな け れ ば な らな い 。

直 後 に、 業 務 メ ッセ ー ジ又 は バ イ ナ リーデ ー タがな けれ ば な らな い。

業務 メ ッセ ー ジ及 びバ イ ナ リー デ ー タの両 方 を省 略す る とゼ ロ件 運 用電 文 に な る。

メッセージグループ・ヘッダー キュリティヘヲダー●メヲセージ 業 務 メヲセージ ● ● ● ■ キュリディトレーラ・メヲセージ メヲセージグループ●トレーラ

図10-2業 務処理電文の構成例

10.3運 用 電文 の 構造

運 用電 文 は、 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー、 セ キ ュ リテ ィヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ、 サ ブ ・

セ キ ュ リテ ィヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ、受 信確 認 メ ッセー ジ、 エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジ、 セ キ ュ リ

テ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ及 び メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレーラの7種 類 の メ ッセ ー ジ グルTプ

構 成 要 素 で 構成 す る。

① セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジは、 セ キ ュ リテ ィ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ と対 に な り

それ を含 む メ ッセ ー ジ グル ー プ全 体 のセ キ ュ リテ ィ制御 を 行 う。

② サ ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジは、直 後 に あ る一 つの 受 信確 認 メ ッセ ー ジ又

は一 つ の エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジの セ キ ュ リテ ィ制御 を行 う。 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー

・メ ッセ ー ジの 直後 に 、受 信 確 認 メ ッセ ー ジ もエ ラー情 報 メ ッセ ー ジ もな けれ ば 、 そ の サ

ブ ・セ キ ュ リテ ィヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジは無 効で あ る。
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③ 同一 の メ ッセ ー ジ グル ー プ内 に、受 信 確 認 メ ッセ ー ジとエ ラ ー情 報 メ ヅセ ー ジを 同 時 に

含めることはで きない。

④ メ ッセ ー ジグル ープ 内 に、 受信 確 認 メ ッセ ー ジ もエ ラー情 報 メ ッセ ー ジ もな けれ ば 、 ゼ

ロ件運 用 電文 で あ る。・

⑤ エラー情報電文 は、EDIサ ー ビス事業者が顧客(ユ ーザ)に 対 し、EDIサ ー ビス処

理過程で発生 したエ ラー情報 などを通知す るために用 いる。

表10-2運 用電文の構成要素

構 成 要 素
同 報 ヘ ッ

ダー

メッセージグルー

ブ・ヘッダー

セキュリテハ ッ

ダーメッセージ

サブセキュリティ

ヘッダーメァセージ

受 信確 認

メッセージ

エラー情 報

メッセージ

セキュリティトレ

ラーメッセージ

メッセージグルー

ブ・トレーラ

必須選択区分 ○ ● △ ○*1 ◎*2 ◎*2 △ ●

注)●:必 須 。 ○:選 択(省 略可)。

△:選 択 。 セキュリテハ ッダー・メッセージ及 びセキュリティトレーラ・メッセージは、 必 ず 対 で使 用 しな け れ ば な らな い。

○*1:直 後 に 、受 信 確 認 メ ッセ ー ジ又 は エ ラ ー情 報 メ ッセ ー ジが な けれ ば な らな い。

◎*2:受 信 確 認 メ ッセ ー ジ及 び エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジを 、 一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プ内 に 同時 に

含め る こ とはで きな い 。受 信 確 認 メ ッセ ー ジ及 びエ ラー情 報 メ ッセ ー ジを両 方 と も省 略 す

と、 運 用電 文 にな る。

く

(受

メッセージクループ・ヘッダー

ξ…251バ イト 〉 ∈

メ ッセ ー ジ グ ル ー プ

(受 信 確 認 メッセージは 複 数 でもよい。)

受 信確 認 メ ッセ ー ジ

ー メッ七一ジグループ・ヘッダーの 情 報 区 分 コ斗

一 メッセージグルーブ・へ7ダーの 様 式 種 別

一 受 信 確 認 メ
ッ セ ー ジ の 順 序 番 号

一 メッ七二ジグループ・ト杉 ラの 最 終 順 序 番 号

251バ イト

〉

い。)

1 メッセージグルーブ ・トレーラ

、」
/1 〈251バ イト 〉

9001(X`39303031')

20(X`3230')

通 常,00001(X`3030303031')

通'常,00001(X`3030303031')

図10-3受 信確認電文の構成例

∈

(エ

メッセージグルーブ・ヘッダー 1
」

∈ 251バ イト つ く

メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ

(エラー情 報 メッセージ は 複 数 でもよい。)

エ ラ ー 情 報 メ ッ セ ー ジ

ー メフセージグルーブ・ヘッダーの 情 報 区 分 コード

ー メッ七一ジグループ・ヘッダーの 様 式 種 別

一 エラー情 報 メ ッ セ ー ジ の 順 序 番 号

一 メフセージグルーブ・トレーラの 最 終 順 序 番 号

25Mイ ト

よい。)

〉

メヲセージグルーブ ・トレーラ

〉 、251,イ ト ・1

9201(X`39323031')

20(X`3230')

通 常,00001(X`303030303ド)

通 常,00001(X`3030303031')

図10-4エ ラー情報電文の構成例

メ ッセ ー ジ グ ル ー プ

ー メッセージグルーブ・ヘァダーの 情 報 区 分]一 ド9101(X`39313031')

一 メッ七一ジグ1いブ・ヘッダーの 様 式 種 別2 ・0(X`3230')

一 メッセージグルーブ・トレーラの 最 終 順 序 番 号 通 常 ,0000

図10-5ゼ ロ 件 運 用 電 文 の 構 成 例

(X`3030303031')
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10.4同 報 電文の構造

同報電文 は、同報ヘ ッダー及びメ ッセー ジグループを この順番に並べて構成す る。

① 同報ヘ ッダーは、直後の一つのメ ッセージグループが同報電文であることを示す。同報

ヘ ッダーの直後 にメ ッセー ジグループがないときは、その同報ヘ ッダーは無効である。

② 一つの同報ヘ ッダーで5か 所の最終宛先を指定で きる。6か 所以上の最終宛先 を指定す

るときは、同報ヘ ッダーを複数使用す る。同報ヘ ッダーを複数使用す るために、同報ヘ ッ

ダー内の継続区分(BO3)を 用 いて制御を行 う。ある同報ヘ ッダー内の継続区分(BO3)の 値

がX"43"の ときは、さ らに同報ヘ ッダーが継続 して いることを表 し、継続区分(BO3)の 値

がX"45"の ときは同報ヘ ッダーの継続がない ことを表す。

a)継 続 区 分(BO3)の 値がX`43'

b)継 続 区 分(BO3)の 値がX`45'

継続有り

継続無し

③ 同報ヘ ッダーは、最初の送信者か ら、同報処理をサー ビス して いるEDIサ ー ビス事業

者へ、同報電文である ことを通知す るときに用 いる。 同報ヘ ッダーは、EDIサ ー ビス事

業者内での同報処理 の過程で削除され、通常 のメッセージグループと同一の形 に変換 され

て、最終送信者へ送 られ る。

同網綱 ≡)ゴ

同 報 ヘヲダー-11-2ii-3i

　
L同 報ヘヲダーは複数使 うことも可能

図10-6同 報電文の構成例
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第11章 短 縮 形 メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ の 構 造

メ ッセー ジグル ー プ ・ヘ ッダー 内の 短 縮表 示(C29)の 値 がX"49"の と き、 そ の メ ッセ ー ジ グ

ル ー プ は短 縮 型 メ ッセ ー ジグル ー プで あ る こ とを意 味す る。X"20"又 はX"53"の と きは、 通常

の メ ッセ ー ジグル ー プで あ る(第10章 参 照)。

短 縮 型 メ ッセ ー ジグル ー プ は、 基 本 規 則 に従 って 、 メ ッセ ー ジグル ー プ構成 要 素 を並 べ た構

造 で あ る。

11.1基 本規 則

(1)メ ッセ ー ジグル ー プの 先頭(左 端)

メ ッセ ー ジグル ー プの 先頭(左 端)に は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー を置か な け れ ば

な らな い。

② メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー の 直後

メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダー の 直後 に、 次 に示 す 構成 要 素 の 中か ら一 つ を選 び、一 つ 並

べ な けれ ば な らな い。

① サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ

② 業務 メ ッセ ー ジ

③ バ イ ナ リー デ ータ

④ 受信 確 認 メ ッセ ー ジ

⑤ エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジ

(3)サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジの 直後

サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジの 直後 に、 次 に示 す 構 成要 素 の中か ら一 つ を選 び、 一 つ

並 べ な けれ ば な らな い。

① 業務 メ ッセ ー ジ

② バ イナ リーデ ー タ

③ 受 信 確 認 メ ッセ ー ジ

④ エ ラー情 報 メ ッセ ー ジ

11.2短 縮 形 業 務処 理 電文 の構 造

短 縮形 業 務処 理電 文 は,メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ、

業 務 メ ッセ ー ジ及 びバ イ ナ リデ ー タの,5種 類 の メ ッセ ー ジグル ー プ構 成 要 素 で構 成す る。

① 短縮 形 業務 処理 電 文 は、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジを含 まな い場 合 は、 二つ の メ ッ

セ ー ジグル ー プ構 成 要 素 で構 成 し、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジを含 む場 合 は 、三 つ の

メ ッセー ジグル ー プ構 成要 素 で 構成 す る。

② サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジは 、直 後 にあ る一 つ の 業務 メ ッセ ー ジ又 は一 つ のバ イナ

リデ ータ の安 全保 護 制御 を行 う。

一54一



交 換

(メヲセージ

グループ)

メヲセージ

又 は

バイナリーデータ

TFD

i接 続i
■ iメ ・セージグループ ・・ダー

メヲセージ1 又は ・剛 チ タ11i切 断i :

メ ッ
一 ジ

メ ッセ ー ジ バ イ ナ リーア ー
、

MH TSTFD1… TFDn TE BDH バイナ リー単位
|「|

BDT 特殊 メッセづ

データ・タグ データ長 デ ー タ 制御クグ

バイナリ

単 位 ビッ ト列 デー タ

↑一 分割 区分

注)MH:メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーTS:TFD領 域 開始 子
TE:TFD領 域 終 端 子

BDH:バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ーBDT:バ イ ナ リー デ ー タ ・ トレーラ

図11-1短 縮形 メ ッセ ー ジグル ー プの 基 本構 成(サ ブ・セキュリティ・メッセージを使 用 しな い と き)

表11-1短 縮形業務処理電文 の構成要 素

構 成 要 素
同報 ヘ ッ
ダ ー

メヲ七一ジ グル
ープ 勺 ダー

サブ・セキュリティ
・メッセージ

業 務 メ ッ
セ ー ジ

バ イ ナ リ
ー デ ー タ

必須選択区分 ○ ● ○*1 ○*2 ○*2

注)●:必 須。 ○:選 択(省 略可)。

○*1:直 後に,業 務メ ッセージ又 はバイナ リーデータが なけれ ばな らない。○
‡2:業 務メ ッセ ージ及 びバイナ リーデータの両方を,同 時 に含め ることはで きない。

両方 とも省略す ると,短 縮形ゼ ロ件運用電文 となる。

メッセージ・グループ・ヘッダー サブ●セキュリティ●メヲセージ 業 務 メヲセージ

図11-2短 縮形業務処理電文の構成例

113短 縮 形運 用 電 文 の構 造

短 縮 形運 用電 文 は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ、 受

信 確 認 メ ッセ ー ジ及 びエ ラー情 報 メ ッセ ー ジの,5種 類 の メ ッセ ー ジ グル ー プ構 成 要 素 で構 成

す る。

① 短 縮 形 運用 電 文 は、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジを含 まな い場 合 は、 二 つ の メ ッセ ー

ジグル ー プ構 成 要 素 で構 成 し、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセー ジを 含 む場 合 は、 三 つの メ ッ

セ ー ジグル ー プ構 成 要 素 で 構成 す る。

② サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジは、 直後 に あ る一 つ の 受信 確 認 メ ッセ ー ジ又 は一 つ の エ

ラ ー情 報 メ ッセ ー ジの 、 安 全保 護 制 御 を行 う。
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③ 一 つ の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーだ け で構 成 され た メ ッセ ー ジ グル ープ は、 ゼ ロ件 運

用電文である。

④ エ ラー情報電文 は、EDIサ ー ビス事業者が顧客(ユ ーザ)に 対 し、EDIサ ー ビス処理

過程で発生 したエラー情報 などを、通知す るために用 いる。

表11-2短 縮形運用電文 の構成要素

構 成 要 素
同報 ヘ ッ
ダ ー

メッ七一ジ グル
ーア ～ ダー

サブ・セキュリティ

・メッセージ

受信 確 認

メヲ七一ジ

エラー情 報

メヲセージ

必須選択区分 ○ ● ○*1 ◎*2 ◎*2

:選 択(省 略可)。●=必 須。 ○注)

○*1:直 後 に、受信確認メ ッセー ジ又 はエ ラー情報 メ ッセー ジがなければな らない。
◎*2:受 信確認メヲセージ及 びエ ラー情報メッセづの両方を,同 時に含 めることはで きない。
両方 とも省 略す ると,短 縮形ゼ ロ件運用電文 となる。

メ ッセ ー ジグル ー プ

251ノ{イ ト

ー メヲ七一ジグループ見 出 しの情 報 区分 コード
ー メヲセづグループ見 出 しの 様 式種 別

一 受信 確認 メ ッセ ー ジの 順序 番 号

251バ イト

9001(X"39303031")

20(X"3230")

通 常,00001(X"3030303031")

図11-3短 縮 形受信確認電文の構成例

メ ッセ ー ジ グル ー プ

251バ イト

ー メッセづグループ見 出 しの情 報 区分 コヰ

ー メヲセージグループ見 出 しの様 式 種別

一 誤 り情 報 メ ッセ ー ジの順 序 番号

9201(X"39323031")
20(X"3230")
00001(X"3030303031")

図11-4短 縮形 エラー情報 電文の構成例

← メ ッセ ー ジグ ル ー プ 〉

メヲ七一ジグルーア見 出 し

∈251バ イト ≧

一 メ,セージグか プ見 出 しの情 報 区分 コード

ー メヲ七一ジグループ見 出 しの 様式 種 別
9101(X"39313031")
20(X"3230")

図11-5短 縮形ゼ ロ件運用電文の構成例
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114同 報 電文の構造

同報電文 は、同報ヘ ッダー及び短縮形 メ ッセージグループを、 この順番 に並べて構成す る。

① 同報ヘ ッダーは、直後の一つのメ ッセー ジグループが同報電文であることを示す。同報ヘ

ッダーの直後 にメ ッセー ジグル ープが ない ときは、その同報見 出 しは無効であ る。

② 一つの同報ヘ ッダーで、5か 所の最終宛先を指定で きる。6か 所以上 の最終宛先を指定す

るときは、同報ヘ ッダーを複数使用す る。同報ヘ ッダーを複 数使用す るために、同報ヘ ッダ

ー内の継続区分(BO3)を 用 いて制御を行 う。ある同報ヘ ッダー内の継続区分(BO3)の 値がX

"43"の ときは
、さ らに同報見 出 しが継続 していることを表 し、継続区分(BO3)の 値がX"45"

のときは、同報ヘ ッダーの継続がない ことを表す。

・ 継続区分(BO3)の 値がX"43"継 続 あり

・ 継続区分(BO3)の 値がX"45"継 続 な し

③ 同報ヘ ッダーは、最初の送信者か ら、同報処理をサー ビス してい るEDIサ ー ビス事業者

へ、同報電文であることを通知す るときに用いる。同報ヘ ッダー は、EDIサ ー ビス事業者

内での同報処理の過程で削除 され、通常の メ ッセージグループと同一の形 に変換 されて、最

終送信者へ送 られ る。

同轍欄 ≡)ゴ

:-2ii-3i

　
L同 報ヘ ッダーは複数使 うこと も可能

図11-6同 報電文 の構成例
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第12章 格 納 構 造

格納構造には、分割可変長モー ドと分割固定長モ ー ドの2種 類があ る。 どち らかを選択 して

適用す る。

12.1基 本規則

(1)同 一のメ ッセー ジグループ内(関 連す る同報見出 しを含 む)で は、同一の格納構造を用い

なければな らない。

② あるメ ッセー ジグループに適用 された格納構造 を示すため、その メ ッセー ジグループのメ

ッセー ジグループ ・ヘ ッダー内の様式種別(C17)及 び格納 モー ド(C23)に 、次の値を設定 し

なければな らない。

① 様式種別(C17)

・X`3130'分 割可変長モー ドの業務処理電文

・X`3131'分 割固定長モー ドの業務処理電文

・X`3230'分 割可変長モー ド及び分割固定長モー ドの受信確認電文及 びエ

ラー情報電文(ゼ ロ件運用電文を除 く)

② 格納モ ー ド(C23)

・X`53'分 割可変長モー ド

・X`4D'又 はX`20'一 …・分割固定長 モー ド

(2)分 割可変長モー ドは、メ ッセージグループ(関 連す る同報見 出 しを含む)を 可変長 レコー

ドファイルへ格納す るとき適用 し、分割固定長モー ドは固定長 レコー ドファイル又は非構 造

化 ファイル(不 定長 ファイル)へ 格納す るとき適用す る。

(3)分 割可変長モ ー ドで は、最大の レコー ド長が32001バ イ ト以下の可変長物理 レコー ド

を適用 し、分割固定長モ ー ドでは、251バ イ ト固定長物理 レコー ドを適用す る。

12.2分 割可変長 モー ド

分割可変長モー ドで は、次の規則 に したが って メ ッセージグル ープ(関 連す る同報ヘ ッダー

を含む)を 物理 レコー ドに格納す る。

(1)業 務メ ッセー ジを除 くすべてのメ ッセー ジグループ構成要素(同 報ヘ ッダーを含む)は 、

一つの構成要素(251バ イ ト)を 一つの可変長物理 レコー ドに格納す る
。

バイナ リーデータのバイナ リー単位は必ず分割可変長モ ー ドを選択 し、最大32001バ

イ トの可変長物理 レコー ドに格納す る。

(2)業 務 メ ッセージは、任意の長 さの断片 に分割を行 い、最大32001バ イ ト(分 割 区分を

含む)の 可変長物理 レコー ドに格納す る。
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具体 的 に は、次 の 規 則 に したが う。

① 分 割 は、対 象 と な る業 務 メ ッセ ー ジの先 頭(左 側)か ら後 部へ 、 順 番 に分 割 しな けれ ば

な らない。

② 分 割 した業 務 メ ッセ ー ジの 断片 は、分 割 した順 番 と同一 の 順番 で 、 可 変長 物 理 レコー ド

に格 納 しな けれ ば な らな い。

(3)最 初 の分 割 断 片 は,32001バ イ ト以 内 の 長 さに しな けれ ば な らな い。

最 初(1番 目)の 分割 断 片 には、 先 頭(左 側)に 分 割 区 分(CO1)が あ る。 この 値 をX`31'

にす る。但 し、 分 割 断片 が 一 つ しか な い とき(分 割 しな い と き)は 、X`39'と す る。

(3)2番 目以 後 の 分割 断片 は、32000バ イ ト以 内(分 割 区 分 を追 加 して32001バ イ ト

以 内 にす る ため)の 長 さに しな けれ ば な らな い。

2番 目以 後 の分 割 断片 に は、先 頭 に新 たに分 割 区分 を追 加 して長 さを32001バ イ トに

す る と と もに、追 加 した分 割 区分 には次 の値 を設 定す る。

①2番 目の分 割 識 別 子 の 値 はX`32'と し、3番 目の分 割 区分 の値 はX`33'に す る。 同 様 に

8番 目まで は、X`34',X`35',X`36',X`37',X`38'の よ うに 昇順 に値 を設 定 す る。

②9番 目の分 割 断 片 の 分割 区 分 の値 は、再 度X`31'と し、以 後 、X`31'か らX`38'の 順 番

を繰 り返す 。

③ 最 終(最 も右 側)の 分 割 断片 の分 割 区分 の 値 は、X`39'と し、 最終 分 割 断片 で あ る こ と

を 明示 す る。

〈96100バ イト 〉

6進 表 示 今 39
:::

i業 務メッセージ(可変i長)i

/

Ψ この分割 区分は1時 に追加

変更/

ψ.▽

31第1レ コード

丘

32

/、

/

第2レ コード

〆

33第3レ コード

＼

;9
爪

最 終

レコード

32000バ イト 1 ←-32000バ イト 〉 、
〉 く32000バ イト ∋

32001バ イト

く

工一`9

変 更 された分割 区 分

く ≧
一追 加 された分 割 区 分16進 表 示

99バ イト

図12-1分 割 可 変 長 モ ー ド(4分 割 の例)

一 余 りは 、

任 意 デ ー タを満 たす
、/

メ ッ セ ー ジ

251バ イト

バイナリーデ・タ

ヘツダー

32001バ イト

ノ{イナリー単 位 ● ◆.● ●..・

32001/tイ ト

バイナリー単 位

251バ イト

バイナリーデータ

トレーラ

一 つ の バ イ ナ リー デ ー タく 〉

図12-2分 割 可 変 長 モ ー ドのバ イナ リー デ ー タの 格 納 構造
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12.3分 割固定長モー ド

分割固定長 モー ドでは、次の規則に したが ってメ ッセー ジグループ(関 連す る同報見 出 しを含

む)を 物理 レコー ドに格納す る。

(1)業 務メ ッセー ジを除 くすべてのメ ッセー ジグループ構成要素(同 報 見出 しを含む)は 、一

つの構成要素(251バ イ ト)を 一つの251バ イ ト固定長物理 レコー ドに格納す る。

バ イナ リデータのバ イナ リ単位 は必ず分割固定長モー ドを選択 し、251バ イ ト固定長物

理 レコー ドに格納す る。

(2)業 務メ ッセー ジは,長 さ251バ イ ト(分 割区分を含む)の 固定長の断片 に分割を行 い、

固定長物 理 レコー ドに格納す る。

具体的には、次の規則 に したが う。

① 分割は、対象 とな る業務 メッセー ジの先頭(左 側)か ら後部へ、順番に分割 しな ければ

な らない。

② 分割 した業務 メ ッセー ジの断片 は、分割 した順番 と同一の順番で、固定長物理 レコー ド

に格納 しなければな らない。

(3)最 初の分割断片 は、251バ イ トにす る。最初の分割 断片が251バ イ トに満たないとき

は、右側 にX"20"を 必要バ イ ト数加えて所定の長 さ(251バ イ ト)に しなければな らない。

最初(1番 目)の 分割断片 には、先頭(左 側)に 分割区分(CO1)が ある。 この値をX`31'

にす る。但 し、分割断片が一つ しかない とき(分 割 しない とき)は 、X`39'と す る。

(4)2番 目以後の分割断片 は,250バ イ ト(分 割 区分を追加 して251バ イ トにするため)

に しなければな らない。可変長の業務メ ッセージを固定長で分 割す るので、最終分割 断片 は

通常250バ イ トにな らず、端数 にな る。 したが って、右側 にX"20"を 必要バイ ト数加え

て所定の長 さ(250バ イ ト)に しなければな らない。

2番 目以後の分割断片 には、先頭 に新たに分割区分を追加 して長 さを251バ イ トにす ると

ともに、追加 した分割区分 には次の値を設定す る。

①2番 目の分割区分 の値 はX`32'と し、3番 目の分割区分の値 はX`33'に す る。同様に8

番 目まで は、X`34',X`35',X`36',X`37',X`38'の ように昇順 に値を設定す る。

②9番 目の分割断片の分割区分の値 は、再度X`31'と し、以後 、X`31'か らX`38'の1順 番

を繰 り返す。

③ 最終(最 も右側)の 分割断片の分割区分の値 は、X`39'と し、最終分割断片であ ること

を明示する。
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表12-1分 割 固 定長 モ ー ドに お ける メ ッセ ー ジの 分 割

メッセージ長(DO4)又 は 拡 張 メヲセージ長(DO6)の 値 レコー ド数

1～250

251～500

501～750

:

1レ コ ー ド

2レ コ ー ド

3レ コ ー ド

:

250*(n-1)十1～250*n nレ コ ー ド

〈851バ イト 〉

∠

6進 表示 →39
i業一 陣)i

,/

vこ の分割区分は 」時に追加

変更/

、 ＼'

3{
ノ

/

第 ル コード

、

3》

/

第2レ コード 3イ 第3匠 ド

(巡 Ψ

39最 終

爪 レコード

alIX'20'

…

〈250ハ イト 〉 ×150バ イト→t

-100バ イト
く 250バ イト 〉 1〈250バ イト 〉

〈251バ イト 〉

∈

一変更された分割 区分'加 された分割区分16進 表示

図12-3分 割 固 定長 モ ー ド(4分 割 の 例)

一 余 りは、任意
データを満たす

Ψ

メ ッセ ー ジ

251バ イト

バイナリザ ータ

ヘヲダー

251バ イト

バイナリー

単 位

251バ イト

バイナリー

単 位

● ● ● ● ● ● ● ● ●

251バ イト

バイナリー

単 位

251バ イ}

バイナリーデータ

トレーラ

く 一 つの バ イナ リーデ ー タ 〉

図12-4分 割固定長モー ドのバイナ リーデータの格納構造
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第13章 安 全 保 護 機 能(セ キ ュ リテ ィ機 能)

13.1用 語の定義

(1)処 理階層

セキュ リティ機能の範囲及び規定 を明確化 し、 それを活用す るために必要な様々な変換 ・

逆変換の順序を示 した階層。

② セキ ュリテ ィ ・コン トロール ・デ ータ

セキュ リテ ィ ・コン トロールのため に必要 なデー タ。暗号キー、データ妥 当性検査データ

などが該 当する。

13.2処 理階層及び セキ ュリテ ィ機能

セキ ュリテ ィ機能を利用 したEDIで は、送信側EDI利 用者の源データに様々な変換を施

して伝送用のデータを作成 し、 このデータ受 け取 った受信側 では,送 信側 とは逆の様々な変換

を施 して、送信側EDI利 用者の源データを得 る。 これ ら様 々な変換及 び逆変換の仮定 を明確

にす るために、CIIシ ンタ ックスル ールでは処理 階層を設 ける。処理 階層 は、セキ ュ リテ ィ

機能の範囲、規定及び変換 ・逆変換処理 の順序を示 してお り、 それぞれの層 における処理を、

他 の層 とは独立に行 うことで、正確 な変換及び逆変換が可能 となる。処理階層を表13-1に

示す。

表13-1処 理 階 層

階 層 内 容

利 用 者 EDI利 用者業務処理

処理階層4 EDI利 用者形式 ・CII標 準形式変換

処理階層3
(特定 メ ッセージ単位)

暗号化
(復号化)

データ要素単位の暗号化(復 号化)

メ ッセー ジ全体の暗号化(復 号化)

その 他 の セキ ュ リテ ィ ・コ ン トロ ール

処理階層2
(メ ッセー ジ

グループ全体)

暗号化
(復号化)

データ要素単位の暗号化(復 号化)

メ ッセー ジグループ全体の暗号化(復 号化)

その 他 の セキ ュ リテ ィ ・コ ン トロー ル

処理階層1 フ ァイルなどへ の格納(格 納構造)

通 信 通信処理
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① 処理階層は1か ら始 まる数字で示す。数字の小 さい方が下位で、大 きい方が上位で ある。

②CIIシ ンタ ックスルールで は、1か ら4を 定義す る。

③ 処理階層の数字が小 さい程通信に近 く,大 きい程利用者の業務処理 に近 い。

④ 各処理階層 は、独立である。

13.2.1処 理階層1

処理階層1は 、格納構造に従 って、CII標 準形式のデータ列を実 際の伝送媒体(通 信 シス

テムで要求 される伝送データの形式)に 格納す る規定であ り、第12章 の格納構造によ って規

定 され る。

13.2.2処 理階層2

処理 階層2は 、 メ ッセー ジグル ープ全体 に対するセキ ュリテ ィ ・コン トロールの規定で ある。

処理階層2に は、次のセキュ リテ ィ ・コ ン トロールな どがあ る。

① メ ッセージグループの発信者及 び受信者間の相互認証(デ ジタル署名)

② メ ッセージグループを構成す るデータ列の妥当性検査

③ メ ッセージグループ全体の暗号化(復 号化)

処理階層2の セキ ュ リティ ・コン トロールを行 うため に、セキュ リテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセ

ー ジ及びセキュ リテ ィ ・トレーラ ・メッセージがある
。 この2っ の メ ッセー ジは必ず対で用 い

なければな らない。処理階層2に 必要なセキュリテ ィ ・コン トロール ・データは、すべ て、 こ

のヘ ッダー又 は トレーラ内になければな らない。

13.2.3処 理 階層3

処理 階層3は 、 メ ッセー ジグループ内の特定の一つのメ ッセー ジに対す るセキュ リテ ィ ・コ

ン トロールの規定であ る。処理階層3に は、次のセキ ュ リテ ィ ・コン トロール機能などが ある。

① メ ッセージグループ内の特定 メ ッセー ジの発信者及び受信者間の相互認証(デ ジタル署

名)

② メ ッセージグループ内の特定 メ ッセージを構成す るデータ列の妥当性検査

③ メ ッセー ジグループ内の特定 メッセージの暗号化(復 号化)

処理階層3の セキ ュリテ ィ ・コ ン トロールを行 うために、サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・メ ッセー ジ

があ る。処理階層3に 必要 なセキ ュ リティ ・コン トロール ・データは、すべて、 このメ ッセー

ジ内になければな らない。

13.2.4処 理階層4

処理階層4は 、EDI利 用者のデータ列 とCII標 準形式のデータ列間の、相互変換 に関す

る規定である。

13.2.5副 階層

処理階層2及 び3に は、それぞれ副階層があ り、暗号 化(復 号化)と その他のセキ ュ リテ ィ
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・コ ン トロー ル機能 とで 、 別 々の 階層 を 形成 す る。

13.3セ キ ュ リテ ィ ・コ ン トロール ・デ ータ

この デ ー タは,TFD形 式 で次 に示 す3種 の メ ッセ ー ジ内 にな けれ ば な らな い。 セ キ ュ リテ

ィ ・コ ン トロール ・デ ー タを(参 考)に 示 す。

① セ キ ュ リテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ

② サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ

③ セキ ュ リテ ィ ・ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ

13.4暗 号化規則

暗号化には、データ要素単位の暗号化、メ ッセージ単位の暗号化及びメ ッセー ジグループ全

体 の暗号化があ る。 また、暗号化によ ってデータ長が変化 した場合、 ここでの規定 に従 って、

適切 な対応を しなければな らない。

13.4.1デ ータ要素単位の暗号化

データ要素単位の暗号化で は、TFD内 の可変長データ要素だけが暗号化の対象であ る。 デ

ータタグや レングスタグは暗号化 してはいけない
。

① 暗号化の対象 とな る可変長データ要素は、データタグ番号で指定 され る。 このデータタ

グ番号を指定す るTFDは 、セキュ リティ ・ヘ ッダー ・メ ッセー ジ及 びサ ブ ・セキ ュ リテ

ィ ・メ ッセージ ・メ ッセ ージ内になければな らない。

② 暗号化のためにEDI利 用者 の源データの長さを変更す るときは、第3章2節 の規則を

適用 して行 う。また、 レングスタグは、常 に実在す るデータ長の値で なければな らない。

13.4.2メ ッセー ジ単位の暗号化

メ ッセージ単位の暗号化 には、メ ッセー ジ(特 殊 メ ッセー ジを含む)全 体の暗号化 とバ イナ

リデータの暗号化が ある。

(1)メ ッセー ジ

① 暗号化対象外

A形 メ ッセー ジ及 びB形 メ ッセージのメ ッセー ジヘ ッダーを暗号化 して はな らない。

② 暗号化ための長 さの変更

メッセージ暗号化のためのEDI利 用者源データ長の変更 は、拡大(長 さの増加)だ け

可能であ る。TFDエ リア終端子の直前に、TFDエ リア開始子を必要数追加す ることで

拡大す る。 このTFDエ リア開始子 は、ダ ミイデ一夕と して解釈 される。

また、メ ッセー ジ長(DO4)は 、常 に実在す るメ ッセージのメ ッセー ジ長 一1の 値でなけ

ればならない。
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② 特殊メ ッセー ジ

① 暗号化対象外

分割区分(CO1)及 び レコー ド区分(CO2)を 暗号化 してはな らない。

② 暗号化ための長 さの変更

特殊 メッセー ジの長 さは、常に251バ イ トでなければな らない。暗号化のための長 さ

の変更 は許 され ない。 したが って、暗号化 は左側か ら優先 して行 い(分 割区分(CO1)及 び

レコー ド区分(CO2)を 除 く)、 右側 の部分 に暗号化不可能領域 を残す ことで暗号化対象長

を調整す る。

13.4.3バ イナ リーデータ

(1)暗 号化対象外

次 に示す各部分 は暗号化 して はな らない。 また、バ イナ リーデータ内の部分的な暗号化 は、

で きない。

① バイナ リーデータ ・ヘ ッダー並びにバイナ リーデータ ・トレーラの分割区分(CO1)、 レ

コー ド区分(CO2)及 び順序番号(DO1)。

② バイナ リ単位の分割区分(CO1)。

(2)暗 号化のための長 さの変更

① バイナ リーデータ ・ヘ ッダー及 びバイナ リーデータ ・トレーラの長 さは、常に251バ

イ トでなければな らない。暗号化のための長 さの変更 は許 されない。 したが って、暗号化

は左側か ら優先 して行い(分 割区分(CO1)、 レコー ド区分(CO2)及 び順序番号(DO1)を 除

く)、 右側 の部分 に暗号化不可能領域を残す ことで、暗号化対 象長を調整す る。

② バイナ リー単位の長さは、格納 モー ドに従 って、251バ イ ト又 は32001バ イ トに

固定されてお り、暗号化 のための長 さの変更 は許 されな い。

従 って、暗号化 はバ イナ リーデータ ・ヘ ッダー直後 にあ るバ イナ リー単位の左側の部分

か ら優先 して行 う(分 割 区分(CO1)は 除 く)。 右側 に残 った暗号化不可能部分は、次のバ

イナ リー単位の先頭の左側 に追加 して暗号化を行 う(分 割区分(CO1)は 除 く)。 これを繰

り返す と,最 終バイナ リー単位(バ イナ リーデータ ・トレーラ直前のバイナ リ単位)の 右

側 に暗号化不可能部分が残 る。 これは次のように対処す る。

最終バ イナ リー単位 には、右側 に余 白の部分が あるので、暗号化不可能部分が余 白の部

分 にな るようにす る。 この とき必要 に応 じて、最終バイナ リー単位の次にバイナ リー単位

を追加す ることもで きる。バイナ リー単位を追加 した場合 は,追 加 したバ イナ リー単位が

最終バ イナ リー単位 とな り,バ イナ リーデー タ ・トレーラの最終 ビッ ト列格納領域有効長

(TO5)及 び論理 レコー ド総数(TO6)の 値を修正す る必要が ある。
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13.4.4メ ッセ ー ジグル ー プ全 体 の 暗号 化

(1)暗 号 化 対 象外

次 に示 す各 部分 は暗 号 化 して は な らな い。

① 同報 ヘ ッダー全 体 。

② メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー及 びメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ全 体。

③A形 メ ッセ ー ジ及 びB形 メ ッセ ー ジの メ ッセ ー ジヘ ッダー 。

④ 特 殊 メ ッセ ー ジの 分 割 区分(CO1)及 び レコー ド区 分(CO2)

⑤ セキ ュ リテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセ ー ジ及 びセ キ ュ リテ ィ ・ トレー ラ ・メ ッセ ー ジ全 体

⑥ サ ブ ・セキ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジの分 割 区分(CO1)及 び レコー ド区 分(CO2)

⑦ バ イ ナ リーデ ー タ ・ヘ ッダ ー及 びバ イ ナ リー デー タ ・ トレー ラの 分 割 区分(CO1)、 レコ

ー ド区 分(CO2)及 び順 序 番号(DO1)

⑧ バ イ ナ リー単 位 の 分 割 区分(CO1)。

② メ ッセ ー ジグル ー プ全 体 指定 時 の特 定 デ ー タ要素 暗 号化 の 特 例

セ キ ュ リテ ィ ・ヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ内 で、 特定 デ ータ要 素 の 暗号 化 を 指 定す れ ば 、 その

メ ッセ ー ジ グル ープ に含 まれ るすべ て の 業 務 メ ッセ ー ジ内 の指 定 デ ー タ要 素 が 、暗号 化 の対

象 にな る。

しか し、 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ内で 、暗 号化 が 指 定 され た あ る特定 の メ ッセ ー

ジ内 の指 定 デ ー タ要 素 は、 メ ッセ ー ジグル ー プ全 体指 定 で、 それ と同一 の デ ー タ要 素 を 暗号

化 指定 して も、 メ ッセ ー ジグル ー プ全 体 指 定暗 号 化の 対 象 に な らない 。 サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ

・メ ッセ ー ジ内の 暗号 化 指 定 の み有 効 とす る。

(3)暗 号 化 た め の長 さの変 更

前 述13.4.1～13.4.3の 暗 号 化 た め の長 さの変 更 に従 う。

13.5セ キ ュリテ ィ処理手順

この シンタ ックスルールを使用 してセキ ュリテ ィ対策 を行 うときは、次 に示す手順で必要な

処理 を実行 しなければな らない。

13.5.1メ ッセージグループの送信側

送信側では、通常、EDI利 用者の源データか らセキ ュリティ対 策が施 されたメ ッセー ジグ

ループを生成す る。 メッセー ジグル ープを生成す る処理は、表13-1の 処理階層4か ら1の

順 番に実行す る。

(1)処 理階層4の 処理(CII標 準形式変換)

最初にEDI利 用者のデータ列か らCII標 準形式のデータ列 に変換す る。
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② 処理階層3の 処理(特 定メ ッセー ジ単位)

特定メ ッセージ単位 のセキ ュリティ ・コン トロールは、サ ブ ・セキ ュリテ ィ ・メ ッセー ジ

を該 当メ ッセー ジの直前 に付加 し、 これで コン トロールす る。

表13-1の 処理階層に したが って、データ要素単位の暗号化、 メ ッセ ージ全体 の暗号化、

その他のセキ ュ リティ処理の順に実行す る。例えば、 メ ッセー ジの妥当性判定 に用いる数値

は、各種暗号化 を実行 した後 に、暗号化 されたデータ列の値を使用 して必要 な演算を実行 し

て求 める。

(3)処 理階層2の 処理(メ ッセージグループ全体)

メ ッセージグループ全体のセキ ュ リティ対策 は、セキ ュリテ ィ ・ヘ ッダー ・メ ッセー ジ及

びセキ ュリティ ・トレーラ ・メ ッセージで、 メッセー ジグループ(メ ッセー ジグループヘ ッ

ダーヘ ッダー及びメ ッセージグループ トレーラは除 く)を 包む ことによって、 コン トロール

す る。

表13-1の 処理階層に したが って、データ要素単位の暗号化、 メ ッセージグループ全体

の暗号化、 その他のセキ ュリティ処理の順に実行す る。例えば、 メ ッセー ジの妥 当性判定 に

用 いる数値 は、各種暗号化を実行 した後に、暗号化 されたデータ列の値 を使用 して必要 な演

算 を実行 して求 める。

データ要 素単位の暗号化で は、前述(2)に示す処理で全体が暗号化 されているメ ッセー ジ内

に含 まれ るTFDは 、セキ ュリティ ・ヘ ッダー ・メ ッセ ージ内で該 当TFDの デ ータタグ番

号が暗号化指定 されて いて も、13.4.4の ②の規則に基づ き暗号化 を実行 しない。

(4)処 理階層1の 処理(格 納構造)

分割可変長又 は分割固定長の格納構造で、 ファイル などへの格納 を実行す る。

13.5.2メ ッセージグループの受信側

受信側で は、通常、セ キュ リティ対策が施 されたメ ッセー ジグループを解析 し、正 当なメ ッ

セー ジグループであるか どうかを判定 し、最終的にEDI利 用者が必要 とす るデータ列を生成

す る。 メ ッセー ジグループの解析及びEDI利 用者用データ列を生成す る処理 は、表13-1

の処理 階層1か ら4の 順番 に実行す る。

(1)処 理階層1の 処理(格 納構造の解除)

最初 に,フ ァイルなどに格納 されている分割可変長又 は分割固定長のデータ列か ら、格納

前のCII標 準形式 のデータ列へ戻す。

② 処理階層2の 処理(メ ッセージグループ全体)

メ ッセー ジグループ全体のセキ ュリティ ・コン トロールを してい るセキュ リティ ・ヘ ッダ

ー ・メ ッセー ジの内容及 び表13-1の 処理階層 にしたが って、その他のセキ ュ リティ処理、

メ ッセージグループ全体の復号化、データ要素単位の復号化の順に、必要な処理 を実行す る。
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例えば、各種復号化を実行す る前 に、暗号化 されているデータ列 の値を使用 して必要 な演

算 を実行 し、メ ッセージの妥 当性を判定す る。復号化 は、 その後実行す る。

データ要素単位の復号化 では,特 定メ ッセー ジ単位全体暗号化が行われてい るメ ッセー ジ

(直前にあ るサ ブ ・セキ ュ リティ ・メ ッセージで示 され る)内 に含 まれ るTFDは 、セキュ

リティ ・ヘ ッダー ・メ ッセー ジ内で、該 当TFDの データタグ番号が暗号化指定 されていて

も、13.4.4の ②の規則 に基づ き復号化を実行 しない。

(3)処 理階層3の 処理(特 定 メ ッセー ジ単位)

サ ブ ・セキュ リティ ・メ ッセー ジは、 その直後 にあるメ ッセー ジのセキュ リティ ・コン ト

ロールを行 っている。 この内容 に基づき,該 当メ ッセ ージにつ いて、その他のセキュ リティ

処理、メッセー ジグループ全体 の復号化、データ要素単位の復号化の順 に、必要 な処理 を実

行す る。例えば、各種復号化を実行す る前に、暗号化 されているデ ータ列の値 を使用 して必

要 な演算を実行 し、メ ッセー ジの妥 当性を判定す る。復号化 は、その後実行する。

(4)処 理階層4の 処理(EDI利 用者 の形式へ変換)

CII標 準形式のデータ列か らEDI利 用者 のデータ列へ変換す る。
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付 属 資 料Cllシ ン タ ッ ク ス ル ー ル3.00の ポ イ ン ト

附.1互 換性 につ いて

附.1.1CIIシ ンタ ックス ル ール 各バ ー ジ ョン間 の機 能 の違 い

表A-1に 、CIIシ ンタ ックスル ール の各 バ ー ジ ョン間の機 能 の 違 い を示 す 。

表A-1C川 シ ンタ ックス ル ール各 バ ー ジ ョン間 の機能 の 違 い(そ の1)
、

＼ 、、 規格名 CIIシ ン タ ソクスル ール

＼ ・・バ ー ジ ョ ン 名 EIAJ

＼ ＼ 、
、 、

シノタッ 1シ リ ー ズ 2シ リー ズ JIS
'り
、 ＼ 、 クス
、 、

＼」'＼ ルール 試作仕様V V V 暫定V V V

定 義 内 容 ・ ＼ 、二 ＼ 、、
、 、

1,001,011,021.10 1.11 1.51 2,002.10 2.20 3.00

・

機 能 項 目'・ ス
←

、 '日
88/4 91/491/691/892/8 93/3 93/3 95/496/7 中止 98/3

、

　

Ibyteデ ータタグ(注D ◎ ◎. ◎ ◎ ◎
、 ♂

◎
㎡ 」 ◆ ふ..ト6▲.、' 4〆 :,鵡,、A,,・ 晶 」4‥ 、

2byteデ ー タ タ グ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3byteデ ー タ タ グ ◎ ◎ ◎

X,9属 性 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

K,N属 性 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Y属 性(2000対 策) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

BIT属 性 ◎ ◎ ◎

lbyte長 さ タ グ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2byte長 さ タ グ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

JIS文 字 コー ド ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
. .

ロー カル文 字 コー ド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漢字(X-0208) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
' .

漢字(X-0212) ○ ○ ○
▲

漢字(X-0221) ○ ○

シフ トJIS漢 字 ○ ○ ○

単独 デー タ項目繰返 し ○ ○ ○ ○ ○ ○
"・,・".,.・9' 'A' r'▲

名無 しマルチ明細(注D ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ @
ウ ,

名付 きマルチ明細 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

マル チ明細ネ ス ト ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

拡張名付 きマル チ明細 ◎ ◎ ◎

庄1)◎.標 準 仕様,○ オ プ ノ ヨ ン仕 様,△ 不完 全 な 仕様

注2)縮 小 モ ー ドを意 味 す る。 縮小 モ ー ドは、V3.00で 廃 止 。

注3)チ ェ ノクサ ム,非 透 過 モ ー ド,タ イプEは 、2ン リー ズで廃 止, V2.20は 開 発 中止
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表A-1C川 シンタ ックスルール各バ ージ ョン間の機能の違い(そ の2)
'

＼ 、、 規 格 名
＼ ・・バ ー ジ ョン名

＼ ＼
、 、 、'リ

、 ＼ 、
、 、

＼」 ＼ 、

定義 内容 ・'＼ ご＼ 、
、 、

機 能 項 目'・ 冬 ＼
'日

、

EIAJ

シンタッ

クス

ルール

CIIシ ン タ ック スル ー ル

1シ リ ー ズ 2シ リー ズ JIS

試 作 仕 様

1,001,Oll.02

V

l.10

V

1.11

V

1.51

暫 定

2.00

V

2.10

V

2.20

V

3.00

88/4 91/491/691/8 92/8 93/3 93/3 95/4 96/7 中止 98/3

バ イ ナ リーデ ー タ ◎ ◎ ◎ ◎

哀 2000年 対 策 ◎
ツ
ゼ

謬

メッセージグルーブ特 定 機能 ◎ ◎ ◎

夢i

房i

宛て先国 コー ド3種 ◎

宛て先 コー ド3種 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

発信元国 コー ド3種 ◎

発信元 コー ド3種 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ぺi 変換 テーブルアクセス機 能 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
プ
,

9

「

9,・7・層

-

.

.
、

.
・

拡 張変 換テーブルアクセス機 能 ○

、li.;

チ ェ ック ・サ ム機 能 ◎ ◎ ◎ ◎

メッセージ・グループ構 造 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

短 縮 メッセージ・グループ構 造 △ △ ○

通 常 モード(32001byte) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

分 割 モード(251byte) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

非構造化モー ド ◎

非透過 モー ド ○ ○ ○

タ イ プE(EDIFACTモ ード) ○ ○ ○

セ キ ュ リテ ィ機 能 △ ○ ○

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

受信確認 メ ッセージ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

エ ラ ー情報 メ ッセ ー ジ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

同報 ヘ ッダー ○ ○ ○ ○ ○

注1)◎:標 準 仕 様,○:オ プ シ ョ ン仕 様,△:不 完 全 な仕 様

注2)縮 小 モ ー ドを 意味 す る。縮 小 モ ー ドは、V3.00で 廃 止。

注3)チ ェ ックサ ム,非 透 過 モ ー ド,タ イプEは 、2シ リー ズで 廃 止, V2.20は 開 発 中止
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附.1.2Cllシ ンタ ック スル ール 各 バ ー ジ ョン間 の 互換 性

表A-2に 、バ ー ジ ョン3.0対 応 トラ ンス レータ ーへ の配慮 及 び使 用上 の ポイ ン トを 示す 。

表A-2オ プ シ ョン機 能 な どで の トラ ンス レー ター の互 換性

基本仕様又はオプション仕様
送 信 側 の バ ー ジ ョン 受信結果 送信側 各バー ジョンの受信結果

1.11(L51)2.10 ⇒3.00対 応 3.00・ ⇒ 1.11(1.51) 2.10

.⊥hY垣 テ=一 ゑ 夕 久 一(注1)

.__2,地teデ=タ,タ グ__.

__-3.り 呈teデ ー タ タ グ

◎ ◎,一_ _要 対策1
一

一一_◎

一

◎ 受信可
〃

◎ .受信可_.

受信不可2

受 信可
〃

_一 受 信 ヨ,_
〃◎ ◎

X,9属 性 ◎ ◎ 〃 ◎ ノノ

__一 －K∴.,N属 性 ◎ 〃 ◎
〃

_-X属 性.丈2qoO対 策)

_,__旦 ユ.工属 性

◎ 〃 ◎ 〃 〃

一

◎
◎
◎
◎
◎

〃 ◎ 要対策3 ノノ

1hy垣 長 さタ グ

2byte長 さ タ グ

〃 ◎ .受信可
〃

ノノ◎
◎ 〃 ◎ ノノ

__ユ.LS文 臣 コーE ◎ 〃 ◎ 〃 〃

ロー カル 文字 コ ー ド ◎ ノノ ◎ 〃 〃

_漢 字.(X-0208)

◎
◎
◎

一

〃 ◎ 〃 ノノ

_漢 室 弍x二,o-2ユ ーa).一_

_漢 字 一(X-0221)

一一_Q

◎
Q ノノ ○ 〃 〃

Q 〃 ○ 受信不可2
〃

ノノ

シフ トJIS漢 字 一 ○ ノノ ○ ■■

_単 独 呈二二タ項 目繰 返 し

__名 無 しエ ノレ乏明細

__名 付 きエ ノk乏明細
__エ 止壬明 細ネ ス ト

Ω ノノ ○ 受信可 〃

◎ ...要 対 策2
一

Q

◎._

◎_一,

◎

◎

一_受 信可
〃

◎ 受 信 可_.
〃

一_受 信 可_一
〃

◎

♀
◎

拡張名付 きマル チ明細 ノノ ◎ 受信不可2 〃

バ イナ リーデ ー タ ◎ ◎ 受信可 ◎ 受信可 受信可

ツ

ー

ルノ

一

●

フ

ー

メ

セ
曽

ソ

ル川

イ
ノ

ヘ

ダ

___2旦go年 対策
_九 七二河巫ゴ蛙 足機能

.一宛て先 国ユニ ドー3.種

一,.宛工先 コニ.E旦 種
..発信元国 旦=.ド.3.種

._発 信元 ⊇二.ド3種

_変 換た2虹 ク玖機能
拡 張 変換た垣 立セ檀 能
チ ェック ・サム機能

一 一 ◎ 〃 〃

一
◎ 受信可 ◎ 〃 〃

一 一 ◎ 要対 策4_

受信可._
要対 策4_

_.受 信可._
〃

一一要 対策,4_

_受 信 可._

,一要 対策一4_

_受 信 可 一_
〃

◎_一.
一

一一_◎
一

受信ヨ ◎
◎

受信 亘,_

受 信 亘 一_

_一 ◎ 一_

_一 ◎

◎_一 一

◎_一
一

_一 一◎

.一_◎
一

◎ 一_
一

.受信不可2, .受信 不 可2-.

◎ 一 受信可

メッセージ・獅 一ブ構 造

♀
◎ 一_
一

一一.一受 信 可_ _◎_一

〇

_受 信可_
受信不可2

_.受 信 可一_

受 信 不 可2短 縮 メッセージ・グループ構 造

_一曹一,通常 モード(32001byte) ._受 信 可_

一_受 信 可_

_.◎_ 一_受 信 可._
!ソ

._受 信 可,_
〃

__分 割 モニド(題lhエte)

◎

♀

◎ 一_

◎ 一_一
一非構造化モー ド

_◎
◎ 受信不可2 受信不可2

___非 透 過 モ ー ド
一 受信不可1

/ノ

一

タ イ プE(EDIFACTモ ーD

◎
◎ 一 一

セ キ ュ リテ ィ機能 一 一 ○ 受信不可2 受信不可2

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジ ,一.一受 信可

_.受 信 可

受 信 可_

注2

◎ 受 信 可 一.一ー

ノノ

一_受 信 可_,
〃

_.一 受 信確 認 メ之 セ ー ジ

◎ 一_←

◎.一_ ◎
エ ラー情報 メ ッセ ー ジ

◎
◎
◎
○

◎ 〃 〃

同報 ヘ ッダ ー ○
_◎
○ 注2 注2

注1)◎:標 準 仕 様,○:オ プ シ ョ ン仕様,一:サ ポ ー ト無 し

注2)V2.10以 前 とV3.00で は 、 同報 ヘ ッダーの フ ォー マ ッ トが 異 な る。 しか し、EDIユ
ー ザ ーの受 信 側 に は影 響 しな い

。
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(1)要 対策1(3.00対 応 受信 トラ ンス レー タ ー)

1byteデ ー タ タ グの受信 につ いて は 、3.00対 応 受 信 トラ ンス レー タ ーに 、 『縮 小 モ ー ド簡

易 サ ポー ト』を 内 蔵 して 、対 応 す る。

(2)要 対策2(3.00対 応 受信 トラ ンス レー タ ー)

名 無 しマル チ明 細 につ い て は、2っ の 対応 が あ る。

① トラ ンス レータ ー に よ るサ ポ ー ト

『縮 小 モ ー ド・フル サ ポ ー ト』 を 内 蔵 した3.00対 応受 信 トラ ンス レー タ ーを用 い る。

② 標準 メ ッセ ー ジの修 正 に よ る方 法

標準 メ ッセ ー ジの名 無 しマ ル チ明 細 に、 明細 番 号 を付 けて 、名 付 きマ ル チ明細 に修正 す

る。

尚 、現 在 、名 無 しマル チ 明細 を 使 用 して い る業 界 標準 は、EIAJ標 準 の みで あ る。

(3)要 対策3(1.11(1.51)対 応受 信 トラ ンス レー タ ー)

BIT属 性 デ ー タ は、X属 性 で文 字 コ ー ド変換 無 しとす れば 、受 信 可能 で あ るが 、 デー タ

長 を延 長す る時、 左側 にX`00'で は な く、 右 側 に ブラ ンクが 追 加 され て しま う。

(4)要 対 策4(1.11(1.51)及 び2.10対 応 受 信 トラ ンス レー タ ー)

1.11(1.51)及 び2.10対 応 受 信 トラ ンス レー ター は、 通常 、 宛 て先 と発信 元の 国 コー ド6

種 を無 視 す る。

尚 、3.00対 応送 信 トラ ンス レー タ ー は、 これ らの 国 コ ー ドを使 用 しな い と きは、 すべ て ブ

ラ ンクを設 定 す べ きで あ る。

(5)受 信 不 可1

非透 過 モ ー ド及 び タイ プE(EDIFACTモ ード)は、 原 則 使 用 しない。 現 在 、 これ を 使用 して い る

業 界 標準 はな い。

(6)受 信不 可2

この組 み 合 わせ で は、 この機 能 は使 用 しな い こ と。

附.1.3縮 小 モ ー ドの 簡 易 サポ ー トとフ ル サ ポ ー ト

縮小 モ ー ド(第6章6。9参 照)の1byteデ ー タ タ グの み をサ ポー トす る3.00対 応送 信 トラ

ンス レー ター は、

r縮 小 モ ー ド簡 易 サ ポ ー ト ・ トラ ンス レー タ ー』

と呼 ぶ。

また 、縮小 モ ー ドを フル にサ ポー トす る3.00対 応 送 信 トラ ンス レー タ ーは、

『縮 小 モ ー ド ・フル サ ポ ー ト ・ トラ ン ス レー タ ー』

と呼 ぶ。
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(1)縮 小 モ ー ド簡 易 サ ポ ー ト ・ トラ ンス レー ター

簡 易サ ポー トで は、 名 無 しマ ル チ 明細 をサ ポ ー トしな い。 した が って、 縮 小 モ ー ド内 で使

用 可 能 な1byteデ ー タ タ グ は、X`00'～X`FO'(X`FO;は 、拡 張 モ ー ド指 示 子(TFDエ リ

ア開 始子))と 、X`FE'(TFDエ リア終 端 子)の み で あ る。

縮 小 モ ー ドのTFD内 で 、X`F1'～X`FD'及 びX`FF'を 検 出 した 場 合 は、 エ ラー にす る。

(2)縮 小 モ ー ド ・フル サ ポ ー ト・ トラ ンス レー ター

フル サ ポ ー トであ って も、次 に示 す よ うにサ ポー トしな い機能 が あ る。

① 縮小 モ ー ドのTFDエ リア 内 に、 二つ マル チ明細 が あ った場 合 は、 二つ 目の マ ル チ 明細

を検 出 した 時点 で 、 エ ラー とす る(マ ル チ明 細 の複 数 化 をサ ポー トしな い)。

② 縮 小 モ ー ドの マル チ 明 細 中 に、 拡 張モ ー ド指示 子(X`FO':TFDエ リア 開始 子)が あ

った場合 に は、エ ラー とす る。(マ ル チ明細 中の拡張 モ ー ドへ の移 行 を サ ポ ー トしな い 。

縮 小 モ ー ドの マル チ明 細 は、TFDエ リア の縮小 モ ー ド領 域 内 に 、 な けれ ば な らな い。)

附.2マ ルチ明細 に関す る補足

附.2.1改 行 マークの省略

図A-1の 上段 と下段で は、改行 マークの省略以外 は同一 の構成であ るが、意味は違 ってい

る。図A-1上 段では、TFDの2番 目と3番 目が省略 された ことを表すが、図A-1の 下段

で は、TFDは1番 目と2番 目の2っ しかないことを表 してい る。すなわち、改行マー クは通

常省略できないことになる。 しか しなが ら、図A-1の 上段の構成で2番 目と3番 目のデータ

がな く、4番 目のTFDが2番 目と して認識 されて もか まわない時 は、図A-1の 下段 の構成

にす ることが可能であ る。

1番目4番 目

団 匝][≡]国[i壷]匝]回

1番目2番 目

巨]匝i][≡]匝]田

図A-1マ ルチ明細 における改行マークの意味

附.2.2マ ルチ明細全体の省 略

一つのマルチ明細全体が空の時は、そのマルチ明細全体を省略で きる。 ここで いうマルチ明

細全体 とは、マルチ明細ヘ ッダーか らそれに対応す るマルチ明細 トレー ラまでをいう(マ ルチ
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明細の次の トレー ラではない)。 また空 とい う意味は、マルチ明細ヘ ッダーか らそれに対応 す

るマル チ明細 トレー ラまでの間 に、TFD制 御 子 しかなか った場合であ る(有 効データが な

い)。 この一般則 は、マルチ明細のネスティ ングがある時で も有効である。

省略可能である というのは、省略 しなければな らないとい う意味ではない。受信用の トラ ン

ス レーターでは、省略の有無 にかかわ らず正 しくメ ッセー ジを解析で きなければな らない。

附.2.3マ ルチ明細 ヘ ッダーの明細番号 の意味

拡張モー ドのマルチ明細ヘ ッダーには、明細番号がある。縮小 モー ド(EIAJ互 換モー ド)

で は、明細番号がなか った。

図A-2に 示すよ うに、一つの メ ッセー ジ内 に2つ の独立 したマルチ明細がある場合、縮小

モー ドでは、マルチ明細内の適 当なTFDの タグ番号を用いて、マルチ明細の認識を行 って い

た。 なぜな ら、図A-2の 左側のマルチ明細が省略 された場合、右側 のマルチ明細を左側のマ

ルチ明細 として認識 して しま う可能性が あるか らである。従 って、右側のマルチ明細 と左側の

マル チ明細 に同一の タグ番号を持つTFDを 入 れてはいけない。但 し、3.00で は、名無 しマル

チ明細 は使用禁止であ る。

3.00で は、明細番号 を用 いてマルチ明細を区別す るので、 このよ うな制限はな い。 明細番号

は、同一のメ ッセー ジ内のマルチ明細を区別す るために用 いるので、同一 のメ ッセー ジ内でユ

ニー クな番号 を付ければ よい。

1番 目 2番 目一
省 略,,/

縮小 モー ドの場合、1番 目と
誤 る可能性がある。

図A-2マ ルチ明細全体の省略

附.2.4Aタ イ プ マル チ 明細 ヘ ッダー とDタ イ プ マ ル チ 明細 ヘ ッダ ー

この2種 類 の マ ル チ 明細 ヘ ッダ ーの 機能 は 同等 で あ る。Dタ イプ マ ルチ 明細 ヘ ッダ ー に は、

明 細 番号が2byteあ るの で 、1～65534種 類 の マ ル チ 明細 が追 加 にな るだ けで あ る。
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附.3外 字 とJlS補 助 漢 字(JlS-XO212)に つ い て

CIIシ ンタ ック スル ール1.11及 び1.51で は、JIS-XO201とJIS-XO20

8が 標 準 と して 規 定 して あ る。 実 際 の 業務 で は、JIS-XO208で は規 定 され て い ない 漢

字 も少 な くな い。 そ こで、 外 字 の 設 定 が必要 にな るが 、外 字 の文 字 コー ドは コ ンピ ュー タの 機

種 に よ りま ち まち でm:nを 想 定 したEDIの デ ー タ交換 には馴 染 ま な い。

そ こで 、外 字 の代 わ りにJIS-XO212(補 助 漢字)を 導 入す る。JIS-XO212

と、JIS-XO208は 、 同一 の 文字 コー ドに な って い るので 、 その ま ま混用 す る ことは で

きな い。CIIシ ンタ ックス ル ー ル2.1以 後 は 、以 下 の よ うに して、JIS-XO212を 導

入 す る。

JlS-XO212(補 助 漢 字)の 第1byteのMSBbitを1に す る(第1byteにX`80'を

ORす る)。

附.4ユ ニ コー ド(JIS-XO221)に つ い て

ユ ニ コー ドは、CIIシ ンタ ック スル ール2.1の オ プ シ ョ ンで導 入 す る。 ユ ニ コー ド導 入 時

に は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の16bit文 字 コー ド指定 エ リア にユ ニ コー ドを表 す 識別

子 『U(X`55')』 が 、 新 た に追加 に な る。

附.5非 透過 モー ド・オプシ ョンについて

非透過モ ー ドは、J手 順等 の古 い非透過モー ドの通信 システムのために設 け られ たオプ シ ョ

ンで、CIIシ ンタ ックスルール2.1で は廃止 された。全銀手順 やその他 の透過モ ー ドの手順

でネ ッ トワー クを構成 し、非透過モー ドは使用 しない。

附.6Cllシ ンタ ックスルールのバ ージョン番号 について

CIIシ ンタ ックスル ールのバ ー ジョン番号は、3桁 で表現 され る。

① 一番右側の桁 は、 トラ ンス レーターには影響を及ぼさない修正があ った時、変更 され

る。主に シンタ ックスル ール の矛盾の修正や本書(規 格書)の 記述の誤 り修正の場合 に

変更 され る。

② 中央の桁は、 トラ ンス レー ターのマイナーチェンジが必要 にな るよ うな シンタックス

ルールの修正が あ った時、変更 され る。

③ 一番左側の桁 は、 シ ンタ ックスルールの大変更があ った時、変更 され る。新 しいバ ー

ジョン対応の トラ ンス レーターが必要 になる。

下位2桁 の変更では、新バ ー ジョンが旧バー ジョンを包含す る方式を とる。 しか しなが ら、

上位1桁 の変更では、必ず しも新バ ージョンが 旧バージ ョンを包含 しない場合 もあ る。
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附.7Y属 性 について

附.7.1目 的

従来型の システム設計で は、年月 日は、数字6桁 で設計す るのが普通で あったが、最近、2

000年 対策のために、数字8桁 で設計す るケ ースが増加 してい る。 この ことは、業界標準化

における標準 メ ッセージの設計 に も影響 し始めてお り、最近の メッセー ジ設計で は、数字8桁

とす るのが多 い。

6桁 表示の年月 日と8桁 表示の年月 日は、その ままで は互換性が ないので、ユーザーは特別

の対策が必要 とな るし、2000年 対策の ためだ けに、8桁 表示が必要になるとい うの も通常

の事務処理 システムで は無駄が多 い。歴史の ように、数千年 レンジの処理が必要な場合 はとも

か くとして、事務処理 システムのように高 々数十年の処理で済む場合 には、4桁 表示 は、 いか

に も冗長である。本規格の追加 は、 これ らの問題の解決を 目的と している。

附.7.2基 本 的な考え方

現在を1996年 と仮定 して、通常の システムの寿命が20年 程度 とすれば、 これか ら20

年以内に構築す るシステムで は、2030年 まで有効な日付表現が設定 されていれば、十分で

あると結論で きる。

少 し余裕を見て、2050年 まで有効な 日付表現を採用すれば、業務処理上 の問題点 はない

とす ることが できる。一方、CIIシ ンタ ックスルールの寿命は、永遠であ るが、2050年

という60年 後以後 も有効か どうかを議論す ることは、あま り意味がないだろ う。 コ ンピュー

タ実用化以来 まだ40年 程の歴史 しか ない し、 この間に も、何回か システムの技術的体系は変

化 して きた。 この面 か らも2050年 まで有効 な方式によ りシステムを構築す ることは、妥 当

な選択 と言え る。

附.7.3基 本設計

日付表現の有効範囲を、1951年 ～2050年 まで とし、6桁 表現 と8桁 表現の互換性を

図 る特別な変 換を トランス レーターに設 けることによ り、6桁 表現の システムと8桁 表現の シ

ステム間のEDIを 実現す るものであ る。

日付の6桁 表現 と8桁 表現を以下のよ うに、対応 させ る。

6桁 表 現8桁 表 現

510101<一>19510101

～ ～

991231<一 一ーー一一ー一一ーーーー一一>19991231

000101← 一 一 ー ー ー 一→20000101

～ ～

501231<≒ 一一一一ーー一一ーーー一一…>20501231

図A-36桁 表 現 と8桁 表 現 の 対 応
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図A-3か ら、8桁 か ら6桁 への変換 は、単純 に、上位2桁 をカ ッ トすればよいことが分か

る。逆 に6桁 か ら8桁 への変換で は、

51年 ～99年 の時(51以 上の時)… ……19を 追加す る

00年 ～50年 の時(50以 下の時)… ……20を 追加す る

のようにす る必要 のあることが分か る。

このよ うな取扱をす る属性 をY属 性 として新 たに定義 し、 シンタックスル ールに追加す る。

附.7.4ト ランス レーターでの対応

(1)送 信用 トラ ンス レーター

Y属 性 は基本的に数値(9属 性 の特別 ケース)で あるか ら、9属 性 と同一の変換 を行 う。

① ローカルエ リアは一般 的に、整数で、6桁 か8桁 でなければな らない。

② ローカルエ リアが2進 表現の場合 には、等価的に6桁 か8桁 でなければな らない。

変換は、9属 性 と同一の変換である。 したが って、送信側ではY属 性 を9属 性で定義 して

もよい。

② 受信用 トラ ンス レーター

Y属 性 は、基本的に数値(9属 性 の特別 ケース)で あるか ら同一の変換 を行えばよいが、

Y(6)とY(8)の 互換性を保つ処理が必要 にな る。

① ローカルエ リアは一般的 に、整数で、6桁 か8桁 でなければな らない。

② ローカルエ リアが2進 表現の場合 には、等価的に6桁 か8桁 でなければな らない。

変換 は、以下の ように行 う。

① 必要 であれば、文字 コー ドを変換す る。

② 受信 したY属 性 のデータは、8byteに 変換す る。 この時8byteに 満たないデータは、上

位桁(左 側)に ゼ ロを追加 して、8byteに す る。

③ ② の処 理 の 結果 、年 相 当部 分 が 、0000～0050の 時 は 、上 位1桁 を2と して 、2

000～2050と す る。 年相 当部 分 が、0051～0099の 時 は、上 位2桁 を19と

して 、1951～1999と す る。

④ ③ の処 理 の結 果 、 ロー カル エ リアが6桁 の 時 で も8桁 の 時 で も、 以 下 の よ うな形 に な る。

× × × × ○ ○ △ △

年 月 日

⑤ ロー カル エ リアの 形 式 に変換 す る。

この 時 、 ロー カル エ リアが6桁 の時 は、 左側2桁 を カ ッ トす る。
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(3)そ の他の トランス レーターでの対策事項

① 拡張モー ド指示

拡張モー ド指示 は、Y変 換の存在 によって、特 に影響を受けない。

相手側の トラ ンス レーターがEIAJト ラ ンス レーターの場合やその他様 々なケースでの

互換性 は、図A-4の よ うにな る。

② エラーコー ドにっいて

r36:不 正 日付の検 出(Y変 換で検 出)』 が新 たに追加 された。

○ 印は可、 ×は互換性 な し
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EIAJト ラ ンス レーターに強制カ ッ トの機能が あれば、○

強制 カ ッ トを指定す る。

9タ イプは、 いずれの場合 も日付 を表す とす る。

図A-4Y属 性 をサポー トしていな い トランス レーターとの互換性

附.7.5メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー の作 成 日付 時刻(X12)

この デー タ は、3.00で 、2000年 対 策 済 デ ー タ 『Y(6)+X(6)』 に変 更 され た。
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附.8.ト ランス レーターにおける設計画像データ指示子の位置づ け

附.8.1送 信側 トラ ンス レーター

(1)変 換テーブル には、設計画像特殊TFDが 通常のデータ項 目と同様 に定義 され る。

② 変換テーブルで示 されるローカルエ リアには、設計画像データに関す る情報が記述 され る。

(3)設 計画像データは、一つのデ ータで一つの ファイルを構成 してい るのが望 ま しい。 この場

合 は、 『ファイルア クセスに関する記述』 は、ファイル名のみでよい。そ うでない場合 は、

フ ァイル名 とアクセスキーの記述が必要 にな る。

(4)通 常の トラ ンス レーターではrリ ンク番号』を 自動採番(昇 順)す る。 『ファイル識別名

』 『フ ォーマ ッ ト識別名』r圧 縮識別名』rフ ァイル名メモ』r任 意メ ッセー ジ』 は、ユー

ザーが適当な値 を設定 しなければな らない。

(5)変 換テーブルには、 メ ッセー ジパ ス機能が必要であ る。即 ち、通常はメ ッセー ジとバ イナ

リーデータ混在で生成す るが(最 小のメ ッセ ージは、設計画像特殊TFDの み となる)、 パ

ス機能によりメ ッセ ージの作成を抑止す る。

附.8.2受 信 側 トラ ンス レー タ ー

(1)変 換 テ ー ブル に は 、設 計 画 像 デ ー タ指 示 子が 通 常 の デー タ項 目 と同 様 に定 義 され る。

② 変 換 テ ー ブル で示 され る ロー カル エ リアに は、 設計 画像 デ ー タに関 す る情 報が 、受 信 メ ッ

セ ー ジか ら展 開 さ れ る。 この情 報 は通 常 メ ッセー ジの 方 か ら展 開 され る。

(3)『 フ ァイル ア ク セ ス に関す る記述 』 は、 トラ ンス レー タ ーが 自動 発 生 し、 ユ ー ザ ー側 に そ

の 値 を通 知す るエ リア とな る。

(4)『 フ ァイル ア クセ スに関 す る記述 』 は、受 信 した設計 画 像 デ ー タを書 き込 む フ ァイ ル を指

示 す る。

(5)ト ラ ンス レー ター がrフ ァイ ル ア クセ スに 関す る記 述 』 を 自動発 生 す る方 法 と して、 以 下

に示 す よ うな複 数 の方 法 の 中 か ら、 ユ ーザ ーが 選 択で き るよ うにす る。

① あ らか じめ、 フ ァイル 名列 を トラ ンス レー ター に与 え 、 その 中か ら トラ ンス レー ター が

自動 選 択す る。

② プ レフィ ック ス(数 文字)を トラ ンス レー ターに与 え、 トラ ンス レー タ ーが それ に4桁

の番 号 を追 加 し、 フ ァイル 名 とす る。

③ フ ァイル 名 を トラ ンス レータ ー に与 え 、 ア クセ ス キ ー(数 字6桁 程 度)を トラ ンス レー

ターが 『000001』 か ら昇 順 に付 番す る方 式(メ イ ンフ レー ム向 き)。

(6)設 計 画 像 デ ー タを ユ ーザ ー の フ ァイル へ書 き込 む と き、 メ ッセ ー ジ関係 とは別 のユ ーザ ー

イ ンタ フ ェー スエ リアを 用意 して お き、 こ こへ 、ハ ン ドリング したバ イ ナ リー デ ー タの ヘ ッ,

ダ ー情 報 を お とす 。
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附.9.Cll用 語 ・JlS用 語 対 象 表

表A-3C|1用 語 ・JlS用 語 対象 表(そ の1)

CII用 語 JIS用 語

メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッ ダ ー メ ッセ ー ジ グル ー プ見 出 し

メ ッセ ー ジグル ー プ専 用文 字 縮小標準文字集合

8bit文 字 1バ イ ト文字

16bit文 字 2バ イ ト文字

文字 モ ー ド(8bit文 字) 1バ イ ト文字集合

文字 モ ー ド(16bit文 字) 2バ イ ト文字集合

交換 交換単位

メ ッセ ー ジグル ー プ メ ッセ ー ジ グル ー プ

メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ メ ッセ ー ジ グル ー プ後書 き

メ ッ セ ー ジ メ ッ セ ー ジ

バ イ ナ リー デ ー タ バ イ ナ リデ ー タ

固定 長 デー タエ レ メ ン ト 固定長デー タ要素

可変 長 デー タエ レ メ ン ト 可変長 デー タ要素

デ ー タエ レメ ン トの記 号 名 データ要素の識別名

TFD TFD(伝 送形式 データ要素)

デ ー タ タ グ デ 一 夕 タ グ

ユ ーザ ーデ 一 夕 タ グ 利用者 データタグ

制御 データタグ 制御 データタグ

レ ング ス タグ 長 さタグ

8bit単 位 ビ ッ ト列 1バ イ ト単位可変長 ビッ ト列データ要素

8bit文 字 列 可変長1バ イ トデー タ列デ ータ要素

16bit文 字 列 可変長2バ イ トデー タ列 データ要素

固定小数点数値デー タ 小数点暗示形符号無可変長数字データ列データ要素

浮動小数点数値デー タ 小数点 明示形符号付可変長数字デー タ列デ ータ要素

年月 日数値データ 年 月 日可変長 データ要素

ブ ラ ン ク 間隔文字

縮 小 モ ー ド
一 一

拡 張 モ ー ド
一 一
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表A-3Cll用 語 ・JlS用 語対 象 表(そ の2)

CII用 語 JIS用 語

分 割 モ ー ド 分割固定長 モー ド

通常 モー ド
'

分割可変長 モー ド

マルチ明細
,

一

マルチ明細

マル チ明細 ヘ ッダ ー マルチ明細 見出 し

Aタ イ プ マル チ 明細 ヘ ッダ ー A型 マルチ明細見出 し

Dタ イプマルチ明細ヘ ッダー D型 マルチ明細見出 し

改 行 マー ク 改行指示子

マル チ明細 トレー ラ マルチ明細後書 き

短縮表示 短縮表示

Aタ イ プ メ ッセ ー ジヘ ッダ ー A型 メ ッセ ー ジ見 出 し

Bタ イプ メ ッセ ー ジヘ ッダ ー B型 メ ッセ ー ジ見 出 し

業 務 メ ッセ ー ジ 業 務 メ ッセ ー ジ

TFDエ リア TFD領 域

1型TFD ユーザTFD

n型TFD 制御TFD

ネ ス ト 包含

明細番号 明細番号

バ イ ナ リー 符号無2進 数

ヘ クサデシマル 16進 数

フ ォ ー マ ッ ト 書式

シー ケ ンス番号 順序番号

バ イ ナ リーデ ー タヘ ッダ ー バ イ ナ リデ ー タ見 出 し

バ イ ナ リーデ ー タ トレー ラ バ イ ナ リデ ー タ後 書 き

バ イ ナ リーユ ニ ッ ト バイナ リ単位
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附.10セ キ ュ リテ ィ ・コ ン トロ ー ル ・メ ッセ ー ジ基 本 構 成(暫 定)

附.10.1セ キ ュ リテ ィ ・ヘ ッダ ー ・メ ッ セ ー ジ

表A-4セ キ ュ リ テ ィ ・ヘ ッダ ー ・メ ッセ ー ジ の 基 本 構 成

データタグの値 デ ー タ 要 素 名 型,長 さ 備 考

61248(X'EF40') 発信者ID-1 X(20) 正

61249(X'EF41') 交 換 パ ス ワー ドー1 B(100) 〃

61250(X'EF42') 交換パス ワー ド暗号化方式 一1 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド1

61256(X'EF48') 発信者ID-2 X(20) 副

61257(X'EF49') 交 換パ ス ワー ドー2 B(100) 〃

61258(X'EF4A') 交換パ スワー ド暗号化方式 一2 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド1

61264(X'EF50') 相互認証発信側ID-1 B(20)

61265(X'EF51') 相互認証受信側ID-1 B(20) 〃

61266(X'EF52') 認証方式 一1 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド2

マルチ明細(明 細番号11)最 大繰返 し110

61267(X'EF53') 認 証 用 デ ー タ ー1(パ ラメ ー タ) B(1000) 〃

一

61272(X'EF58') 相互認証発信側ID-2 B(20) 副

61273(X'EF59') 相互認証受信側ID-2 B(20) 〃

61274(X'EF5兀) 認証方式 一2 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド2

マル チ明細(明 細番号:2)最 大繰返 し:10

61275(X'EF5B') 認証 用 デ ー タ ー2(パ ラ メ ータ) B(1000) 〃

61280(X'EF60') メ ッセ ー ジ ・グル ープ暗 号化 方 式 X(3) 共通 デ ー タ コー ド1

マルチ明細(明 細 番号:4)最 大繰返 し:1000

61284(X'EF64') 暗号化データ要素タグ番号 B(3)注1

61285(X'EF65') 暗号化データ要素暗号化方式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

61288(X'EF68') 検査値生成方式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド3

マルチ明細(明 細番号:5)最 大繰返 し110

61292(X'EF6C') 検査値生成パ ラメータ B(1000)'

注1)値 は、 24ビ ッ ト符 号 無2進 数 とす る。
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附.10.2サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッセ ー ジ

表A-5サ ブ ・セ キ ュ リテ ィ ・メ ッ セ ー ジ の 基 本 構 成

データタグの値 デ ー タ 要 素 名 型,長 さ 備 考

61248(X'EF40') 発信者ID-1 X(20) 正

61249(X'EF41') 交 換パ ス ワー ドー2 B(100) 〃

61250(X'EF42') 交換パ スワー ド暗号化方式 一3 X(3) 〃 ,共 通 デ ー タ コ ー ド1

61256(X'EF48') 発 信者ID-2 X(20) 副

61257(X'EF49') 交 換 パ ス ワー ドー2 B(100) 〃

61258(X'BF4A') 交換パ スワー ド暗号化方式 一2 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド1

61264(X'EF50') 相互認証発信側ID-1 B(20)

61265(X'EF51') 相互認証受信側ID-1 B(20) 〃

61266(X'EF52') 認証方式 一1 X(3) 〃 ,共 通 デ ー タ コ ー ド2

マルチ明細(明 細番号:1)最 大繰返 し:10

61267(X'EF53') 認 証 用 デ ー タ ー1(パ ラメ ー タ) B(1000) 〃

61272(X'EF58') 相互認証発信側ID-2 B(20) 副

61273(X'EF59') 相互認証受信側ID-2 B(20) 〃

61274(X'EF5κ) 認証方式 一2 X(3) 〃
,共 通 デ ー タ コ ー ド2

マル チ明細(明 細番号:2)最 大繰返 し:10'

61275(X'EF5B') 認証 用 デー タ ー2(パ ラ メー タ) B(1000) 〃

61281(X'EF61') メ ッセージ暗号化方式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

マル チ明細(明 細番号14)最 大繰返 し:1000

61284(X'EF64') 暗号化データ要素タグ番号 B(3)注1

61285(X'EF65') 暗号化データ要素暗号化方式 X(3) 共 通 デー タ コー ド1

61288(X'EF68') 検査値生成方式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド3

マル チ明細(明 細 番号15)最 大繰返 し110

61292(X'EF6C') 検査値生成パ ラメータ B(1000)

612930CEF6D') 検査値 B(1000)

注1)値 は、24ビ ッ ト符 号 無2進 数 とす る。
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附.10.3セ キ ュ リテ ィ ・ トレ ー ラ ・メ ッセ ー ジ

表A-6セ キ ュ リテ ィ ・ ト レー ラ ・メ ッ セ ー ジ の 基 本 構 成

データタグの値 デ 一 夕 要 素 名 型,長 さ 備 考

61293(X'EF6D') 検査値 B(1000)

附.10.4セ キ ュ リテ ィ ・コ ン トロ ー ル ・デ ー タ ー 覧

附.10.4.1デ ー タ 要 素 一 覧 表

表A-7デ ー タ要 素 一 覧 表

データタグの値 デ ー タ 要 素 名 型,長 さ 備 考

61248(X'EF40') 発信者ID-1 X(20)

61249(X'EF41') 交換 パ ス ワー ドー1 B(100)

61250(X'EF42') 交換パ スワー ド暗号化方式 一1 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

61256(X'EF48') 発信者ID-2 X(20)

61257(X'EF49') 交 換パ ス ワー ドー2 B(100)

61258(X'EF4A') 交換パ スワー ド暗号化方式 一2 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

61264(X'EF50') 相互認証発信側ID-1 B(20)

61265(X'BF51') 相互認証受信側ID-1 B(20)

61266(X'EF52') 認証方式 一1 X(3) 共 通 デ ー タ コ ー ド2

61267(X'EF53') 認 証用 デ ー タ ー1(パ ラメ ー タ) B(1000)

61272(X'EF58') 相互認証発信側ID-2 B(20)

61273(X'EF59') 相互認証受信側ID-2 B(20)

61274(X'EF5A') 認証方式 一2 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド2

61275(X'EF5B') 認 証 用 デ ー タ ー2(パ ラ メ ー タ) B(1000)

61280(X'EF60') メ ッセー ジ ・グループ暗号化方式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

61281(X'EF61') メ ッセー ジ暗号化方 式 X(3) 共 通 デ ー タ コー ド1

61284(X'EF64') 暗号化データ要素タグ番号 B(3)注1

61285(X'EF65') 暗号化データ要素暗号化方式 X(3) 共 通 デ ー タ コ ー ド1

61288(X'EF68') 検査値生成方式 X(3) 共 通 デー タ コ ー ド3

61292(X'EF6C') 検査値生成パラメータ B(1000)

61293(X'EF6D') 検査値 B(1000)

注1)値 は、 24ビ ッ ト符 号 無2進 数 とす る。
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附.10.4.2共 通 デ ー タ コー ド

共 通 デ ー タ コー ドは、 そ の値 が 意味 す る内容 を統 一 す るた め に 、専 門機 関 に よ る登 録 管 理 が

必要 で あ る。 この規 格 で は、 そ の値 は決 定 しな い。

(1)共 通 デ ー タ コー ド1

共通 デ ー タ コー ド1は 、1バ イ ト標 準文 字3文 字 で 、 暗号 化方 式 を表 す デ ー タ コー ド。

② 共通 コ ー ドコー ド2

共通 デ ー タ コー ド2は 、1バ イ ト標 準文 字3文 字 で 、 相互 認 証方 式 を表 す デ ータ コー ド。

(3)共 通 コ ー ドコー ド3

共通 デ ー タ コー ド3は 、1バ イ ト標 準 文字3文 字 で 、 デ ー タ妥 当性 検 査 方式 及 び検 査 値 生

成方 式 を 表 す デ ー タ コー ド。
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参 考 資 料

CIIシ ンタ ッ クス ル ー ル3.00で

廃 止 され た 仕様





参考 資 料Cllシ ンタ ック スル ー ル3.00で 廃 止 され た 仕様

CIIシ ンタ ックス ル ー ル3.00で は、 縮小 モ ー ド、 トータル チ ェ ック、 透過 モ ー ドオ プ シ ョ

ン及 びTYPE-Eオ プ シ ョン(イ ンタ ーナ ルセ グメ ン トを含 む)が 廃 止 され て い る。 以 下 に

参 考 と して 、 トー タル チ ェ ック及 び透過 モ ー ドオ プ シ ョ ンの仕 様 を示 す。

参.1ト ータ ルチ ェ ッ ク

参.1.1メ ッセ ー ジグ ル ープ ・ヘ ッダーの トー タル項 目Na指 定

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダー の トー タル項 目Na指 定(C15,C16,C24,C25)で 、 ブ ラ ンク(

X'20')か ゼ ロ(X'30')が 指 定 され て い る時 は、 このエ リアを無視 す る(ト ー タル ・チ ェ ックを

しな い)。

参.1.2チ ェック用 トータル数値の算 出方法

メ ッセージグル ープ ・ヘ ッダーで指定 された項 目Nα(デ ータ ・タグ値)の 数値データをメ ッ

セー ジ中か ら取 り出 し、全体の桁数が15桁 より小 さい時は、左側 に0を 必要 な数だけ追加 し全

体の桁数が16桁 以上の時 は、16桁 以上をカ ッ トして15桁 に して、加算す る。和が16桁 以上 にな

る時は、その都度16桁 以上を カッ トして15桁 にす る。一 つのメ ッセー ジグループ内 にあ る指定

されたTFDの 数値(デ ータ部)の 総計を、チ ェック用 トータル数値 とす る。項 目1と 項 目'2

それぞれ独立に計算す る。

メ ッセージグループ ・ヘ ッダーの拡張モー ド指示子で、縮小モー ド(X'20'orX'53')が 設定

されている場合には、第1ト ータル項 目Naエ リアに設定 された3桁 の項 目Na(デ ータタグ)で

示 され るTEDの データ部 の数値を用 いてチェ ック値を計算 し、拡張モー ド(X'45)が 設定 され

て いる場合 には、第2ト ータル項 目Naエ リアに設定 された5桁 の項 目Na(デ ー タタ グ)で 示 さ

れ るTFDの データ部の数値 を用いてチ ェック値を計算す る。

計算 に用 いる数値は、TFD形 式における数値データをそのまま用 いる。N形 式の数値 デー

タの時 は、正負の符号 と小数点を無視 して用いる。特 に、N形 式において送信用の トラ ンス レ

ーターの不具合 により、省略可能な右側 のLSBに ゼロが存在す る場合がある(図B-1)。

この場合はゼロを無視 しないで計算を行 う。

送信用 トランスレーターの処理
の関係で、省略可能なゼロが
残っている。

で計算 で計算

図B-1N形 式 データにおける トータルチェック値計算用の数値
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ブ ラ ンク(X`20')ま た は0(X`30')の 項 目Nαが 指定 され た 場合 に は、 チ ェ ック用 トー タル数 値

を 算 出 せず 、項 目合計 を0(X`30')と す る。

CIIシ ンタ ックスル ール に お け るチ ェ ック用 トー タル 数値 の 算 出方 法 は、EIAJシ ンタ

ックス ルー ル にお け るそ れ とは異 な るの で 、縮 小 モ ー ドに お いて 互 換性 を持 た せ るた め に は 、

9属 性 で小 数 点以 下 の 桁 数 が3桁 で定 義 され て い るデ ー タ項 目を 、第1ト ー タル項 目Nαエ リア

に設 定 しな けれ ば な らな い。

参.2非 透過 モー ド・オプ シ ョン

非透過モー ド・オプ ションは、J手 順 などの非透過 モー ドの通信 システムを活用す る時用 い

るオ プションである。

メ ッセージグループ ・ヘ ッダーの非透過モー ド指示子(C26)で 、非透過モー ド(X'4D')が

設定 された場合、以下の よ うに、文字 コー ドの変換 およびバイナ リーデータの補正が行われ る。

尚、非透過 モー ドで は、JIS-XO201とJIS-XO208の 文字 コー ドが使用 され

ることを前提 に、非透過モー ド通信系による不具合を回避す る対策を行 うので、 これ以外の文

字 コー ドのデータを用い ることは許 されない。

参.2.1メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセー ジグ ル ープ ・ トレー ラで の対 策

(1)分 割識 別 子

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの分 割 区分 は、 特 に変 換

を しな い(0(X`30')と す る)。 これ は、 受信 用 トラ ンス レー タ ーが分 割 区分 に よ って 、 メ

ッセ ー ジ グル ープ ・ヘ ッダー を識 別 す るた め に必要 な処 置 で あ る。

(2)分 割 区 分以 外

X`20'～X`3F'を 、X`80'～X`9F'に 変換 し、 伝送 す る。 この変 換 は、 トラ ンス レー タ ーで 行

われ る。(表B-1を 参 照)。

受 信 用 トラ ンス レー ター で は、 透過 モ ー ドか 非透 過 モ ー ドか を判別 して メ ッセ ー ジグル ー

プを 分 析 しなけれ ばな らな い。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセー ジグル ー プ ・ トレ

ー ラ にっ いて は次 の よ うに して行 う
。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの 非透 過 モ ー ド表 示 は、

透 過 モ ー ドの 時 は ブ ラ ン ク(X`20')かS(X`53')と な り、 非透 過 モ ー ドの 時 はM(X`4D':非 透

過 モ ー ドへ の変 換 後 もM(X`4D'))と な る。従 って 、M(X`4D')で あ るか ど うか を判 定 して 、

非 透過 モ ー ドの 時 は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの 分

割 区分 を除 いて 、 表B-1に 従 って逆 変 換 を行 って か ら分 析 を 行 う。
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参.2.2メ ッセー ジの対 策

(1)メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー の分割 区 分,レ コー ド区分,シ ーケ ンスNaは 、表B-1に 従 って 変

換 を行 う。 そ して 、Bタ イ プの メ ッセ ー ジヘ ー ダ ーを用 い るが 、 メ ッセ ー ジ長 を 表 す文 字 デ

ー タの 文 字 コー ドのX`30'～X`39'は 表B-1に 従 って、X`90'～X`99'に 変 換 して 表 さな けれ

ば な らな い(Aタ イ プの メ ッセ ー ジヘ ッダ ー は使え な い)。

受 信 用 トラ ンス レー タ ーで は、 メ ッセ ー ジ グル ープ ・ヘ ッダ ーの チ ェ ッ クに よ り非透 過 モ

ー ドを検 出 した時 は
、 メ ッセ ー ジヘ ッダ ーの 分割 区分 を表B-1に 従 って逆 変 換 して透 過 モ

ー ドの 時 と同様 な方 法で メ ッセ ー ジを認 識 す るか
、X`91'(但 し、分 割 モ ー ド時 はX`91'～X`

98'で 最 終 レコー ドはX`99'の シーケ ンス)を 検 出す る ことで、 メ ッセ ー ジを 認 識 す る。

(2)TFD形 式 デ ー タ1の バ イ ナ リー デ ー タ(デ ー タタ グお よ び レング ス タ グ)の 補 正

表B-2に 従 って補 正 を行 う。 補 正を 行 うバ イナ リー デー タの 直前 に は非 透過 モ ー ド ・補

正 指示 子(X`F8')を 追 加 す る。 表B-2で 、下 線 が付 いて い るデ ー タ は必 ず 補正 しな けれ ば

な らな い(例 え ば、X`01'→X`F881')。 一方Oが 付 いて い るデ ー タ の補 正 は任 意 で あ る。

例 え ば、X`14'は 、 無補 正 で もX`14'→X`F894'の よ うに補 正 して も、 どち らで もよ い。X`40'

の よ うに無 補正 が 指 示 され て い るデ ー タは、 補 正 して はい け ない。

伊DX℃0'一 ーーーー一>X`F880',X`F8'一 ー一→X`F8C8'

X`40'一 ーーーー一>X`40',X`FF'一 ーーーー一>X`F8CF'

バ イナ リー デ ー タの 補正 を 行 った時 は 、 メ ッセ ー ジ長 が増 加す る。 非 透過 モ ー ド ・バ イ ナ

リーデ ー タ補正 指 示 子(X`F8')を 一 つ使 うご とに、1byteつ つ増 加 す る。

(3)TFD形 式 デ ー タ1の デ ータ部 の 変換

表B-1に 従 って 変 換す る。 この 変換 は、 変換 前 の 文字 コー ドがJIS-XO201かJ

IS-XO208に な って い るこ とが前 提 にな って い る。 す なわ ち、 非透 過 モ ー ドで は これ

以 外 の文 字 コー ドを使 うこ とはで きな い。

(4)TFD形 式 デ ー タ2(TFD制 御 子の 変 換)

制御 タ グ はバ イ ナ リーデ ー タで あ るの で 表B-2に 従 って補 正 す るが 、X`FO'～X`FF'(

X'F8'を 除 く)の 範 囲 にあ り、X`FF'をX℃F'に 補正 す る以外 は、無 補 正 で あ る。 但 し、 現 在

制御 タ グX`FF'は 定 義 されて い な い ので 、実 質 的 に補 正 無 しと して よ い。X`F8'は 、 この文

字 がTFD制 御 子(バ イ ナ リー デ ー タ補正 子)と して 使用 され る時 は無 補 正 で あ り、 バ イ ナ

リーデ ー タ(デ ー タ タ グまた は レ ングス タ グ)と して使 用 され る時 は、 表B-2に 従 って 、

X`F8'を 追 加 してX`F8C8'に しな けれ ば な らな い(メ ッセ ー ジ長 も1増 加 す る)。

TFD制 御 子 の制 御 デ ー タにっ いて は、 以 下 の よ うに な る。
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① イ ンターナ ル セ グメ ン ト指 示子(X`F9')

この 制御 タ グの 制御 デ ー タ(イ ンタ ーナ ル セ グ メ ン ト番 号)は 表B-1に 従 って 変

換す る。

② マ ルチ 明細 ヘ ッダー(X`FA')

この制御 タ グの 制御 デ ー タ(明 細 番 号)は 表B-1に 従 って変 換 す る。

(5)メ ッセ ー ジ トレー ラ(X`FE')

変 換 も補 正 も特 に必 要 と しな い(制 御 タグ と見 なす)。

表B-1非 透 過 モ ー ド時の 文 字 コー ドの 変換(Hex表 示)

数値 変換値

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

↓

↓

↓

↓

↓

↓

:

↓

↓

↓

↓

↓
↓

↓

↓

0

1

2

3

4

5

6

7
8

9

A

B

C

D

E

F

2

2

2

2

2

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

数値 変換値

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B
C

D

E

F

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓
↓

↓

↓

↓

↓

↓

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E
F

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

数値 変換値

O

F

O

F

4

一
一
一
一
一
一
ー
Ψ

7

A

-

D

変換無

変換無

注)メ ヲセージグループ・勺 ダーと トレーラの分 割識 別 子 及 びバ イ ナ リー デ ー タ以 外 に適用

表B-2非 透 過 モ ー ド時 のバ イ ナ リー デ ータ の補 正(Hex表 示)

数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値 数値 補性値

00→80

01→ ・81

02→82

03→83

04→84

05→85

06→86

10→90

(11→91)

(12→92)

(13→93)

(14→94)

15→95

16→96

17→97

(20→AO)

(21→ ・A1)

(22→A2)

(23→A3)

(24→A4)

(25→A5)

26→A6

(30→BO)

(31→B1)

32→B2

(33→B3)

(34→B4)

(35→B5)

(36→B6)

37→B7

40'

Ψ

F7、

F8

・補正無

→C8

(07→87)

(08→88)

(09→89)

(OA→8A)

(OB→8B)

(OC→8C)

(OD→8D)

(OE→8E)

(OF→8F)

(18・ →98)

(19→99)

(1A→9A)

(1B→9B)

(1C→9C)

(1D→9D)

(1E→9E)

(1F→9F)

(27→A7)

(28→A8)

(29→A9)

(2A→AA)

(2B→AB)

(2C→AC)

2D→AD

2E→AE

(2F→AF)

(38→B8)

(39→B9)

(3A→BA)

(3B→BB)

(3C→BC)

3D→BD

(3E→BE)

(3F→BF)

F9

↓ 椛 無
FE、

FF→CF

注)デ ータタ グ、制御 タグ及び レングス タグのバイナ リーデータに適用
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